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富士見ファンタジア文庫







本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ　『顕けん現げん』







　浮ふ遊ゆう大陸オービエ・クレア。


　凍いてついた海の高度一万メートル上空を、千年もの昔から漂ただよっている大陸だ。


　巫み女この祈いのる結界の守護を受けることで、この世界で唯ゆい一いつ、人類が生きていける大陸として繁はん栄えいしている。


　名前の由来は巫女言語より『Orbie Clarオービエ・クレア【約束の歌】』。


　誰だれがそう名付けたかは、もはやどの書物にも残されていないとされている。





　そんな人類最後の大陸に、突とつ如じよとしてソレは顕あらわれた。





　三体の幽ゆう幻げん種しゆ。


　だが、一万メートル真下の穢歌の庭エデンからまたたく間に浮上した幽幻種は、天結宮ソフイアにおいても当初は平へい凡ぼんな個体としか思われなかった。


　ごく一部の、すなわち──現実にソレを目まの当たりにした護ご士しを除いては。
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『天結宮ソフイアの感知システムが幽幻種の魔ま笛てき反応を捕ほ捉そく。


　捕捉数・三。


　浮遊大陸オービエ・クレアの北東四千五百メートル先の浮遊島ラグーンに着地しました。


　護ご法ほう院いんより指令──正せい護ご士し級の各部隊に巫女見習いを編入し、三時間後に討とう伐ばつ部隊を浮遊島ラグーンへ上陸させます』





「……はぐれ幽幻種三匹びきの討伐って聞いてたんだけどな」


　覗のぞいていた双そう眼がん鏡きようから目を離はなし、ネスカルシアは重苦しい溜ため息いきを吐はきだした。


　黒の前まえ髪がみの一ひと房ふさだけを真しん紅くに染めた女性だ。肩かたが剝むき出しのタンクトップの上に、錬れん護ご士しの儀ぎ礼れい衣いを袖そでを通さずに引っかけている。


「だけど、こりゃどういうことだ？」


　浮遊島ラグーンに降り立った三体の幽幻種。


　その討伐命令をネスカルシアにもたらしたのは、実は護法院ではなく塔とうの上層部だ。


　権利派──塔の局長クラスを中心とした上層部の密命を実行することで、千せん年ねん獅しの選せん抜ばつ時に彼らの推すい薦せんを受ける約束を交かわした護士のことだ。俗ぞくに『お抱かかえ』とも皮肉を受けるが、ネスカルシアをはじめ錬護士の中にも少なくない。


　……とはいえ今回は危なかった。


　……千年獅になるってのに巫女の逆げき鱗りんに触ふれちゃあ意味がない。





〝それじゃあ凱がい旋せんといこうか先せん輩ぱい。行き先は我らが天結宮ソフイアの取り調べ室だ〟





　穢歌の庭エデンから生せい還かんしたという元錬護士シェルティス・マグナ・イールを拘こう束そく、上層部に引き渡わたしたまでは予定どおり。


　が、それは本来なら巫女の許可があって許されるもの。塔の承しよう認にんを発ほつ足そく委員会で得ていたとはいえ、巫女の意思を無視してシェルティスの身み柄がらを拘束したことは、場合によっては巫女の機き嫌げんを害する危険もあった。


　だからこそ、ネスカルシアは今回の幽幻種討伐に名乗りでた。


「少しは護士らしくふるまって巫女サマのご機嫌取り。ってなわけでわざわざクソ面めん倒どうな作戦に参加してやったのに……」


　……これは。


　…………これは、なんの冗じよう談だんだ？


　三体の幽幻種のうち一体が浮上したと思おぼしき浮遊島ラグーン。


　正護士の部下三人と巫女見習い二人、いずれも精せい鋭えいと名高い部下を引き連れてネスカルシアが浮遊島ラグーンに到とう着ちやくしたのがわずか数分前。


　そして。


　双眼鏡を摑つかんでいた手が、早くも自分の意思と無関係に震ふるえだしていた。


　──漆しつ黒こくの巨きよ竜りゆうの姿をとった幽幻種。


　吼ほえるわけでも暴れているわけでもない。ただ地面に降り立って静止しているだけのはずが、あの全身から立ちのぼる魔笛のおぞましさは……なんだ？


　通常の幽幻種個体を何百いや何千倍強化してもああはなるまい。魔笛から感じる寒気というか重圧というか、言葉にできない次元で異質なものだと直感が告げている。


「……なんだ、あれは」


　残り二体の個体についてはまだ情報が入ってこない。が、その二体までもがあの幽幻種と同じ魔笛を有しているとすれば。


「…………」


「どうしました？」


　隣となりにやってきた短たん髪ぱつの正護士に、無言で双眼鏡を押しつける。


「よぉイルレイジちゃん、お前、アレが何に見える」


「あれ、って……あの幽幻種がですか？」


　ほらみろ。


　なーんもわかっちゃいねえ。正こ護い士つも塔の上層部も。


「は？　アレが幽幻種？　幽幻種ねぇ、本気で言ってんの？　うわっ、それじゃだめだわ。お前見こみなさ過ぎ。昇しよう格かくの見こみゼロ」


「っ！　ど、どういうことですか。それ──」


　弾はじかれたようにふり向いた部下が、開きかけた口を半開きにしたまま絶句する。


「……隊長。その汗あせ」


　うるせぇな、わかってんだよそれくらい。


　自分の頰ほおを伝って顎あご先さきからしたたり落ちていく冷や汗。身体からだの芯しんから滲にじみでてきたそれは、ぞっとするほど冷たかった。


「…………ん。やーめた、こりゃ無理」


　チャリッ。


　指先に嵌はめた金属製のリングを外し、『あやとり師』の異名をもつ錬護士はのっそりと立ち上がり、そして真後ろの飛ひ空くう艇ていへと歩きだした。


「隊長どちらへ！」


「どちらへ？　んなの帰って寝ねるに決まってんだろ。……やめだやめ、もう全部バカらしく見えてきた。後片付けはヨロシク」


「なっ!?」


　目を見開く部下にネスカルシアはふり向かなかった。面倒がったわけではない。血の気を失って青ざめた顔を部下に見せたくなかったからだ。


　……あれは人がどうにかできる相手じゃない。


　……誰があんな化け物と戦うか。


　千年獅の地位を得たとして、この先もアレと戦うくらいなら…………自分は、千年獅になれなくていい。錬護士も何もかもやめて塔の雑用でいい。


「隊長、しかし残る二つの浮遊島ラグーンに向かった部隊は」


「あぁ？　んなの知るか。ああそうそう、アレの映像はちゃんと撮とったんだろうな」


「は、はい」


「ならさっさと巫女サマに転送しろ。面おも白しろいものが見られるぜ」


「……面白いもの」


「巫女サマが顔面蒼そう白はくになる図だよ。おら、さっさと引き上げるぞ」


　ついてきな──手招きで背後の部下たちを促うながし、ネスカルシアは飛空艇の舷梯タラツプを足早に昇のぼっていった。





　それとまさに時同じくして。


　残る二体の幽幻種が浮上した浮遊島ラグーンで、錬護士を隊長とする討伐部隊がソレに立ち向かっていた。


　そのわずか数分後──


　討伐三部隊。


　逃とう亡ぼう一部隊。残る二部隊は応答不能。


　天結宮ソフイアにおいて、緊きん急きゆう事じ態たいの宣言が巫女の名においてもたらされた。












　第一章　『思惑』
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　ちらちらと、白い花びらのように舞まい降りる雪。


　窓ガラスから覗く世界は一面が灰色の雪に覆おおわれて、背の高い針葉樹林すら根本から雪に隠かくれてしまっている。


「これ、またどっさり積もるかな」


『明日は一日雪かきが必要でしょうね。それとも雪合戦でもします？』


「……寒すぎてやる気も起きないって。ていうか寒っ！」


　冷えきった首元にマフラーを何重にも巻いて、シェルティスはふっと天てん井じようを見上げた。白のシャツの上から黒の上着ジヤケツトを羽織った、鳶とび色いろの髪かみと瞳ひとみが印象的な少年だ。


　双そう剣けん使いとして鍛きたえあげた体たい軀くは細身ながらも筋肉質。その反面、いまだ中性的な面立ちとあどけない表情もあって線の細い雰ふん囲い気きを帯びている。


「……見てイリス、部屋の中なのに息が白い」


『もうそろそろ夕方ですからねぇ。気温も下がっているでしょうし』


　白くにごった吐と息いき。


　電気式の暖だん房ぼうが常に稼か働どうし、部屋の隅すみの暖だん炉ろには自然の炎ほのおが煌こう々こうと燃えているにもかかわらず、暖かいのは広いリビングの中心部だけ。


　壁かべ際ぎわに近づけば、ぞっとするほど寒い部屋風が背筋を伝っていく。


『外は零れい下か四十度くらいかな？　外で深呼吸したら肺の中で息が凍こおりつきそうですねぇ』


「……また無意味に脅おどすようなことを」


　テーブル上のポットを持ちあげ、茶葉の入ったティーカップに注いでいく。


　──もう、これで六日目か。


　浮遊大陸オービエ・クレア有数の極ごつ寒かん地域として知られる『フェルンの棘とげ森もり』、ここの巡じゆん回かい任務も明日で一週間だ。





〝魔笛の保有を疑われているシェルティス・マグナ・イールについて、審しん問もんが始まるまで塔の外に置くことで無用な混乱を避さけることとする〟





　生ビ態オ生ト育ー野プの巡回任務。


　異い篇へん卿きようイグニドの策略──穢歌の庭エデンに堕おちて魔笛を宿したという過去が天結宮ソフイアに広まって、塔とうに戻もどった矢先に捕ほ縛ばくされて監かん視し室に放ほうりこまれた。この巡回は、いわば次の審問までの一時的な追放というわけだ。


　この任務が終われば塔に戻り、再び塔の上層部による聴ちよう取しゆと審しん査さが待っている。


「────」


　カップに口をつけたまま視線は天井へ。


　……塔に動きがあってもこんな僻へき地ちじゃ知りようがない。


　……気になることは山ほどあるってのに。


　異篇卿との戦いで負傷し行方ゆくえ不明となったレオン。さらにイグニドによって攫さらわれた春蕾シユンレイ。一人で天結宮ソフイアに残ってるユミィも心配だ。巫み女こと千年獅が欠けた現状で、ユミィの心労も桁けた違ちがいに重いはず。


「モニカも天結宮ソフイアで治ち療りよう中だしね、無事だといいんだけど」


『ですねぇ。頭部の打だ撲ぼくも危あやうかったです。後こう遺い症しようは免まぬかれたという話も聞きますが』


　ネックレスに取りつけた機械水晶イリスが点てん滅めつ。


　フェルンの棘森で水龍ヒドラの強きよう襲しゆうを受け、自分をかばって彼女が受けた傷。唯ゆい一いつの救いは塔での治療が順調ということだ。


『彼女も頑がん張ばりやさんですねー。結局また任務にも復帰する気でしょう？　昨日に報告があって戻ってくるのが今日ですもの』


「もう少し静養すればって華宮カグラが言ったみたいなんだけどね。いや行けるって突つっぱねられたみたい。医者からも許可をもらったんだって」


『案外、シェルティスに会いたい一心からだったり？』


「僕？　そりゃなんでさ」


『だってだって、モニカに色々と話してあげたでしょ。彼女にとっては良い方向に作用したと思いますよ』


「……ああ」


　フェルンの棘森で何か成果があるとすれば、それは彼女との信しん頼らい回復だ。穢歌の庭エデンに堕ちた過去も全すべて話したことで、自分も胸中の霧きりが晴れた気がする。


『モニカが心配ですか？　心配そうに時計ちょこちょこ見ているようですが』


「あ、いやモニカは大だい丈じよう夫ぶだと思うよ。今のこれは華宮とヴァイエルがそろそろ帰るかなって思ったからで──」


　と。


「うぉぉぉっっ寒っ、寒さみぃっ！」


「ただいま。戻りました」


　玄げん関かんの方で扉とびらが勢いよく開く音が聞こえたのは、その時だった。


　廊ろう下かを小走りに駆かける足音が近づいてきたかと思いきや、頭に雪をかぶった二人がリビングに転がりこんでくる。


「二人とも巡回お疲つかれ。どうだった？」


「どうだったも何も、どんだけ歩き回っても雪、雪、雪しかねぇよ。幽ゆう幻げん種しゆどころか人っ子一人いやしねぇ」


　ぶっきらぼうな口調で呟つぶやき、頭の雪をはらうヴァイエル。


　短く刈かり上げた金きん髪ぱつに大おお柄がら筋肉質な体型、おまけに年中しかめ面つらで近寄りがたい雰囲気を全身から醸かもしだしているものの、本人いわくこれが平常顔らしい。


　冬用の儀ぎ礼れい衣いの上からマフラーを巻いているものの、それでも寒いのか今は唇くちびるが紫むらさき一色に染まっている。


「こんな極寒の山に子供がいたら逆に不気味ですけどね」


　ヴァイエルと対照的なのが華宮だ。こちらは冬用の儀礼衣もさっさとロッカーにしまい、室内用の白衣に着き替がえてしまっている。


　濃こ緑みどり色いろの髪をした幼げな少女だが、その落ちついた物もの腰ごしと口調、それに羽織った研修者風の白衣は外見以上に大人びた態度と知的な印象を感じさせる。


「シェルティス、そちらは？」


『ぼんやりリビングで過ごしつつ、眠ねむ気け覚ざましに紅茶を三杯ばいとコーヒー二杯。あとは私とお話ししてた五時間でしたよ』


「……退たい屈くつでフリーズしそうって話しかけてきたのイリスだろ。あ、いやホント真ま面じ目めに留守番してたんだよ？」


　モニカが帰ってくるまでは三人と機械水晶イリスで全員だ。


　外回りの巡回で二人がいない間、活動拠きよ点てんの山ロ小ツ屋ジを一人で見張るというのは想像以上に神経をすり減らす。なにしろ生ビ態オ生ト育ー野プは未開の大自然。山ロ小ツ屋ジとはいえ留守番の最さ中なかに何が襲おそってくるかわからない。


「そちらも異常なければ何よりです」


　白衣に着替えた華宮が自分用のカップに熱湯をそそぎ、その上から蜂はち蜜みつと生しよう姜がペーストを山ほど加えていく。


「ねえ華宮、そんなに生姜入れて苦くない？」


「生姜ペースト一に蜂蜜二の割合で入れるのが秘ひ訣けつです。生姜は昔から身体からだを温めると言われてますからね。そうそう、その生姜ではないのですが巡回の途と中ちゆうに……」


　巡回用に背負っていたバックパックを開け、華宮が何やらごそごそと。


「じゃん！　見てください、こんなの収しゆう穫かくしてきました」


『あら山菜？　どうしたんですかそれ？』


　ビニール袋ぶくろ一杯にぎゅうぎゅうに詰つまった山菜たち。平べったい土色のキノコに、雪のように白く細長いキノコ、さらに木の芽やら小さな花の蕾つぼみもある。


　収穫？　それにしたってこの雪山で？


「岩とか木の根のまわりの雪をスコップでどかして探したんですよ。私は片かたっ端ぱしから収穫して、後からヴァイエルが食べられるものと食べられないものに区別してくれました」


「おらてめー、さっさと寄こせ。抱かかえられてちゃアク抜ぬきもできないだろうが」


「あっ。ちょっとヴァイエル！」


　華宮の山菜をビニール袋ごと引ったくるヴァイエル。何をするかと思えば、本人はそのまま厨ちゆう房ぼうの方へと行ってしまった。


「とまあ、ご覧のとおり今日の夕食はキノコ鍋なべと木の芽のおひたし。あと川魚も獲とれたのでホイル蒸むしにするんだとか」


『彼、生き生きしてきましたねぇ』


「山菜採りながら鼻歌まで歌ってましたから。生ビ態オ生ト育ー野プも悪くねぇじゃねぇかって」


「……僕、生ビ態オ生ト育ー野プを楽しそうに巡回する人を初めて見たよ」


　生ビ態オ生ト育ー野プの巡回は、過か酷こくなぶん教官からの評価も高い。とはいえヴァイエルの場合、巡回より山菜採りに夢中になりそうなのが残念だ。


「さて、私は巡回の報告レポートでもまとめますか。シェルティスは？」


「んと、僕は……」


　部屋をぐるりと見回して、次に窓向こうの外をぼんやり見つめた。


　ちろちろと積もる雪の結けつ晶しようたち。天上に雲はほとんどないから、通り雨ならぬ通り雪といったところだろう。


「雪かきでもするよ。少し身体も動かしたいし」
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「シェルティス、夕ご飯の準備ができましたよ。作ったのは私でなく料理長ヴアイエルですが」


「あ、ほんと？」


　雪かき用のスコップを持ったままふり向けば、山ロ小ツ屋ジの玄関に立つ華宮は首に紙ナプキンを装着済みだ。


「今日は夕ご飯早いね」


「山菜は収穫してから調理までのスピードが大事なんだそうです。それに私、さんざん歩いたからお腹なかペコペコです」


『あれ、今日は彼からチョコレートもらわなかったんですか？』


　おやつのチョコレート。


　部隊の非常食とは別にヴァイエルが持参してきたもので、ここ数日は華宮がそれをねだっては搔かっ攫うというパターンをくり返していた。


「そうそう、あの猫ねこ耳みみ……みたいなヘアバンドでおねだりは？」


「昨日の分のチョコが最後だったそうで。もらったのは飴あめ玉だまだけです」


　元から猫耳そっくりに尖とがった耳をしゅんと垂らす華宮。


「だからほら、シェルティスさっさと来てください。私もお腹空すいてますし、早く来ないと冷めるぞってヴァイエルにどやされますよ」


「はいはい。それじゃ行くよ」


　どかした雪の山にスコップを突き立て、シェルティスは手招きする華宮の方へと歩いていった。


「あれ、四人分のお皿？」


　リビングの中央テーブルに用意された食器は四人分。


　今日の朝までは三人分。つまり自分と華宮とヴァイエルの分しか用意されていなかったのに。


「うちの大将が戻もどってくんだろ、今晩。その分だ」


　食器を用意した本人──エプロン姿のヴァイエルは変わらずの無愛想顔だ。


『あれ？　でもですね、モニカが戻ってくるのは夜遅おそくでは？　フェルンの棘とげ森もり近くまで輸送車で運んでもらって、森の近くに彼女が着いたらシェルティスが迎むかえに行く予定でしたよね。モニカも夕食くらい輸送車の中で済ませてくるかと』


「あのガキがそこまで頭回ると思うか？」


　腕うで組ぐみ姿でヴァイエルが即そく答とう。


「いーんだよ。念のためってやつだ。あいつが来た後に『何も食べてない、用意しろ』なんてその場で言われた方が手間だろうが」


　なるほど。


　言われてみれば確かに、残り三人の食器には夕食がきめ細かに盛りつけられているのに、モニカの席にある食器は空のまま。彼女の分は冷蔵庫に入れておいて、必要があれば取りだして温めるつもりなのだろう。


『ほおほお。ほら、この気き遣づかいですよシェルティス。女の子に接するポイント』


「さすがヴァイエル……」


「ドＳ（親切）ですね」


「うるせえよ。おらさっさと食え。日が暮れちまうだろうが。言っとくが食器は自分で洗うんだからな」


「うん、それじゃあさっそく」


　華宮たちが採ってきたキノコ鍋。綺き麗れいに取りわけられたスープ皿に手を伸のばし、そのスープの上うわ澄ずみをスプーンですくいとる。


「へえ、前に食べたキノコのスープよりずっと澄んでる。……一応聞くけど、毒キノコ入ってないよね」


「こちとら素人しろうとじゃねえんだ。んなの見りゃ一発でわかるだろうが」


　……そっか、普ふ通つうは毒キノコなんて使わないもんね。


　ちなみにエリエと一いつ緒しよに働いていた『二ア羽ルのビ白レ鳥オ』は、新メニューの名の下もとに毒草だの毒キノコだのが大量に冷蔵庫に入っていたけれど。


「どれどれ。……あ、美お味いしい。薄うす味あじだけどしっかり味がついてる」


「この木の芽のおひたしも美味しいですよ。ふむふむ……むむ、この川魚のホイル蒸しも見事な火加減と言わざるを──」


　不意にスプーンを口に運ぶ華宮の手がぴたりと止まった。彼女がふり返った方向で、リビングに続く扉がゆっくりと開いていく。


「いい匂においだな。山ロ小ツ屋ジの外にまで匂いがあふれてた」


　透すきとおるような桜色の髪かみの少女だった。陽ひを浴びて輝かがやく髪を一つに結ゆわえ、青みがかった灰色の双そう眸ぼうが印象的に輝いている。


「モニカ!?」


「みんな心配をかけた」


　厚地のマフラーと冬用の儀礼衣を壁かべ際ぎわに掛かけながら、部隊長の少女が少しだけ照れくさそうに頷うなずいてみせる。


「あれだけ大おお騒さわぎして塔とうに帰ったけど……病院で診みてもらったら単に強めの打だ撲ぼくと捻ねん挫ざだけだった。痛みどめと炎えん症しようを抑おさえる薬をもらって、このまま任務を続けても問題ないとのことだ」


「それは何よりだけど、ここまで一人で来たの？」


　積雪量が多すぎるせいで輸送車も山ロ小ツ屋ジまでは入れない。麓ふもとまで到とう着ちやくしたらシェルティスが迎えに行くという予定だったのだけど。


「それが、別の錬れん護ご士し部隊に同行させてもらえたんだ。向こうもこの森の巡じゆん回かいチームで、わたしたちより少し西にある山ロ小ツ屋ジと言ってたな。雪がいつ激しくなるかわからないし、すぐ近くまで送ってもらえた」


「そりゃ結構なことだ」


　厨房に引っこんでいたヴァイエルがのっそりと顔を突つきだした。


「で、大将さんよ、夕飯はどうした？」


「輸送車の中で済ませてきた。……と言いたいところだけど」


　ちらっ、とテーブルの食器に目をやってモニカが苦く笑しよう。


「実はまだなんだ。気をきかせたヴァイエルが用意してくれている気がしたから」


「食器はてめーで洗うんだからな」


　ぼそりと言い残し、ヴァイエルが再び厨房へと戻っていく。


「さて、今さらですがおかえりなさいモニカ……もぐもぐ……ところで……もぐ……天結宮ソフイアはどうでした？　私の予想だと……もぐもぐ」


「食べるのか話すのかどっちかにしてくれ」


「両方同時にするのが効率的なんです。行ぎよう儀ぎが悪いというのは非効率主義者の考えですよ」


　右手にフォーク、左手にスプーンを握りしめる華宮カグラ。食事のマナーも何も台無しのはずなのに、彼女が言うと説得力があるように聞こえるからふしぎだ。


「……こほん。とはいえ、食事をしながらだと落ちついて話を聞けないのも事実。モニカも長旅で疲つかれてるでしょうし、ここはおとなしく食事優先といきましょう。話は食後にということで」


「助かる。実はわたしも空腹で動けそうにないんだ」


　くすっと口元をゆるませてモニカが席に腰こしかける。


　──自分の目の前の席に。


「っ……！」


「ん？」


　一いつ瞬しゆん目と目が合った瞬間、モニカがびくっとたじろいだ。


「どうしたのさモニカ？」


「な、なんでもない！　そ、それより料理遅おそいな。ヴァイエルは何をやってるんだ」


　ぷいっと顔を背そむけてしまう彼女。


　それは怒おこってるというより、なんだか恥はずかしそうな照れ隠かくしのようで。


『ほほぅ？　この初うい々ういしい反応、なるほどなるほど～』


「なにさイリス、にやにや声で」


『ふっふっふー。まあいいじゃないですか』


　気味の悪い含ふくみ笑いの機械水晶イリスはさておいて。


「シェルティス……もぐ……早く食べないと冷めちゃいますよ……もぐもぐ」


「はいはい。って華宮早っ!?　もう食べ終わっちゃいそうじゃん！」


「効率、すなわちスピード重……し、むっ!?　むぐぐっ!?」


「……ほらやっぱり」


　喉のどをつまらせて顔を真っ赤にさせた彼女に、シェルティスは無言で水の入ったコップを差しだした。
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　食器を片付けたテーブルで。


「いい話と悪い話、どちらから話そうか」


　室内用のスウェットスーツに着き替がえたモニカが、にわかに口調を硬かたいものにした。


「天結宮ソフイアで治ち療りようを受けている間にいろいろと聞いて回った。どうもわたしたちがこの森に籠こもっている間、いろいろと事態が動いたらしい」


「ならば先にいい話を」


　椅い子すに座った華宮が機マ械キ珠ナを抱だきよせる。


「いい話というものは聞いて『ああよかった』でお終しまいですから。聞いた後にあれこれと検討が必要かもしれない悪い話を後ろにすべきです」


「そうだな。それじゃあ吉きつ報ぽうから先に話そう。これはわたしたちというより塔全体かもしれないが、あえていうならシェルティス宛あての報告だ」


「僕？　なんだろ」


　いま自分にとっての良い報告？


　そう言われ、真っ先に浮うかぶのは塔上層部が自分の身み柄がらを解放してくれたか、あるいはユミィやメイメルといった巫み女こが上層部に交こう渉しようを始めたかだ。


　……だけど、それが難しいからこそ生ビ態オ生ト育ー野プに派は遣けんされたわけだし。


　……そう数日で上層部が意見をひっくり返すとも思えない。


「生死不明だったレオン師隊長が見つかった。無事だ」


「っ！　それ本当！」


「知りあいの巫女様……言ってしまうがユミィからの話だ。直接わたしは会ってないが、今は塔の緊きん急きゆう病びよう棟とうで治療を受けているらしい。縫ほう合ごう手術を受けた翌日からリハビリを始めて医師から怒られたと言ってたな」


「……そっか。でもよかった」


　千せん年ねん獅しとしてのレオンの存在感は塔にとっても重要だ。


　個人的に交流のある自分はもちろん、部下である護ご士しや巫女見習いにとってもあの男がいるという安心感は心強いはず。


「それがいい話ってわけか」


　テーブルに片かた肘ひじをついて寄りかかるのはヴァイエルだ。


「で、本題の悪い話とやらは？　もったいつけられても気になるだけだろうが」


「悪い話というのは、結論から言ってしまうと、巡回任務の期間があと一週間ほど延長になるかもしれない」


「そりゃまた気の長い話だな。理由は？」


「理由は──」


　ヴァイエルの追つい及きゆうに、モニカが横顔のままこちらに目配せ。


　……これも僕がらみか。


　ユメルダ教官から指令のあった巡回任務の期限は一週間。自然区ならまだしも、過か酷こくな生ビ態オ生ト育ー野プでさらに一週間の延長なんて普通はない。


「もしかしてそれも僕？」


「……そうだ。ああいや、誰だれのせいだとか責めるつもりはないんだ。むしろシェルティスもわたしたちも被ひ害がい者しやにあたる立場だから」


「私たちが被害者？　面おも白しろい表現ですね」


「そうとしか言いようがない。話自体はよくあることで、氷結鏡界をすり抜ぬけた幽ゆう幻げん種しゆを塔の観測機が捕ほ捉そくした。その対応に追われてて塔上層部も巫女も手て一いつ杯ぱい。シェルティスの処しよ遇ぐうを決める余よ裕ゆうもないらしい」


「よくあるっていうか、……なんかあっさりするくらい普通だね」


　巫女の結界をすり抜けるはぐれ個体。


　年に数体、多いときは十数体という単位で観測される幽幻種は、天結宮ソフイアの関係者でなくても知っている事実だ。むしろそれを想定しているからこそ護士がいて、この巡回任務だって幽幻種を見つけて討とう伐ばつするためなのだから。


「裏があるんじゃねえのか？」


「わからない。私も今日ユメルダ教官から、『強力な幽幻種への対策会議で巫女も上層部も不ふ眠みん不ふ休きゆうだ』と教えてもらっただけだから」


　お手上げ、と言わんばかりにモニカが肩かたをすくめてみせる。


「…………」


「シェルティス、難しそうな表情してますね？」


「……うん。まあ、珍めずらしい会議が開かれるんだなって」


　幽幻種への対策会議？


　以前みたいに結界を突とつ破ぱしての大侵しん攻こうならともかく、はぐれ個体を相手に対策会議が開かれるだなんて。……僕が天結宮ソフイアに入ってからそんな事例あったか？


「まさかよ、前みたくバカ多い数の黒毛玉がやってきたんじゃねえよな」


「いや、それならさすがに護士全員に緊きん急きゆう連れん絡らくが入ると思う。わたしだって何度も自分の員章を確かく認にんしたんだけど、それらしい情報は一いつ切さいない」


　銀色の小さなプレート──天結宮ソフイアの関係者に一人一つ渡わたされる員章を懐ふところから取りだして、その液えき晶しよう画面が見えるように掲かかげるモニカ。


　彼女のいうとおり、そこには何の受信も表示されていない。


「何かワケありかもしれませんね。モニカ、ちょっと員章お借りします。ふむふむ、受信履り歴れきにもそれらしい電メ子ー文ルは届いてない、と。────む。こ、これは!?」


　員章を操作する少女の目が見開かれた。


「なんだ、どうした華宮！」


「ここです、この登録名一覧！　シェルティスの名前のすぐ後ろにハートマー……」


「ばっ、ばかやめろっ！　そこは見るんじゃない！」


　鬼おにの形相でプレートを取り返す部隊長。


「えー、もうちょっと」


「とにかく見るな！　と、とまあわたしが知っているのはそこまでなんだ」


　……強力な幽幻種か。


　今まで僕が戦ったなかで一番強かった幽幻種っていうと…………


「あれ、でもイリス？」


『はいはい』


「そんな強力な幽幻種ならイリスも当然感知できてるんじゃないの？　ほら、あと何体ですっていつも教えてくれてたし」


『そうですね。近くにいる個体か、そうでなくても強力な個体であれば…………あれ？　ん、これは…………』


　らしくない。妙みように歯切れの悪い口調だ。


「どうしたの」


『んー？　ちょっと調子がおかしいのかな。いま私も再チェックで気づいたのですが、観測データがところどころ途と切ぎれちゃってるんですよね。少し調子が悪いのかも』


「え、うそ。平気なの？」


『自己修復を実行。魔ま笛てきの観測システムが修復すれば、問題の幽幻種も感知できるかもしれませんしね。少々お時間を頂きます』


　蒼あおく輝かがやいていた水晶が光を失っていく。


　灰色になった胸むな元もとの機械水晶イリスを見つめながら、シェルティスはテーブルの下でひっそりと両の拳こぶしを握にぎりしめていた。


　……幽幻種。


　……僕は、なんで生態生育野こんなばしよにいるんだろう。


　もどかしい。


　強力な個体の討伐なら、僕だって力になれるかもしれないのに。





　　　　２





　天結宮ソフイア２８７階。


　巫女の第四位と第五位そして千年獅が占せん有ゆうするそのフロアは、閑かん静せいと呼ぶにはあまりに静かすぎる無音の空間となっていた。


　通路を行きかう者も、声を立てる者も皆かい無む。


「…………」


　巫女に与あたえられた広大な部屋。


　その一つである執しつ務む室しつで、ユミィはたった一人でじっと正面を見つめていた。


　洗礼の巫女──淡あわい黄金色の髪かみと愛らしい顔立ちが印象的な少女で、その翡ひ翠すい色の双そう眸ぼうは、さながら真昼の日だまりのような暖かみを帯びている。


　そのはずが。


「…………っ……」


　照明を落とした執務室。


　小さなテレビモニターをまっすぐ見つめるユミィの顔色は血の気を失い、法衣に包まれた華きや奢しやな両りよう肩かたは小刻みに震ふるえていた。


「……そ……んな…………」


　真っ青な唇くちびるからこぼれる声は嗚お咽えつに近い。


　モニターに映されたものはたった一体のはぐれ幽幻種。暴れているわけでも、魔笛を放出しているわけでもない。





　とぐろを巻いた姿勢で微び動どうだにしない大だい蛇じや。





　一体？　いや、一いつ匹ぴき？


　全長何十メートルあるだろう。生ビ態オ生ト育ー野プに生息する地ち竜りゆうさえ覆おおえてしまうくらい規格外の大きさで、何より問題なのがその全身を覆う奇き怪かいな魔笛だ。


　…………この幽幻種は違ちがう。


　…………今まで見てきた幽幻種と根本から違う。


　モニターから伝わってくる幽幻種の圧あつ倒とう的てきな威い圧あつ感かんそして、おぞましいまでの悪意。


　怒いかりでも憎にくしみでもなく、人に対する狂くるおしいまでの悲ひ哀あいが尋じん常じようならざる禍まが々まがしき魔笛となって具現している。


　──全部で三体。


　そして既すでに、うち二体によって塔とうの先せん遣けん部隊が返り討うちにあったという。残る一部隊も早々に自主撤てつ退たいを決めた状じよう況きようだ。





　一体目は、今もモニターに映しだされている大蛇。


　二体目は、帰き還かんした錬れん護ご士し部隊の話では漆しつ黒こくの竜という話だ。


　三体目は、人の外見に酷こく似じしていたという。





　すぐにわかった。


　この三体は、はぐれなんかじゃない。


　氷結鏡界が穢歌の庭エデンを凍とう結けつして千年。その千年の封ふう印いんを打ち破るために穢歌の庭エデンの深しん奥おうから浮ふ上じようした極限個体なのだと。


　……この三体が、浮遊大陸オービエ・クレアのすぐ目の前にある浮遊島ラグーンにいる。


　……討伐？　いえ、でもこんなの誰が相手にできる？


　怪かい物ぶつという言葉ですら生ぬるい。


　アレは、人という存在より高次に位置する上位存在だ……


　護ご士しの儀ぎ礼れい衣いじゃアレの魔笛に耐たえられない。近づくだけで儀礼衣が腐くさりおちて魔笛に侵しん食しよくされるだろう。巫み女こ見習いが出ていっても同じ。あのおぞましい魔笛を浴びて倒たおれるか、そうでなくてもあの巨きよ体たいの一いち撃げきを受ければ致ち命めい傷しよう。


「────」


　頼たのみの綱つなである千年獅もレオンとホルンが負傷中で、動ける千年獅は爛ランだけ。巫女だって春蕾シユンレイが連れ去られて音信不通。


　……だとしたら。


　……わたし……しかいないじゃない。


　幽幻種との交戦経験は決して多くない。


　だけど、あの三体の尋常ならざる魔笛障しよう壁へきを突破するには、やはり超ちよう精度の洗礼系術式がもっとも確実な手段になる。とどのつまり、たとえ命を代だい償しようにしてでも三体のどれかを倒せる可能性があるとすれば自分しかいないのだ。


　……わたしがいかなくちゃいけない。


　あの三体が同時に天結宮ソフイアへ侵攻してきたら浮遊大陸オービエ・クレアは堕おちる。


「そうだよね……わたし一人が犠ぎ牲せいになってアレを抑おさえられるなら……むしろ喜ばなくちゃいけないことだもん」


「ゆーみーぃー？　うなじが冷ひや汗あせでグショグショよー？」


「ひっ、ひゃぁっ!?」


　つぅっとなぞるように首筋を撫なでられたくすぐったさに、ユミィは反射的に背を反らせて立ち上がった。


「メイメル!?　な、なにするんですか！」


「声かけたのに気づいてくれないんだもの」


「また勝手に人の部屋に入って！」


「だからぁ、何度も何度もインターホン押したわよ？」


　にまにま笑え顔がおでそらとぼける長身の女性。


　メイメル・イン・カーネイション──巫女の第二位にあたる見み目め麗うるわしい女性だ。背中をこえて伸のびるエメラルド色の長ちよう髪はつは絹糸のようにさらりと流れ、細身ですらりとした長身にドレス風の淡い法衣がよく映はえる。


「こーんな暗い部屋であーんなに思いつめたような顔しちゃって」


「だって、この映像見せてくれたのメイメルじゃないですか！」


　錬護士を隊長とする討とう伐ばつ部隊が持ち帰った偵てい察さつ映像。


　映像データは数十にも複製され、それぞれ塔の上層部、沁しん理り局きよくの解かい析せきチーム、巫女見習い、錬護士、教官の元で同じように再生され、そして絶望にも似た重圧を植えつけていることだろう。


「こんな恐おそろしいのが三体も……！」


「そうねえ。以前の大侵攻とまさに真逆。千をこえる大群じゃなくて少数精せい鋭えいというわけかしら。それも、どうにも危険すぎる超常個体が三体。ただし──」


　くり返し再生される映像を横目に見下ろすメイメル。


「今回の件は疑問がいくつかあるわ。まず、連中はどうやって結界を抜ぬけたのか？　氷結鏡界は強力な幽ゆう幻げん種しゆほど強力に作用するから、弱小個体ならともかく、あれだけ怪物じみた幽幻種が突破してくるのは理り屈くつに合わない。結界突破のような特とく殊しゆ能力を持った個体とも考えられるけど、そんな力があればずっと前に浮上してるはず」


「……メイメルは、まだ氷結鏡界に欠あ陥ながあったという説を？」


「うーん。だけど何か引っかかるのよねぇ。結界に欠あ陥ながあるのは間ま違ちがいないんだけど、それは本当に昔からあったのかしら」


「え？」


「……ま、それはいいわ。サラ様から聞けば解決する話かもしれないし。それよりユミィ、領空図借りるわよ。ええとほら、浮遊大陸オービエ・クレアとその周辺の浮遊島ラグーンが載のってるやつ。確かこの木製タンスの二列目の真ん中にあったっけ」


　こちらの返事も待たずにタンスの中をごそごそと漁あさりだす先せん輩ぱい巫女。


「あれメイメル？　なんでわたしのタンスの中身を知ってるんですか」


「え？　だってそれは………………何でもないわ。知らない方が幸せだもの」


「ちょっとぉおおお!?　透とう視しですね！　透視で勝手にわたしの部屋覗のぞいてるんですね！　透視の悪用はダメだってあれほど言ってるのに！」


「あら、なんのこと？　隣となりのタンスの一番下の右奥が下着収納スペースで、つい最近、誰だれにも内ない緒しよの通つう信しん販はん売ばいでアダルトちっくな黒下着を一枚だけ買ってみたなんて私ぜーんぜん知らないわよ」
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「メイメル────────っっっ!?」


「……春蕾にも教えてないわよ？」


「言ったんですね!?　言ったんですねこのばかばかばか────────っっ！　違うのに、あれは本当に選び間違いだったんですってば！」


「ああ、あった。ほらこれこれ。このね、紙製の領空図がほしかったの」


　取りだした地図を机いっぱいにひろげる彼女。


「私も爛も電子マップでしか持ってないのよね。今時こんな古びた紙製の地図を使ってる知り合いってほとんどいなくて」


「……すごくバカにされた感が」


「そんなことないわよー。やっぱり大勢で見る時は紙製も便利だなって思ったの」


　赤インクのペンを取りだして、メイメルが領空図上の浮遊島ラグーンを丸で囲んでいく。浮遊大陸オービエ・クレアのすぐ隣に連なる三つの島。並びはちょうどトライアングルの形状だ。


「島の端はしっこがそれぞれ繫つながった三つの島に一体ずつ。さてさて、あの三体は浮遊島ラグーンで何をしているのかしらね？　さっさと塔に侵しん攻こうしてくるかとも思ったけど、浮上から二十四時間が経過しても浮遊島ラグーンから動く気配がない」


「…………」


「でも本音を言えば助かったわ。もし浮上後すぐ攻せめこまれてたら……たぶん、迎げい撃げきの態勢を整える機もないまま塔は陥かん落らくしてた。向こうの気まぐれか計画かはわからないけど、人間の運命はまだ首の皮一枚繫がってる」


　──だからこそ、今、どんな犠牲を払はらってでも三体を止めなければならない。


　メイメルは暗にそう言っていた。


「いま動けるメンバーは」


「動けるメンバーなんていくらでもいるわ。全ぜん滅めつした先せん遣けん隊たいの救出隊ならいくらでも確保できる。でもね、問題は救出部隊じゃなく討伐チームの方。アレの相手ができる人員が絶望的ね」


「……こんな時に第一位がいれば」


　巫女の第一位エルミーティア。


　その専属護衛ファルヴァレン・シーケンサー。


「ああ、そういえばユミィは二人に会ったことなかったかしら？」


「巫女の第一位にはお会いしたことあります。ええと、あの綺き麗れいな赤い髪が印象的でしたし。でも千せん年ねん獅しはまだ……二人ともほとんど塔にいないって」


　でもずっと前から気になっていた。


　千年獅の第一位。巫女であるユミィですら出会ったことはなく、伝わっている情報は、その男が長身黒くろ髪かみの双そう剣けん使いという一点だけだ。


　……でもシェルティスは、護士になる前にその人に会ったことがある。


　……双剣の型はその人から学んだんだって。


「その人は」


「私も知らない。ただ、サラ様が『二人は天結宮ソフイアにいない』と仰おつしやってたのは覚えてるでしょう？　詮せん索さくする必要も時間もないし、今ここにいなければ作戦も何もないわ」


「…………」


　メイメルの言うとおりだ。不確実な希望と憶おく測そくはかえって状況を悪くする。今の天結宮ソフイアが抱かかえる手札から対たい抗こうカードを切るしかない。


　……わたし以外に確実なカードがない。


　でもそれを素す直なおに言えば、たぶんメイメルに笑顔で否定されてしまう。


「あ、あのねメイメル、わたし」


「じゃ、後は頼んだから」


「…………え？」


　こちらから切りだす前に、先輩巫女が自分の肩かたに触ふれてきた。怖こわいくらい素敵な、それでいて何かを決意した揺ゆるぎない微笑ほほえみで。


「ユミィ、あなたは真ま面じ目めで一いち途ずなのが取り柄えだけど、たまには息いき抜ぬきも大事よ？　よく食べてよく寝ねて、そして時には自分のために自分の時間を使いなさい。女の一生の間で、女の子としてふるまえる時間は本当に稀き少しようなんだから」


「……メイ……メ、ル？」


「春蕾が戻もどってきたら同じことを伝えてあげて。取り急ぎの重要事じ項こうはヴィオラに一通り伝えてあるから、私がいなくなった後は彼女に────」


「メイメル！」


　声を嗄からせて叫さけんだ絶ぜつ叫きようが、先輩巫女の言葉を遮さえぎった。


「ま……待ってください！　なんでそんなこと……私がいなくなった後って……後は頼んだからって、それどういうことですか！」


「その通りの意味よー？」


　くすっと口元に手をあてて笑む彼女。


「もっと素直に言った方が良かったかしら。私が死んだ後の天結宮ソフイアのことはお願いね」


「～～～～っ！」


「私と爛の二人で浮遊島ラグーンに向かうわ。できることなら二体……と言いたいところだけど、二に兎とを追うような戦い方じゃ一いつ兎とも得られず全滅する難敵。とるべきは確実な一殺でしょうね。一体に全力を費ついやして、確実にそいつだけを潰つぶす戦法をとることになる……とはいえ、それで倒たおしきれるかも正直自信がないけれど」


　この先のことは考えない。


　巫み女こと千年獅の二人が命すら投げ捨てる特とつ攻こうで、それでも一体を確実に倒せるかどうか不ふ明めい瞭りよう極きわまりない未み曾ぞ有うの死し闘とうになる。


「千年獅の第一位は不在で第五位は空位。第四位と第三位が負傷している今、動けるのが第二位である爛だけだもの。その相方である私が出張るしかないでしょう？」


　だから自分が行くの。


　そう告げる先輩巫女の口調は穏おだやかだった。


　これから自分たちを待ち受ける決戦がどれだけ過か酷こくなものか、自分たちがどのような結末を迎むかえるのか、その全すべてを知って受け入れた者だけが達する境地。


「じゃあ──」


「…………待って」


　背を向けようとする彼女の肩かた口ぐちを、ユミィは摑つかんだまま離はなそうとしなかった。


「ユミィ、そんな強く握にぎると法衣が破けちゃうわ」


「…………」


「お願い、あなたの気持ちはわかっ──」


「…………」


「ユミィ」


「……メイメル、死んじゃいます」


「ええ、そうでしょうね」


　法衣を摑まれた先輩巫女は、その手を振ふりほどくどころか優やさしく握りかえしてくれた。


　死ぬかもしれない、じゃない。


　……ああ。この人は、死ぬまで戦うつもりなんだ。


　一体目に捨て身で応じる。


　運良く勝てたらそのまま二体目へ。奇き蹟せきがおきて二体目も撃げき破はできたら三体目。動けるかぎり抵てい抗こうして抗あらがって三体目を倒せた時だけ塔とうに帰き還かんする──────そんな希望が絶対に起きないことを知っている。


　一体目あるいは二体目三体目のどこかで確実に力つきることを、この人はとっくに知っているんだ。


「…………メイメル」


「なぁに？」


「わたし、に…………」


　その瞬しゆん間かん、堰せきが切れた。


「わたしに行かせてください。お願い！」


　摑んだ法衣を決して手放さぬよう力あるかぎり握りしめて。


「メイメルは死んじゃだめなんです！　巫女も千年獅も塔のみんなが思ってます、皇おう姫ひ様が塔の代表だとしても、塔の統とう率そつ者しやはメイメルなんです。メイメルがいなくなったら塔は絶対に混乱します。誰もほかに統率できる人なんかいるわけなくて……だか、……だから、……もっと………………」


　どうせ死ぬなら、死んでも代わりのきく巫女がいい。


　そう言ったらきっと怒おこられるんだよね。


「もっと……メイメルより幽ゆう幻げん種しゆの討とう伐ばつに適した巫女がいます」


「それがあなただと？」


「幽幻種の魔ま笛てきを浄じよう化かする洗礼系なら自信があります。少しでも倒せる可能性の高い巫女が行った方がいいに決まってます」


「そのとおりよ」


「……え？」


　一瞬、本気でメイメルの言葉を疑った。……信じられない。絶対に否定されるか誤ご魔ま化かされるかと思ってたのに。


「もしかして否定されると思ってビクビクしてた？」


「え？　あ、い、いえ……そんなことは……」


「幽幻種を倒すには洗礼系の沁しん力りよく術式がもっとも効果が高い。そして、その術式に秀ひいでている巫女があなたというのも間ま違ちがってない。……あれはいつだったかしら。ホルンの知りあいの子を助けた時よ、Ｓベクター第八種の魔笛を浄化してみせた時点で、あなたの洗礼系術式が巫女の誰だれより上位にあることは明白だったわ。幽幻種との戦いこそ不慣れでも、あなたの洗礼系はどんな幽幻種にも通用する。それが今回の三体が相手でも」


「だ、だったら──」


「でもあなたに、あなたを守る千年獅はいない」


「……っ！」


「今回の三体のどれが相手でも同じこと。奇き襲しゆうをかけて先制の沁力術式を叩たたきこんだ直後、負傷して凶きよう暴ぼう化かした敵の反はん撃げきであなたは確実に致ち命めい傷しようを負う。前衛のいない巫女なんて、術式に専念している間は無防備もいいところだもの」


「…………」


　先せん輩ぱい巫女の流りゆう麗れいな雄ゆう弁べんさが物語っている。もう、その程度の想定なんて何十回何百回とくり返した後だということを。


「待ってメイメル、あ、あの……専属護衛ならわたしだって…………」


「シェルティスがいると言いたいんでしょう？」


「……はい」


　絶対に頼たよるまいと心に硬かたく誓ちかってた。


　この状じよう況きようでわたしが彼を護衛に指定すれば、彼との繫つながりを塔の上層部に自らさらけ出したも同然。シェルティスへの猜さい疑ぎをさらに深めることだろう。何より、この戦いに彼を巻きこんで彼の命をも危険にさらしてしまうことになる。


　だけど──


「彼の今の状況、知らないわけではないでしょう？」


「でもわたしにはシェルティスしかいないんです！」


　わたしの幼なじみは、あの三体にだって絶対に負けない。その揺るぎない信しん頼らいだけが、この絶望的な状況でユミィを支えていた。


　──魔笛の無効化。


　自らに宿した魔笛でもって幽幻種の障しよう壁へきを突とつ破ぱする。


　浮遊大陸オービエ・クレアでシェルティスただ一人が宿した異い端たんの力。同じ穢歌の庭エデンの力である彼の双剣ならば、あの三体の障壁をも確実に撃うちぬける。


「だからメイメル、シェルティスを生ビ態オ生ト育ー野プから呼び戻してください！」


「不許可それはダメ」


「……どうして」


「彼を呼び戻せば大おお騒さわぎになるもの。彼が不在だからこそ、今の天結宮ソフイアはあの三体の対応に集中できている。幽幻種への対応なら上層部も協力を惜おしまないでしょうね。だけど、魔笛保有の疑ぎ惑わくがかかっている彼が塔に戻ってくる。それも巫女が強制的に招集したとなれば上層部だって黙だまっちゃいない。幽幻種の討伐にも悪あく影えい響きようがでるだけよ」


「っ、だけど！」


　……こんな時に上層部も巫女も関係ないじゃないか。


　浮遊島ラグーンの幽幻種は一体だけでも塔を陥かん落らくさせかねない。誰を派は遣けんするかなんて選んでる余よ裕ゆうなんてない。戦える者を行かせなければ浮遊大陸オービエ・クレア全体が危ないのに。


「そんな……そんなのメイメルらしくないです！」


「────と、言えるようにしておきなさい。三体への対応が全て終わった後にね」


「え？」


　ぱちくりと目を瞬まばたかせる自分を見つめるメイメルから、苦く笑しようの溜ため息いきがこぼれおちた。


「……どういうことですか」


「はいはい。本当はヴィオラからあなたに伝えてもらうはずだったんだけど、仕方ないわね。ちゃんと説明してあげるから法衣を放してくれる？　さすがに皺しわになっちゃうわ」


　法衣を摑む手に自らの手を重ねる彼女。


「私の策ではね、彼が今回の戦いの切り札なの」


「！」


「まず私と爛が確実に一体を潰す。そして、錬れん護ご士しと巫女の支し援えんを受けた彼に残る二体を託たくすつもり。彼が出しゆつ陣じんするべきは今じゃないの。私と爛が出ていって敵勢力を少しでも削けずった後に、万ばん全ぜんの状態で出ていってほしい」


「……巫女の支援」


「ええ。それが誰かなんて、今さら言う必要もないでしょう？」


　悠ゆう然ぜんと微笑んでメイメルが優しく続けた。


「彼を助けてあげて。あなたよユミィ、あなたが彼を支援なさい」


「…………メイメル」


　……だからあなたは、さっき「後を頼たのむ」って言ったんですね。


　……あれは塔を頼むって意味じゃなくて、あなたが戦った後の続きを託すという意味で。


「だめ！　でも、やっぱりだめです！」


　先輩巫女の胸むなぐらを摑んでユミィは叫さけんだ。


「そんな、それじゃあメイメルは完全に捨て石じゃないですか!?　やだ、そんなの……それを知ってもまだわたしに残れって言うんですか！」


「布石と言ってほしいわ」


「噓うそ！　そうするくらいなら一度に皆みんなで戦った方が──」


「相手の魔笛の性能がわからない以上それはできないわ。それが精神破は壊かいのような効果の魔笛だったら最悪、その場の全員が狂きよう乱らんして相打ちで全ぜん滅めつよ」


「……っ、それは……そのとおりですけれど」


　必死に反論したつもりが軽く受け流されてしまう。


　それはきっと、これがメイメルも悩なやみに悩んだ末の結論だったからだろう。今ここで自分が考えつくような策なんて当然に考えついていて、だけど容易にその綻ほころびも見つけてしまって、最後の最後にいきついた策に縋すがるしかなかった。


「そろそろ時間ね」


「あ……っ、メイメ……っ」


　一瞬だった。


　手から力が抜ぬけた瞬間に、メイメルはするりと背を向けてしまっていた。


「ごめんなさいユミィ。本当はもっと色々なこと話したかったけど、上のフロアで爛も待っててもらってるから」


　……そんな。


　……やだ、そんなのやだ。


　ここで止めなければメイメルは行ってしまう。そして、そうなればきっと、もう彼女が塔に戻もどってくることはなくなるんだ。彼女だけじゃない、爛もそう。それに彼女たちに最後まで付きしたがう護ご士したちもいるだろう。


　……たくさんの人が犠ぎ牲せいになる。


　……わたしとシェルティスに託すために？　そんな、そんなの嫌いやだよ。


「メイ、メ……おねがい、待って…………行かないで」


　喉のどの奥がふるえて声が出ない。


　まぶたが熱くなって頰ほおをしずくが伝っていく。だけど、そうして振りしぼった声すら彼女を止めることはできなかった。


「……おねがい」


「ほかに方法があって？」


　ふり返らずに応こたえる巫み女この第二位。


「万能の解決策があるなら私だってそうしたいわ。だけどもう方法がないの」


「…………」


　何か、何か方法はないの。


　メイメルを助け、たくさんの人が犠牲にならずに済んで、幽幻種も止められる。そんな奇き蹟せきみたいな方法は本当にないの？





「義は通す。吾わが輩はいこそ────」





　その声が──


　太たい鼓こを鳴らしたような豪ごう快かいな声がフロアに響ひびいたのは、その時だった。


「むぅ？　巫女殿どののフロアはここではないのか？」


「ゼアドール様、だからフロア一つ間違えてますって言ったのに。あと巫女様は女性だから『殿』なんて言ったら失礼ですよ」


「む。では非常階段を昇のぼるのである。黒くろ猫ねこ、ついてこい」


　その男が階段を昇るたびに階下がふるえ、振しん動どうが部屋のリビングまで伝わってくる。とんでもない重量だ。あんな足音を響かせる護士なんて記き憶おくにない。


　……だれ？


「ここか」


「はい。ユミィ様とは私も一度お会いしたことがあります。たぶんゼアドール様のこと見たら怯おびえちゃうので、最初に私がご挨あい拶さつをしますから」


「緊きん急きゆう下だ、無用である」


「え。ちょ、ちょっとゼアドール様!?」


「頼もう。巫女殿はおられるか！」


　メキメキと音を立て、部屋のぶ厚い機械扉とびらがこじ開けられていく。


　……うそ。


　自分はもちろん、隣となりにいるメイメルすら目を見開いて眼前の光景を見つめていた。塔とうの機械技術の結けつ晶しようたるセキュリティが、一人の男の単純極きわまりない腕わん力りよくに押し負けた？


「あーあ。もう知りませんよ。ここに来る途と中ちゆうも警備の護士たくさんノシちゃって。おまけに……あーほら、緊急ブザーが鳴りまくって」


「うむ。誠意をもって接すれば伝わるであろう」


　完全に開ききった扉をくぐって男がリビングへと入ってくる。


「むぅっ！　お主が巫女殿か！」


「だ、誰だれですかあなたは！」


　見上げるほどの大男だった。


　薄うす地じの黒インナーの上にまとう灰色のロングコートが、男の発達した筋組織を隠かくしきれずに内側から膨ぼう張ちようしているのが見てとれる。焦しよう土ど色の髪かみは短く刈かって逆立てており、その厳いかつい顔つきは大人であっても思わず逃にげたくなる迫はく力りよくだ。


　けれど──


　その灰色の瞳ひとみだけはまるで子供のようにまっすぐ前を向き、そして揺ゆるぎない意志に満ちていた。


「ふむ。これは失敬。自ら名乗らぬ前に名を訊たずねるとは無ぶ粋すいであった」


「……て、敵じゃないんですね」


　良かった。すぐ襲おそいかかってきたらどうしようって思ってた。


「敵じゃありませんよユミィ様。さしずめ共同戦線の同盟国とでもいいますか」


　ひょっこりと男の背から姿を出した小こ柄がらな女性。


　キャップ帽ぼう子しに薄地のシャツとミニスカート。小ぶりで可愛かわいらしい鞄かばんをたすき掛がけにした軽快な出いで立ちだ。


「あ……あれ。黒猫さん？　前とだいぶ雰ふん囲い気き違ちがうけど」


「今は明るい女の子という役やく所どころでの潜せん伏ぷく途中だったもので。……こほん、それはさておき、本日はユミィ様にとっておきの武人をご紹しよう介かいいたしたく参りました」


「……ひょっとしてそちらの」


「ええ。ま、ご承知のとおり例の幽ゆう幻げん種しゆの件です。ちょっとこれはまずいんじゃないかって統とう政せい庁ちようでも問題になってまして。統政庁で問題になっているくらいだから天結宮ソフイアなんかもう大騒ぎかなって。違いました？」


「え、ええと……」


「そうねえ。隠していても仕方ないことだもの」


　一人静かに様子を窺うかがっていたメイメルが見すえるのは、そう訊ねる彼女の背後に佇ちよ立りつした大男だった。


「で、さしずめ統政庁から助っ人ということかしら」


「ご明察です。どうも元げん老ろう院いんから幽幻種の映像を見せられたらしく、『一刻の猶ゆう予よもなかろう』って言い出して止まらなくて…………ほらゼアドール様、自己紹介を」


「もう良いであるか？　ではあらためて名乗らせて戴いただく」


　うすうす感じていた予感が、ユミィの中で確信に変わった瞬しゆん間かんだった。


　……この人が。


　ユミィは聞いたことがあった。


　統政庁の至宝『ミクヴァの緋ひ眼がん』をたった一人で守り続ける守護者の存在。異い篇へん卿きようが聖せい廊ろうに侵しん入にゆうした時、シェルティスと共に立ちむかったのもその男だと。


「我わが輩はいゼアドールと申す。天結宮ソフイアもあの面めん妖ような幽幻種かいぶつたちを相手どるつもりであろう？　我が輩、その幾いくばくかの力にと馳はせ参さんじた次し第だいである！」





　──統政庁『天の車』。


　第一のゼアドール、黒猫の二名合流。
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　灰色の天上。


　今にものし掛かかってきそうなぶ厚い雨雲が日ひ射ざしを遮さえぎり、地上は昼間から深夜のような暗くら闇やみに包まれていた。


　機き関かん銃じゆうさながらの勢いで降りそそぐ雪と雹ひよう。


　──その日、フェルンの棘とげ森もりは四日ぶりの猛もう吹雪ふぶきに見み舞まわれていた。





「窓ガラスが割れそうな勢いだな」


　窓まど枠わくに手をかけて、外の風景を眺ながめていたモニカがぽつりと呟つぶやいた。


「せっかくここまで戻ってきたのに、翌日からこうも吹雪だなんて運がない。これじゃあ巡じゆん回かいもお預けか」


「モニカはツイてる方ですよ。吹雪が一日早かったら山ロ小ツ屋ジに戻ることもできなかったでしょうし」


　リビングのソファーに身体からだを沈しずめながら、華宮カグラ。


　きっちり儀ぎ礼れい衣いを着こなしたモニカと対照的に、こちらは室内用のトレーニングウェアという軽装だ。その両りよう脇わきには何やら小難しそうなレポート紙が山と積まれている。


「せっかくなので私、今日は溜たまった文ぶん献けんを一気に読み進めちゃいます。シェルティスもいかがですか？」


「……え。僕？」


「いつも剣けんばかり振ふり回していると脳が空っぽになりますよ？　たとえば老人ボケというのは、あれはスポーツが趣しゆ味みの人ほど陥おちいりやすいんです。運動できてる時はいいんですが、身体を壊こわしてスポーツができなくなってしまうとさあ大変、日ひ頃ごろから頭を使う趣味がないので何もすることがない。それでボケが進んでしまうんだそうです」


　──ぎくり。


「ちなみに今、何しようとしてました？」


「え？　い、いや何も……」


　両手に持っていた双そう剣けんの柄つかを慌あわてて隠す。


　暇ひまつぶしに廊ろう下かで剣の素す振ぶりでも、そう思った矢先のことだ。


「……お茶でも淹いれてこようかなって」


「それでしたら私にもミルクティーをお願いできますか。ミルクは自分で入れますので、紅茶だけ用意していただければ結構ですので」


「はいはい」


　レポート紙と睨にらめっこ中の華宮に手をふって応こたえ、シェルティスはリビングの奥に向かって歩きだした。


「厨ちゆう房ぼうか？」


　ふり向く部隊長の少女。


「あ、いいよモニカ。みんなの分くらい僕一人で」


「ううん。ちょうどわたしも手持ちぶさただったから」


　窓まど際ぎわに立っていた彼女が小走りで追いついてくる。


「吹雪は？」


「止やむ気配なし。司令部には報告したし、豪ごう雪せつ情報は向こうも摑つかんでるから『待機せよ』の一言で終わった」


　苦く笑しよう気味にモニカが肩かたをすくめてみせる。ちなみに生ビ態オ生ト育ー野プにおける『待機せよ』は、しばらく休きゆう憩けいしてろという意味であるのが暗あん黙もくの周知だ。


「あー、だからヴァイエルが部屋から出てこないんだ」


「昼まで二に度ど寝ねするらしい。朝一番に待機命令を伝えたらこのザマだ……でも良かった、思ったとおりだ」


「え？」


「い、いや。何でもない」


　こほんこほんと彼女が咳せき払ばらい。


「それにしても、この厨房ずいぶん綺き麗れいだな」


「料理長ヴアイエルが毎日こまめに掃そう除じしてるしね。料理する場所が汚きたないのは許せないんだって」


「……そ、そうか」


「モニカだって自分の寮りようじゃ綺麗にしてるんでしょ？」


「…………あまり自信がない」


　へえ、意外だな。


　と思ったけど、そういえばモニカってフライパンの使い方も知らないくらい家事と無む縁えんな生活してたんだっけ。


「で、でも！　最近は時間を見つけて部屋の掃除とか料理もこっそり練習してるんだ！　料理のレシピを友人から教えてもらって、時間があれば一いつ緒しよに昼食を作ったり」


「お、すごいじゃない。僕も時間があれば自分で作ってるけど、休みの日とかはついつい手を抜ぬいて簡単な物ですましちゃうから」


「……料理できないと負けそうだから」


　負け？　誰かと勝負してるってことかな。訊ねようとも思ったが、その前にモニカの方が後ろを向いてしまっていた。


「紅茶の茶葉、茶葉っと。あああった。ねえモニカも紅茶でいいんだっけ。それとも緑茶とか？　ヴァイエルが生しよう姜がジュースっていうのも作ってくれてるけど」


「わたしは」


「うん」


「…………」


　モニカ？


　どうしたんだろ、急に黙だまっちゃって。


「ねえモニ──」


　呼びかけた名前はなかばで途と切ぎれた。


　名を呼ぼうとした彼女が、ふり向いたすぐ目の前に立っていたから。


「…………わたしは」


　熱を帯びて赤く染まった頰ほおとわずかに濡ぬれた双そう眸ぼう。


　そして、今にも泣きそうなふるえる声で。


「シェルティス」


　応えられなかった。


　潤うるんだ瞳ひとみでじっと自分を見上げている彼女は夢なのでは？────半分本気で、シェルティスは自分の目を疑う方を優先してしまったから。


「わたしは、お前になんて思われているんだ？」


　両手を伸のばし、桜色の髪かみの少女がその指先で両りよう腕うでに触ふれてきた。


「わたしは、お前にとってのなんなんだ？」


「…………」


「答えてくれないのか？」


「答えるも何も……」


　瞬まばたき一つせずに見つめてくる彼女から目を離はなせない。


　こくんと息を呑のみこんで。


「……モニカは僕らの部隊長に決まってるじゃん」


「僕らの、か」


　顔を斜ななめに傾かたむけてモニカがくすっと吐と息いきをもらす。次の瞬間、彼女が口にした名前にシェルティスは反射的に身体を硬こう直ちよくさせていた。


「じゃあユミィは」


「え？」


「ユミィは、お前にとっての何なんだ？」


　僕にとっての。


　ユミィが？


「それは……」


「ユミィはきっと、『僕らの』じゃなくて『僕の』なんだろう？」


　互たがいの服が擦こすれるほどの距きよ離りで。


　両腕に触れていた少女の指先が、つっ──と滑すべるように肩の方へと上っていく。


「違ちがうのなら、違うと言えるはずだ」


「……モニカは…………怒おこってるの？」


　からからに渇かわいた喉のどをかろうじて動かして、答えられたのはそんな一言だけだった。


　その笑え顔がおの理由がわからない。


　こんなにも近い距離にまで迫せまってきてまで執しつ拗ように答えを追つい及きゆうしてくる行こう為いを、シェルティスはまだ怒られる以外に経験したことがない。


　……いや、ある。


　一度だけ。同じくらい近い距離で、同じくらい執拗に問いただされたことが、僕は一度だけある。





〝シェルティス、思いだして〟


〝天結宮ソフイアの錬れん護ご士しであったあなたは三年前、穢歌の庭エデンに転落していくユミィを庇かばって助けた代だい償しように、自分が穢歌の庭エデンに堕おちてしまったのですよ〟





　異い篇へん卿きようの第七番目たる、あの正体不明の黒衣がそうだ。


　でもあの時、イグニドは怒るどころかむしろ────


「わたしが怒ってる？　まさか、わたしはただ……」


　微び笑しようの中にわずかな哀あい愁しゆうを滲にじませて、彼女の指先が肩から首へ。そして首筋をなぞるように伝って頰にまで。


「……わたしは…………ユミィと同じようになりたいんだと思う。……まだ、そんなすぐには無理だってことくらいわかってる。だけどせめて、二人きりの時は部隊長なんかじゃなくて……」


　表情をくしゃくしゃにして少女がつま先立ちになる。


　いま目を背そむければ、彼女はきっと泣なき崩くずれてしまうだろう。そう気づいてしまったからこそ、彼女の唇くちびるが近づいてくることにも動けずに。





「わたしは……お前に、異性として見てもら──」





「あーシェルティス？　さっきの訂てい正せいです。やっぱり眠ねむ気け覚ざましにストレートティーにしてもらえますか」


　触れる寸前だった唇が止まった。


「シェルティス？　シェルティスいますか？」


　ぱたぱたと小さな足音が近づいてきて、厨房の入口に華宮の顔が。


「あれ、モニカもシェルティスもどうし──」


「いっいやいやいやっななななななんでもないっっっ！　なんでもないからっ！」


　弾はじかれたように顔を引き、モニカが背後の華宮へとふり返る。


「密談ですか。そんなに近づいて」


「つ……次の巡じゆん回かいの経路を相談していただけだ。雪が深い場所は危険だから、それを外してどこがいいかって」


「もうそんな相談ですか？　まったくモニカは真ま面じ目めなんだから。ヴァイエルと足して二で割るとちょうどいい按あん配ばいなんでしょうけどね」


「そ、そそ、そうだ！　ヴァイエルの奴やつまだ寝てるのか。起こしてくる！」


　モニカが全力疾しつ走そうに近い勢いで厨房を去っていく。


「…………」


「どうしたんですシェルティスまで、ぼーっと呆ほうけちゃって」


「っ」


　華宮に名を呼ばれたことで、かろうじてシェルティスは我に返った。


「ほら。もうお湯が沸ふつ騰とうしてるじゃないですか。ここじゃ電気は貴重なんだから節約ですよ節約」


「う、うん！」


　華宮が指さすコンロに駆かけよってポットの火を止める。


　……モニカ？


　……さっきのアレは……何をしようとして…………


　ポットの取っ手を持つ手が小刻みに震ふるえて止まらない。


「……華宮、先にリビングに行ってていいよ。紅茶のカップとか用意して持ってく」


「あらサービスいいですね。それじゃあお言葉に甘えて。そうそう、さっきも言いましたけどストレートティーでいいですからね」


「わかってるって」


　小こ柄がらな少女が厨ちゆう房ぼうから出て行くのを目で追って────


「…………ふぅ」


　シェルティスは、その場で壁かべによりかかって肺の中の呼気を吐はきだした。


　──なんか、すごく不思議だ。


　三年前はこんなに頭を悩なやませることなんてなかったのに。


　ユミィが巫み女こ見習いの修しゆ行ぎようしているのを応おう援えんして、自分はレオンと喧けん嘩かしながら護ご士しとしての技能を磨みがいていればそれでよかった。幽ゆう幻げん種しゆ……そう。いっそ幽幻種と戦っていた時の方が、ユミィのために戦っている気になれて楽だった。


「……今ごろ誰だれが戦ってるのかな」


　強力なはぐれ幽幻種が現れて、それに天結宮ソフイアが手を焼いているという話だったはず。となれば派は遣けんされるのも熟練の正せい護ご士しか、あるいは錬護士も？


「……僕だって」


　知らず知らずのうち、右の拳こぶしを硬かたく握にぎっている自分がいた。


「幽幻種の討とう伐ばつなら天結宮ソフイアのために貢こう献けんできるのに。ま、そんなこと言ったって今はしょうがないし」


　刹せつ那な。





　見　つ　け　た





「っ!?」


　悪お寒かんがぞわりと背筋をなぞって通り過ぎた。


　見られている。それも普ふ通つうの遠視でも透とう視しでもない。これは……なんだ、自分の身体からだの奥にある何かが拒きよ絶ぜつしている感覚？


「モニカ！」


　厨房を駆けぬけ、リビングに戻もどっていた部隊長の名を大声で呼んだ。


「な、なんだ？　そんな大声で……」


「モニカ、僕ら誰かに見られてる！　透視か遠視かわからないけど、何かそういうの感知できない？」


「透視？　領域系の沁しん力りよくか？」


　まなざしを険しいものにしたモニカが宙を見つめ、そのまま数秒……十数秒……やがて、彼女が訝いぶかしげな表情で首を横にふってみせた。


「いや、それらしいものは感じないけれど」


「……うそ」


　そんなバカな、現にこうして奇き妙みような感覚はまだ続いている。


　だが巫女見習いとして巫女の最終試験にまで残ったモニカの弁だ。モニカが感じないというのであれば、それは本当にない可能性が高い。


「気のせいじゃねえのか？」


　眠ねむたげな目をこすってヴァイエルが椅い子すによりかかる。


「おかしな話じゃねえか。腐くさっても元巫女見習いのうちの大将が感じとれねぇんだろ。沁力がないはずのてめーが遠視を感じとれるってのは理り屈くつに合わねぇだろうが」


「僕もそう思ったけど、だけど実際に嫌いやな感覚があってさ……」


「────シェルティス」


　不意に、じっと腕うで組ぐみしていたモニカが視線をこちらに向けてきた。


「その嫌な感覚とやらは具体的にどんな感じだ？　悪寒がするのか頭が痛いのか耳鳴りがするのか、それとも息が苦しいのか」


「えっ……と、どれかって言われると悪寒とか息苦しさかも。心臓をぐっと握られたような窮きゆう屈くつ感があるから」


「だとしたらそれは遠視じゃないな」


　再び天てん井じようを見上げるモニカ。


「遠視や念話で受ける感覚はむしろ頭痛や耳鳴りに近い。悪寒や息苦しさを受ける場合があるとすれば、人間が魔ま笛てきの領域に入った時だ」


「？　でも僕はほら……」


　穢歌の庭エデンに堕ちたことで沁力を失って魔笛を宿した。


　それは華宮に、そしてモニカにもつい数日前に打ち明けた事実だ。魔笛の領域に入ったとしても自分は息苦しさを感じない。


「わかってる。そしてわたしが遠視も透視も感じないという事実を踏ふまえてだ、考えられるのは────その術者は『シェルティスという人間を遠視している』のではなく、『幽幻種を捕ほ捉そくする沁力術式でシェルティスの魔笛を感知した』んだと思う」


「あ、そうか……」


　幽幻種の捕捉は領域系ではなく結界系の術式だ。


　潜せん水すい艦かんの超ちよう音おん波ぱ探たん信しん機さながらに沁力結界をはりめぐらせて魔笛の反応を抽ちゆう出しゆつする。その沁力が、魔笛を宿した自分に悪寒として作用したのだろう。


「だけどまだ素す直なおに納なつ得とくできません」


　一人、じっとソファーに座していた華宮が指さすのは窓ガラスの先だった。


　世界を白一色に塗ぬり替かえる猛もう吹雪ふぶき。


「こんな気候で幽幻種を捕捉したって意味がないはずです。吹雪がやまないと外に出られないはずなのに、どうしてわざわざこんなタイミングなのでしょう。……うーん、捕捉というか感知されてるのはシェルティスだとして、誰かがこんな吹雪の中を会いに来たというのもナンセンスな話ですし」


　パチ、パチパチ。


　リビングの外の通路から拍はく手しゆが聞こえてきたのは、その時だった。


「お見事、すばらしい」


　コツッ……通路に響ひびく硬こう質しつな足音。


「経験と知識そして考察力に長じているのはもちろん、それら全すべてがバランスよく揃そろっていなければ導きだせない推論です」


　音もなく、リビングにつながる扉とびらが開いていく。


　照明を落とした廊ろう下か。


　薄うす闇やみと同化するように紛まぎれた漆しつ黒こくのスーツと漆黒の鍔つば付き帽ぼう。その外見、そして何よりその涼すずやかな高音男声は────


「離はなれろモニカっ！」


　理性よりも先に身体が動いた。


　扉に一番近い位置にいた彼女の手を引いて後ろに退かせ、自分は逆に前へ出る。ベルトのホルダーから双そう剣けんの柄つかを引きぬいて。


　……イリス？


　内心ほぞを嚙かむ。……しまった、双剣の刀身を構築してくれる機械水晶イリスがプログラムの自己チェック中だ。双剣は使えない。


「こんばんはシェルティス、ご機き嫌げんいかがですか？」


「……イグニド、どうしてお前がここにいる」


「一いつ緒しよに暖だん炉ろを囲んでお茶を飲みたいから、なんて言ったら信じてくれますか？」


　帽子の下、端たん整せいな唇を微び笑しようのかたちにつりあげる異い篇へん卿きよう。


　イグニド──自分が穢歌の庭エデンに堕おちたことを明るみに出して塔とうを混乱させ、その機に乗じて春蕾シユンレイを連れさった全ての元げん凶きよう。


　それが、なぜここに？


「…………」


「ああ、そんな怖こわい顔で睨にらまないでください。今日は特別。悪わる巧だくみもしないし、戦うとか争うとかそんなつもりはないんです」


　自分は潔白だとでも言うように両手をふってみせる。


「あえて言うなら、そう、本当に一緒にお茶でもと思ってるんですよ？　お話ししたいことがあるんです」


「ふざけるな、あんな真ま似ねをしておいて！」


　自分だけじゃない。


　あの策略によってユミィやモニカがどれだけ苦しめられたか。


「やれやれ……ま、猜さい疑ぎ心しんにとらわれる気持ちはわかります。ただ、よく思いだしてください。私が一度でも、あなたに対して噓うそをついたことがありますか？」


「…………」


「無いはずですよ。それどころか、あなたの秘密を天結宮ソフイア中に広めた時も、私は事前に何度も何度もそれを暗示する予告をしていたはずです」





〝何も知らないままより、あなたには全てを知って絶望してほしいですからね〟


〝いずれわかりますよ。ええ……もうじき……すぐにわかる〟





　……それは、その通りだ。


　この異篇卿は、今まで一度として自分に噓をついたことはない。秘密を塔に広めた時も、それを示し唆さする台詞せりふを何度となく告げていたのも事実といえる。


「だけど、それは今回が噓じゃないっていう証しよう拠こにはならない」


「どうやっても話を聞く気はないと？」


　イグニドが溜ため息いきとともに肩かたをすくめてみせる。実力行使か？　背中に冷たいものを感じてシェルティスが後ずさるより先に。


「では浮遊大陸オービエ・クレアは壊かい滅めつします、その覚かく悟ごはありますか？」


　イグニドの告げた言葉が、沈ちん黙もくのリビングにゆっくりと沁しみていった。


「……脅おどしは」


「脅しではありません。ちなみに私や異篇卿の皆みなさんの仕し業わざじゃないですよ。穢歌の庭エデンから浮ふ上じようしてきた三体の幽幻種が黒幕です」


　浮上してきた三体の幽幻種？


　……まさかそれは、モニカが言っていた強力な幽幻種というのと同じ情報？


「おや、ご存じない？　イリスがいるんだからとっくに察知済みかと思ってましたが」


「イリスは──」


　プログラムに異常があって修復中……とは言えない。それを知られることはすなわち、自分が双剣を使えないことまで教えてしまう。


「ま、そちらにも事情があるでしょうから詮せん索さくする気はありません。しかし少しは関心を持っていただけたようで。いかがでしょう？　噓と断定するのは自由ですが、五分だけ私の話を聞いてみませんか？　五分で話を区切ります。それ以降も話を聞くかどうかはあなたたちに任せましょう」


　うまい交渉てだ。


　選せん択たく権けんがこちらにあるようで、その実、なかば強制的に同意に引きずりこんでくる。そして多分、その五分間を与あたえてしまったらもう引き返せない。


「おら大将、てめーが決めろや。乗るか、それとも喧けん嘩かして追い出すか」


　モニカは答えない。


　彼女もそれは重々承知のはず。だからこその沈黙なのだ。


「いかがです？」


「……五分だけ話を聞く。だが一つだけ忠告だ」


　モニカの右手に握にぎられた十字棍ロザリオの先せん端たんが、まっすぐイグニドの喉のど元もとに狙ねらいをつける。


「噓をついてる、あるいは何らかの策略の類たぐいだと判断した時は、一いつ切さいの手加減なくお前を力ずくで取り押さえる」


「よい判断だと思います。そうと決まればノイエ、出てきていいですよ」


　イグニドの影かげが動いた。


　そう錯さつ覚かくしたのは一いつ瞬しゆんで、実際にはイグニドの背に隠かくれていた者が照明の下に出てきただけのことだ。


「────」


　白衣をまとった子供だった。


　蒼あお色に輝かがやく髪かみと瞳ひとみをした小こ柄がらな少年。一見では少女とも見誤りそうな中性的な顔立ちで、今はその表情が怯おびえたように強こわばっている。


「ご紹しよう介かいしましょう。この子は『蒼』のノイエ。こう見えて異篇卿の第六位、つまりは私より上の立場なんですよ」


　足にしがみつく少年の頭をなでる黒の異篇卿。


「ほらノイエ、ご挨あい拶さつは？」


「…………」


「やれやれ。申し訳ありません、どうにも人見知りが激しくて」


「あと四分三十秒だ」


「おっ、と。いけませんね。それじゃあノイエの挨拶は後回しにしてさっそく本題に移りましょう」


　ノイエの頭をなでながらイグニドが深々と帽子をかぶりなおす。


「私の話とはつまり、三体の危険な幽ゆう幻げん種しゆが穢歌の庭エデンから浮上してきてしまったというものです。三体の『セラの虚きよ像ぞう』たち。どれくらい危険かというと、一体一体の魔笛が皇おう姫ひサラの沁しん力りよくと互ご角かくかそれ以上と言えば、少しは恐おそろしさが伝わりますか？」


「バカな!?」


　声を上げたのは、十字棍ロザリオを握ったままのモニカだった。


「皇姫様の沁力は浮遊大陸オービエ・クレアでもっとも強力とされている。なのに、それ以上？」


「ええ。ですから理論上、セラの虚像に人が打ち勝つのは不可能という非常に単純明快な不等号が成立するわけです」











[image: ]








　セラの魔ま笛てきを沁力で防ぐことはできない。


　また、その魔笛障しよう壁へきを沁力で突とつ破ぱすることもできない。まさに一方的すぎる絶望の不等号が成立するということだ。


「セラの虚像は変わった外見をしてまして、それぞれ漆黒の竜りゆう、巨きよ大だいな蛇へびそして人です。さらに独自の名を与えられており、『その意志に牙むく者アマデウス』、『ただそこに佇立する者ミクヴエクス』、『主であり母でなき者ヘケト・ラスパ』。幽幻種に名前なんて面おも白しろいでしょう？　それほどまでに別格なんですよ、セラの虚像は特別な幽幻種なのです」





　黒竜アマデウス──あらゆる沁力を凌りよう駕がする最悪の魔笛と無限の敵意を有した絶対破は壊かい者。


　巨蛇ミクヴエクス──全物質硬こう度どを凌駕する最硬の逆げき鱗りんと無限の再生力を有した絶対防ぼう御ぎよ者。


　聖者ヘケト・ラスパ──敵が強力であるほど強くなる無限の進化と可能性を有した絶対征せい服ふく者。





　静まりかえるリビング。


　淡たん々たんと続ける空白イグニドの声だけが、ざわめきのように大気をふるわせる。


「ここ浮遊大陸オービエ・クレアにおいて巫み女こが世界の守護神と言われるように、穢歌の庭エデンにも幽幻種に力をあたえる守護者が存在します。セラの虚像たちは、その守護者が三体に分ぶん裂れつした仮の姿と思っていただくのが一番イメージがつかみやすい」


「それで？」


「今回は、氷結鏡界を突破してその三体が直じき々じきに浮上してしまったわけです。三体はそれぞれ浮遊大陸オービエ・クレアに近い浮遊島ラグーンに身を置き、このような位置で待機しています」


　テーブルの上のコップを手にとって、イグニドがその位置を並べかえる。


　三角形トライアングルをした結界型に。


「ご覧のとおり、三体は自らを頂点として魔笛結界を展開しています。いや、結界よりも『扉とびら』と言った方が適切でしょう。ね、シェルティス？」


　やおら、意味深な笑えみのイグニドがこちらにふりむいた。


「この扉の先に、いったい何があると思いますか？」


「…………」


　扉、それは外の空間と内側の空間とを隔へだてるものだ。


　セラの虚像による魔笛結界が内側の空間だとして、扉を隔ててそこに繫つながっている外の空間が何かだなんて、思いあたるのは一つしかない。


「ご明察のとおり、穢歌の庭エデンです」


　うなずく異篇卿。


「セラの虚像たちが行っているのは、氷結鏡界という強力な柵さくで守られた家に、柵を通らずに家に侵しん入にゆうできる地下通路を作っている侵入工作。これによって、浮上した三体が天結宮ソフイアを襲しゆう撃げきしない理由もわかるでしょう？」


　塔とうを襲撃する目的は、巫女を叩たたくことで氷結鏡界を破壊することだ。


　けれど今回は違ちがう。その扉さえできあがってしまえば、結界が存在していても幽幻種は浮遊大陸オービエ・クレアに浮上できる。塔を襲撃する必要すらないのだ。


「これで五分です。さて……」


　リビングに立つ面々を見回して一礼する異い篇へん卿きよう。


「話を続けますか？　それともここで打ち切って私を追いだしますか？」


　誰だれも答えない。


　その場の誰もが察していたからだ。既すでに、引き返すという選せん択たく肢しははるか後方に過ぎ去ってしまっていたことに。


「では続けましょう。といってもあとは単純この上ない二択です。このまま穢歌の庭エデンの扉が開ききって浮遊大陸オービエ・クレアが滅めつ亡ぼうするのを待つか、それとも、ありとあらゆる犠ぎ牲せいを覚悟のうえでセラの虚像と戦うか」


『なるほど、それでシェルティスなのですね』


　沈黙を打ち破った声は、自分の胸むな元もとのペンダントからだった。


『魔笛に沁力で抵てい抗こうできないならば、同じ魔笛をもって対たい抗こうすればいいと』


「イリス!?　自己チェックは──」


『不完全ではありますが緊きん急きゆう措そ置ちをほどこしました。現在はセラの虚像三体の魔笛も捕ほ捉そくできています。……あー、最悪なタイミングで私も作動不良を起こしたものですね。無理をしたツケがこんな時に』


「無理？」


　それはどういう意味だ？


『……あ、いえ。シェルティスが気にするほど意味深なものではないですよ。タイミングが悪かったっていうのを言いたかっただけの表現ですから』


　灰色だった機械水晶イリスが徐じよ々じよに本来の青みを増していく。


『先の話は私の内部データの情報とも一いつ致ちします。────皇姫の沁力よりも強力な魔笛の件もそうですが、これは、セラの虚像の『人の沁力が強まるほど自身の魔笛も強まる』という厄やつ介かいな性質が理由です。たとえば現世界で沁力の頂点は皇姫サラで間ま違ちがいないのですが、彼女の沁力を９９９と数値化した場合、セラの虚像の魔笛は１０００まで上じよう昇しようしてしまうわけです。つまり沁力単体では話にならず、勝つには別の力、つまるところ護ご士しのような直接的な戦力が必要になると』


「それは、巫女と千せん年ねん獅しの組み合わせが必要ということ？」


『必要な戦力はそのとおり。普ふ段だんと何ら変わらないようにも見えますが、ここでは役割が逆になります』


　本来なら結界を支える巫女がメインで千年獅がその護衛。


　だがセラの虚像と戦う時は、千年獅のような直接の戦せん闘とう者がなにより重要になり、巫女がその護衛となる。


『そして、戦闘者としてもっとも的確と思われるのがシェルティス』


「ご明察。それを察した天結宮ソフイアが自発的に動けば楽だったのですが、肝かん心じんのあなたがこんな僻へき地ちに留とどまってるんですもの」


「……僻地もなにも、誰のせいでここにいると思ってるんだ」


「おお怖こわっ。そんな睨にらまないでください。ですから、せめてもの一時的な和解の証あかしとして私がわざわざここに来たわけです」


　両手をひろげて無防備を強調する空白イグニド。


「倒たおすべき標的は三体。そして、既に異篇卿のメンバーも一体の抹まつ殺さつに向けて準備を進めています。私とシェルティスは別チームとして二体目の抹殺に向かうと」


「────僕がお前と!?」


「おや、ご不満ですか」


「……お前なんかに背中を預けろっていうのか」


「あれ、これは心外。私はとっくに身も心もあなたに預けているつもりなのに。あなたは私に何も預けてくれないんですか？」


　帽ぼう子しの下の唇くちびるをうっすらとつりあげて空白イグニドが笑えむ。


「……まて、それはどういう意味だ。シェルティスに身も心もだなんて、そんな──」


「ほら落ちついてモニカ。そんなこと言ってる場合じゃないですって」


　眉まゆをつり上げた部隊長を華宮カグラが背後から取り押さえる。


「だ、だが……」


「思った以上に面白い反応が返ってきて何よりです」


　憤いきどおるモニカをむしろ愉ゆ快かいそうに見つめる異篇卿。


「ま、信用できないというそちらの心情もわかります。ですので、セラの虚像についての情報は天結宮ソフイアの巫女たちにも流しています。異篇卿とシェルティスが組む話も流しますので、あなたに何かあれば巫女にもすぐに伝わると」


「……お前も下手に僕に手は出せないと？」


「そういうことですね。どのみち、セラの虚像を倒すまでは私もあなたに何かしようなんて思いませんから」


『あれ。でも待ってください。私も今まさに同じことをしようとしていましたが、そんな情報が流れたなんて管理履歴ジヤーナルは塔の中央コンピュータに見つかりませんよ？』


「……念話」


　ぼそりと消え入るような小声。異篇卿の少年が、イグニドの足にしがみついたまま上目づかいにこちらを見上げていた。


「……念話で巫女様にだけ伝えてる。だから電子記録には残らない」


『ほうほうなるほど。ところでキミ、誰が巫女に伝えているとか聞いていいですか？　やはり異篇卿の誰かですか？』


「…………」


「春蕾シユンレイです、私が拠きよ点てんにお招きした巫女様ですよ」


　再び黙だんまりを決めこむ少年にかわり、答えたのは空白イグニドだった。


「なにしろ大切な人ひと質じちですから。彼女自身の無事を証明するのにちょうど良いでしょう。今ごろメイメルあたりに春蕾から念話が伝わってるはずです」


「……気に入らねぇな」


　壁かべ際ぎわに背を預けた姿勢のヴァイエルが、のそりと視線を上げた。


「おや、幽ゆう幻げん種しゆの情報を塔にも提供したことがですか？」


「魂こん胆たんが見え見えなんだっつってるんだよ」


　後ろ頭をかくヴァイエルの目が怒いかりの形相につり上がる。


「とにかく親玉みてぇな幽幻種は全部で三匹びき。一体は異篇卿が潰つぶして、二体目はてめぇが潰すと言ったな。残ったのは最後の一匹。ここまで聞けば天結宮ソフイアだってこの機会に三匹目を倒そうとする。つまりはだ、信用の証っつぅ名目で情報を横流しすることで、面めん倒どうな三匹目の処理を天結宮ソフイアに任せようっつぅ魂ハ胆ラなんだろ？」


「もちろん。ですから最初に言ったでしょう、『ありとあらゆる犠牲を覚かく悟ごのうえでセラの虚きよ像ぞうと戦うか』って。天結宮ソフイアだって当然そこに含ふくまれるというわけです」


　まるで悪びれた様子もなく空白イグニドがうなずく。


「ちなみに異篇卿が一体を潰すというのも仮の話です。勝負の行方ゆくえは限りなく不ふ透とう明めい……あっけない勝利も惨ざん敗ぱいも等しく可能性として考えられるわけですから」


　あまりに淡たん泊ぱくな仕草が、かえってその言葉の真実性をかぎりなく深く重いものに演出していた。この戦いは、それだけの犠牲を覚悟しなければならないのだと。


「……イリス」


『はい』


「僕が行けば、少しでも犠牲は減らせるのかな」


『変わりません』


　機械水晶イリスからの返事は一いつ瞬しゆんだった。


『犠牲は一人でも百人でも重さは同じです。一人でも犠牲を出してしまったら、それは人間側の敗北なんです────ずっと昔の人の受け売りですけどね』


「……うん」


『その人に言わせるなら、犠牲とは減らすものじゃなく無くすものなんです。だからシェルティス、どうか犠牲を無くすつもりで。あなたがそれを目指すというのなら私も協力を惜おしみません』


「…………」


　なぜだろう。決して軽くない重圧を掛かけられているはずなのに、その言葉が重たいとは感じなかった。


「イグニド」


「はい」


「セラの虚像を倒すのに協力するかわり、交こう換かん条件が一つある」


「へえ？　あなたが私に要求とは珍めずらしい」


　嫌いやがるどころか、むしろ嬉き々きとして空白イグニドが声を弾はずませる。


「何でしょう、興味ありますね。話を持ちかけたのは私ですから話だけは伺うかがいますよ？　そうですね、天結宮ソフイアに出頭して捕ほ縛ばくされろくらいの要望であれば構いませんよ、もちろん翌日には脱だつ獄ごくしますが」


「春蕾を解放しろ」


「…………」


「無事だというのならできるはずだろ」


「なるほど、そうきましたか。しかし彼女は私の──」


　開きかけた空白イグニドの唇が不意に閉じた。


　左手で帽子をおさえ、黒ずくめの異篇卿がゆっくりと視線を自らの足あし下もとへ。


「……お願いだよ、イグニド」


　今にも泣きそうに顔をくしゃくしゃに歪ゆがめた少年が、嗚お咽えつにも似た声で黒のスーツの裾すそを引っぱっていた。


「ノエシスを──」


「……もう。まったく仕方ないですね」


　少年の頭をやさしく撫なでてイグニドが微び笑しよう。


「その条件で結構ですよ。セラの虚像を倒せれば春蕾を解放します」


「……本当か？」


　自分の要求はなかば無理を覚悟で投じたものだ。それがこうもあっさりと聞き入れられるなんて逆に疑いたくもなる。


　なにしろ春蕾は異い篇へん卿きようの拠点に連れて行かれている。彼女を解放するということは、異篇卿の情報が相当なレベルまで明るみに出ることを覚悟しなくてはいけないはず。


「どうしました？　破格の条件を承しよう諾だくしてあげたのに浮うかない顔ですね」


「……破格すぎる」


　こくんと喉のどを鳴らし、シェルティスはイグニドの隣となりの少年を見下ろした。


「それに今のはどういうことだ。その子はノイエと言うんだろ、なのにその子が言ったノエシスっていうのは」


「蒼あおのノイエと碧みどりのノエシス。二人は双ふた子ごなんですよ。ノイエが弟でノエシスが姉になるわけですが、とても仲が良い姉弟きようだいでして。それにとても頭が良いもんだから、二人揃そろうと私はいつも悪戯いたずらの相手をしなくちゃいけなくて──」


「そんなことは聞いてない。双子だっていうのなら姉の方はどうしたんだ！」


「セラの虚像に捕つかまったの……」


　イグニドにしがみつく蒼の少年が、うつむいたままそう呟つぶやいた。


「だから助けに行きたくてイグニドに頼たのんだの。そうしたらイグニドが、セラの虚像を倒すのに最適な人物を知ってるって」


　……それが僕だったわけか。


「ま、正直なところそれが全すべてなんですよね」


　苦く笑しよう混じりの溜ため息いきをつく黒の異篇卿。


「セラの虚像を倒さなくては穢歌の庭エデンの扉とびらが開いて浮遊大陸オービエ・クレアが壊かい滅めつする。それは天結宮ソフイアも望むものではないでしょう？　天結宮ソフイアは穢歌の庭エデンの扉を閉とざすため、異篇卿われわれは仲間を救出するために動くと」


「……話は理解した」


「ならば交こう渉しよう成立です。成立ついでに、私たちの標的を先にお伝えしておきます」


　少年の頭を撫でながら、漆しつ黒こくの異篇卿が歌うように宣言した。


「ノイエの双子の姉ノエシスを呑のみこんで捕とらえている幽幻種は黒竜アマデウス。最強の攻こう撃げき性能を有する危険極きわまりない個体です。それを倒し彼女ノエシスを救出することができれば、春蕾の解放を約束しましょう」





　セラの虚像『その意志に牙むく者アマデウス』討とう伐ばつチーム。


　シェルティス、異篇卿『空位』イグニド、異篇卿『蒼』ノイエ────結成。





　　　　２





　第二居住区。


　天結宮ソフイアを中心とした人の生活圏けんで、塔とうのある第一居住区と閑かん静せいな住宅街である第三居住区の二つに挟はさまれた第二居住区は、さしずめ商業エリアといえるだろう。


　喫きつ茶さ店てん『二ア羽ルのビ白レ鳥オ』。


　第一居住区へと続く大通りに面した喫茶店で。


「料理長────っ！　もうだめ、あたしもう……死ぬっ！　働きすぎて死ぬ！」


「大だい丈じよう夫ぶよ。それだけ大声出せる元気あるじゃない」


「だから、断だん末まつ魔まだってばぁ！」


　両手にかかえたランチセット用のトレイ。それを落とさぬよう必死に歯を食いしばり、エリエはふらふらと厨ちゆう房ぼうへと歩いていた。


　オレンジ色の癖くせっ毛をした快活そうな少女だ。


　ほんのり気品のある顔立ちと愛あい嬌きようのある表情が印象的なのに、機械油まみれのツナギとお古のエプロンという恰かつ好こうなのがもどかしい。


「ほら、昨日入ったっていう新入り男子は!?　どこいったのさ!?」


「昨日のうちにやめちゃったわ」


「三日前に雇やとったゴツイ男の人もいたじゃん」


「あの子も今日の朝に『もう食べられません……』て連れん絡らくがきたの」


　あー、そういえば料理長の考えた新メニューの試食させられてたっけ。そんなことを思いだしつつ、エリエは両手のトレイを食器洗い機に並べていった。


「んで、結局あたしとユトだけが残りましたってわけ？」


「そうねえ。やっぱりシェルティスみたいな男の子ってなかなか見つからないから」


　ぐつぐつと煮にえる鍋なべの火を調整しつつ、料理長。


　ウェーブがかかった金きん髪ぱつに整った顔立ち、さらには女性らしい起き伏ふくに富んだ長身体型という見み目め麗うるわしい女性だ。


「ねえエリエ、シェルティスはどうしてた？」


「うーん……えと、一応は無事だと思うよ。一応は」


　一いつ緒しよに塔の護ご士しに連行された、とはさすがに言えない。


　ユミィに聞いたかぎり、今のシェルティスは相当に危ない立ち位置にいるらしい。最悪、本当に塔から再び追放されてしまうかもしれないのだとか。


「元気かしらね。たまには遊びにきていいのに。ていうかお店の皿洗いとお客さんの注文受けと料理の下ごしらえとゴミ出しくらい遠えん慮りよせず手伝ってくれないかしらねぇ」


「……料理長がそんなこと言ってるから来ないんだと思うな」


　あーしんどかった。シェルティスじゃないけど、一人でお昼の大混雑にお客さんの注文を受けて料理運んでテーブル片付けは大変すぎる。


「よし、とにかく終わった！　あたし夜まで休きゆう憩けいしてるね！」


　固く結んでいたエプロンの紐ひもをゆるめ、一度大きく深呼吸。


「料理長、ユトは？」


「エリエの部屋にいるわよ。さっきから静かだからお昼ひる寝ねかしらね」


「ほいほい、じゃあ起きてたら遊んでこよっかな」


　厨房からつづく従業員用の通路を小走りに。走るたびにギシギシと軋きしみを上げる木造の通路は……っと、寝てるの起こしたら可哀かわい想そうだもんね。


　そろりそろりと足音を立てぬよう静かに自分の下宿部屋へ。


「おーいユト、起きてるかい？」


　部屋の扉に向かって小声でささやいてみるも、返事らしい声は返ってこない。これは本格的に寝ちゃってるかな？


「おーいユト」


　小声でささやきながら扉を開けようとドアノブに手をかけた直後。





「…………浮ふ上じようが……すぎる。まだ…………」





　やおら、大人びた女性の声が扉を伝って聞こえてきた。


　──ん？


　今の声は誰だれだろう。あたしの部屋にユト以外の誰かがいるってこと？　だけど小声すぎてよく聞き取れない。耳を扉に近づけて──





「禁断水……に亀き裂れつ……った？　予想…………消しよう耗もう速度が、……ったというわけか」


「あとどれくら…………そうか、とにかくセラの虚きよ……どうするか……手は…………」


「……お前も……も動けない。せめて…………日遅おそければ……」





　だめだ、ところどころ聞こえるけど断だん片ぺん的すぎてちっともわからない。


　それに何より、あたしの部屋であるはずの場所で喋しやべってるのは誰？　ここは二ア羽ルのビ白レ鳥オの建物の中だし、裏口を使えるのもあたしとユトくらいのはずなのに？


　──よし、決めた。


「ちょっとちょっと！　あたしの部屋に勝手に入ってるのはどこの誰なわけ!?」


　古びた扉を蹴けり開けて部屋に突とつ入にゆう。


　が、部屋に立っている人物に、エリエはぽかんと目を瞬まばたかせた。


「あれユト一人？　ほかは？」


「ひゃっ、ひゃぁぁぁぁぁぁぁぁっっっっ、え、えええエリ姉ねえっ!?　い、いい、いつからそこに!?」


　ぱっとふりかえる黒くろ髪かみの幼女。


　まだ十歳にも満たないあどけない女の子で、桜色のワンピースと首に巻いた空色のマフラーがよく似合っている。


「お昼の仕事が終わって戻もどってきたの。ねえユト、誰かの話し声しなかった？」


「え、え？　な、なんのことかユトわかんないよ？」


「あれおっかしいなあ。確かに今ね、あたしの部屋から大人の女性の声がしたかなって思ってたんだけど」


「……もしかして話の内容も聞こえてた？」


「んーん、それが聞き取りづらくてさ。だからこうして入って来たんだけど」


　でも、どれだけ自分の部屋を見回したって誰もいない。


　もともと工作中の機械パーツで大半が埋うまってる部屋だから隠かくれようもないし、どこかに抜ぬけ穴あななんてないのも自分が一番よく知っている。


「誰もいない？」


「えと、えとね、たぶんお外の声が聞こえたんだと思うの」


　ユトの言う可能性しか考えられないのは事実だ。


　……うーん、でも本当に聞こえたんだけど。


「ま、いっか」


「うんうん！　そ、そうだよエリ姉。ユト、お外で遊びたいなー」


「そう？　じゃあ天結宮ソフイアにでも行こうか。さっきシェルティスの話を料理長としてたの、今アイツどうしてるのかってユミィに聞くのが一番早いもんね。……あ、でも今日やけに塔が警けい戒かい厳しそうってお昼のお客さんが話してたっけ」


「ううん平気」


　ツナギの裾すそを引っぱる幼女がにっこり笑え顔がおでうなずいてみせた。


「ユトが一緒にいけば平気。だから行こ！」





　　　　３





　天結宮ソフイア。２８７階から２８８階へと続く非常階段──


「……はぁっ、はぁ！」


　硬こう質しつな靴くつ音おとを響ひびかせて、ユミィは薄うす暗ぐらい階段を一段抜かしで駆かけ上がっていた。２８８階のフロアに続く扉をくぐり、目指すはフロアの主あるじである巫み女この部屋。


「よ、ちょうど呼ぼうとしてたとこだぜ」


　部屋の前に、褐かつ色しよくに日焼けした少女が暢のん気きな様子で待ちかまえていた。


　爛ラン──メイメルの専属護衛である千せん年ねん獅しだ。半はん袖そで半ズボンという異例のデザインの儀ぎ礼れい衣いは彼女の俊しゆん敏びんさを殺さぬためのものであり、その徒と手しゆ空くう拳けんでもって幽ゆう幻げん種しゆと戦うスタイルも浮遊大陸オービエ・クレアで彼女だけだろう。


「爛は……ずっと部屋の外で待ってたの？」


「おうよ、メイメルに閉めだされた」


「え？　閉めだされたって、そんな冗じよう談だん。だって護衛じゃない」


「ユミィかヴィオラが来たら入ってきていいわよ、だと。あいつ本気で考えごとする時は独り言すげぇんだ。他人に聞かれるのが嫌いやなんだよ」


「……それ、初めて知ったかも」


「オレも一度しか見たことないレア現場だぜ。んじゃ入るか、さすがに独り言モードも終わってるだろうしな」


　機械扉とびらの施せ錠じようを外し、慣れた足取りで廊ろう下かを進んでいく少女。ユミィもそのすぐ後ろをぴったりとついていって──


「二人とも良いタイミングね」


　リビングの大テーブルの中央に陣じんどり、両手で頰ほお杖づえをつくメイメルがいた。


「ここに来た理由はあなたも春蕾シユンレイの念話を聞いたから、ということでいいかしら？」


「……は、はい！」


「そう。なら念話の内容を確かく認にんすることは省くわ」


　そう告げる彼女の手元には、自筆の殴なぐり書きと思おぼしきメモを記した紙切れ一枚。普ふ段だんなら優ゆう雅がに紅茶カップでも置いてあるはずなのに……


　それだけ思考に集中していたということなのだろう。


「私ね、春蕾の念話を聞いて少しだけ後こう悔かいしてるの。あの幽幻種たち、ええとセラの虚きよ像ぞうと言ったかしら。鉄の意志でもって爛と特とつ攻こうしようと思ってたのに、その決意がもう崩くずれかけちゃいそう」


　そう、メイメルはつい直前まで、爛と二人でセラの虚像に挑いどむ決意を変えていなかった。すなわち自分が犠ぎ牲せいになる覚かく悟ごを固めていた。


　その決意に待ったをかけたのが、異い篇へん卿きように囚とらわれた春蕾からの念話だった。





〝…………ずっと妨ぼう害がいされてた念話が急に使えるようになったの〟


〝…………たぶんこの機会しかないから〟





　彼女が伝えてきたものは異篇卿の情報でも囚われた場所でもなく、セラの虚像と呼ばれる幽幻種たちの情報だ。


　アマデウス、ミクヴェクス、ヘケト。


　幽幻種の中でも中ちゆう核かくに位置する三体が降臨してしまったこと。その三体が自らを頂点とした魔ま笛てき結界を結ぶことで穢歌の庭エデンへの扉が生まれようとしていること。


「ユミィ、あなたはコレをどう考えるかしら？」


「……罠わなかどうかですか」


　そう。


　春蕾の無事を確認できたことは大きいけれど、これすら異篇卿による策略とも考えられるのだから。


「可能性一──本当に春蕾が異篇卿の沁しん力りよく妨害を突とつ破ぱできた。これなら何も問題はないわ。だけど可能性二──本来できるはずの念話妨害を異篇卿がわざとゆるめて、セラの虚像の情報を春蕾から天結宮ソフイア側に伝えさせた。さあどっちかしら？」


「……そうあってほしくないけど、今回は後者の方だと思いました」


　これまで一度も春蕾の念話が届いたことはなかった。


　それが突とつ然ぜん、セラの虚像三体が浮上したタイミングで念話が成功するなんて出来すぎている。春蕾との通話も異篇卿が見み逃のがしたと考える方が素す直なおだろう。


　だとすれば、これは異篇卿による罠の可能性が高い。


「セラの虚像の情報を知れば、天結宮ソフイアは動かざるをえません……」


「そうね。それで？」


「凶きよう悪あくな幽幻種と天結宮ソフイアがぶつかって共とも倒だおれってのを狙ねらってる。ってことだろ？」


　テーブルの縁ふちに直接腰こしかける爛。


「三体のうち一体は異篇卿数人がかりで、二体目も異篇卿が何者かを連れて一いつ緒しよに挑むって話なんだろ？　じゃあ三体目は？　当然に天結宮ソフイアに押しつけようって意図が見え見えじゃねえか」


「そうねえ。しかも三体のうち二体を異篇卿が対応するっていうのも出来すぎた話よね。一体のつもりでいざ出しゆつ陣じんしたら、異篇卿なんて影かげも形もなく幽幻種三体がピンピンした状態で残ってるっていうのもありえるかしら」


　罠なのか、そうでないのか。逡しゆん巡じゆんの網あみに絡からめとられて動けない。メイメルが聞いたことを後悔しているといった所以ゆえんだろう。


「ちなみに統とう政せい庁ちようはどう考えるかしら、『第一』のゼアドールさん？」


「我わが輩はい、自らの信ずる義のみを信ずるがゆえ」


　メイメルの視線が射い貫ぬくのは自分の真後ろ、リビングの壁かべ際ぎわで銅像さながらに仁に王おう立ちする偉い丈じよう夫ふだった。


　……そうなのよね。自分から加勢を申し出てくれるのは嬉うれしいけど。


　……この人が一緒に乗ると重量オーバーで昇降機エレベータが動かないから。


　おかげでユミィは、この非常事態にわざわざ階段を使うはめになったわけだ。


「我が輩が思うに、迷いは不要。倒すべき敵が浮遊島ラグーンに座して待っているのであれば、こちらも正面きって乗りこむのが筋である」


「それが異篇卿の思おも惑わくだとしても？」


「うむ。それに此こ度たびの件についてだが、これも下げ劣れつな裏事情など無いであろう」


「その根こん拠きよは？」


「我が輩の勘かんである！」


　男の大声がリビングをびりびりと震ふるわせる。


「此度の件、この世界の人間ならばたどり着く結論は皆みな同じ。すなわち人と幽幻種の総力戦よ。統政庁より我が輩が加勢に馳はせ参さんじたことが何よりの証あかし。奴やつら異篇卿どもも、同様の宿命を感じとったのであろう」


「…………うーん」


　片手で頰杖をつきながら、もう片方の手で自分の頭を押さえるメイメル。


「参ったわぁ。私が考えに考えた末の結論、そこの大男さんの直感と同じなのよね。ちょっとショックで熱出そう」


　つまりメイメルは、春蕾からの念話をそのまま信じるということだ。


　異篇卿が私たちに加勢を求めていると？


「私の推測はずばり『可能性三』──できていた春蕾の念話妨害ができなくなった。それで仕方なく彼女の念話が塔とうに届くのを見過ごしてしまったっていう案。だってそうでしょ？　わざと春蕾の念話を許そうだなんて、彼らに都合のいい情報だけ話すわけないじゃない。下手を打てば自分たちの重要情報まで伝えられてしまうリスクがつきまとう。だけど今の異篇卿にそんなリスクを負う必要はどこにもない。ゆえに異篇卿にとっても春蕾の念話は防ぐことのできないものだった」


「メイメル殿どの？　なぜ巫女殿の念話を妨害することができなくなったと？」


「それは色々と考えられるけど、ありえるのは……春蕾の念話を妨害していた異篇卿の術者が、セラの虚像と戦うメンバーに含ふくまれているから。幽幻種との戦せん闘とうに全力をそそぐ必要があるから彼女の念話を妨害する余よ裕ゆうもなくなったとかね」


「むぅ、なるほど……」


「でもね、春蕾に念話を使わせないだけなら薬で眠ねむらせるなりして容易に防ぐことができるもの。このことから、異篇卿も結果的にはセラの虚像の情報が天結宮ソフイアに伝わることを良しとしていたと推測できるわけ」


　──とん。


　テーブルの端はしを指先でつつくメイメルが、ようやく顔をこちらに向けた。


「そして結論にいたったわ。幽幻種の情報を流してきたのは、異篇卿も本当に対応に窮きゆうしているからなんだってね。いずれにせよ、アレを異篇卿だけで相手にするのは賢かしこい手段ではない。そう判断したからこそ、春蕾を通して間接的に加勢を要求するという方法に出たのだと思う」


「それって……春蕾の念話が今後も妨害されずにすむと？」


「そうねえ。だけど春蕾からの念話が来ることはないでしょうね」


「え。ど、どうしてです？」


「せっかく沁力術式に長たけた巫女が手元にいるんだもん。私が異篇卿なら、幽幻種退治に一緒にきてもらうわよ」


「っ！」


　……そうだ、その可能性は見過ごしてた。


　捕ほ虜りよとして捕とらえていた彼女を戦地に向かわせる。巫女は強力な支し援えん役となるし、彼女が力つきても異篇卿の戦力に影えい響きようはない。良いことずくめだ。


「セラの虚像が浮ふ上じようしてくることを察知した異篇卿が、もともとその為ために春蕾を誘ゆう拐かいしたとも考えられる……か」


「ええ、爛てば賢かしこくなったじゃない。ま、いずれにせよレオンには言えないわね。激げき昂こうのあまり血が沸ふつ騰とうしちゃうかもしれないわ」


　……春蕾。


　でも、もしメイメルの推測が当たっているなら、浮遊島ラグーンで彼女を奪だつ還かんする機会だって巡めぐってくるかもしれない。


「メイメル。最初に言いましたよね、まずは私たちが行ってその後は任せるから……って」


「────」


　無言の彼女が一度だけうなずいた。


「でも見てください。幽ゆう幻げん種しゆを倒すこと、春蕾を助けること、それに異篇卿との交こう渉しようも全部が全部こんなに複雑に絡みあってきてるんです。幽幻種との決戦前でこれなのに、戦ってる途と中ちゆうや決戦後も難しい判断に迫せまられるかもしれません」


「でしょうねえ。……それで？」


　試ためすような上目づかいで問う先せん輩ぱい巫み女こに、ユミィはあえて挑ちよう戦せん的な笑え顔がおでもって。


「わたし、そんな難しい判断なんてできません」


　笑顔で首を横にふった。


「だから、やっぱりわたしが浮遊島ラグーンに行きます。ヴィオラはサラ様から結界譲じよう渡とのために待機だもん。全体の指揮ができるのはメイメル一人です」


「……う─────ん」


　やおら、苦く悶もんの声をあげてメイメルが机に突つっ伏ぷした。


「まいったわねえ。あれだけ死ぬ覚悟で私が行くって公言しちゃったのに、今になって後こう輩はいに任せるだなんて。ねえ爛、私ってばすごく恰かつ好こう悪くないかしら？」


「おう。オレにも散々『死ぬまで一緒よ。ありがとう、あなたが最後までついてきてくれることに心から感謝するわ』なんて言ってたのにな」


「……へぇ、メイメルってば意外に」


「情熱的であるな」


「…………言わないで、恥はずかしいから」


　珍めずらしく、本当に珍しくも顔を真っ赤にしてメイメルがゆっくり溜ため息いき。


「ユミィ」


「はい」


「異篇卿を信じるわけじゃないけど、彼らとの暗あん黙もくの交渉による天結宮うちのノルマは一体よ。だけど無理をしないで。幽幻種たちの目的が穢歌の庭エデンの扉とびらであるとわかった今、たとえ失敗したとしても作戦を練り直すことは十分できるわ。……必ず帰ってきなさい」


　そう告げる彼女が見すえるのは、リビングの最さい後こう尾びに控ひかえる偉丈夫だ。


「ユミィを、お願いするわ」


「承知。このゼアドール、弱き者の盾たてとなるのが至上の使命ゆえ」


「生きて巫女様をお届けに上がるよう全力をつくします。浮遊大陸オービエ・クレアがなくなっちゃったら天結宮ソフイアも統政庁もありませんからね」


　腕うで組ぐみで応じる大男。


　その隣となりに無言で控えていた黒くろ猫ねこもまた、キャップ帽ぼう子しを脱ぬいで恭うやうやしく一礼。


　総力戦。


　人と幽幻種の、まさに主力同士が激げき突とつする死し闘とうになる。


「────」


　息を押し殺し、ユミィは奥歯をぐっと嚙かみしめた。


　雪のように両りよう肩かたへ降り積もっていく重圧。


　統政庁への遠えん征せい時は錬れん護ご士し筆頭イシュタルさん、そして今は統政庁の守護者ゼアドールさん。こんなすごい人たちに自分は守ってもらってる。


　……だけど、ねえシェルティス？


　……わたしが本当に傍そばで守ってもらいたいのは、シェルティスなんだよ？





　セラの虚きよ像ぞう『主であり母でなき者ヘケト・ラスパ』討とう伐ばつチーム。


　ユミィ、天の車『第一』ゼアドール、黒猫────結成。





　　　　４





　天結宮ソフイア22階、塔とう内ない医院。


　夜の病びよう棟とう。


　静かだった。見回りにきた看護士の足音もとうに聞こえなくなって、通路も部屋の中も、まるで空気ごと凍こおりついてしまったかのように静かだった。


「────」


　昼間の影響、か。


　灼やけるような痛みを発する縫ほう合ごう痕あと。幾いく重えにも巻かれた包帯の上から傷口を手でなぞり、レオンは奥歯を嚙みしめた。


　……さすがにこの激痛は堪こたえるな。


　昼間、縫合手術後早々にリハビリで我が身を酷こく使ししたのがまずかった。絶対安静の身を動かしたせいで部分麻ま酔すいが早く醒さめ、縫合の痕が痛んでしかたない。


　……看護士からはもう二度と勝手な真ま似ねをするなと怒おこられたんだ。


　……そのしかるべき報むくいというやつか。


　一日でも早く戦線に復帰するために為なすべきことはリハビリでなく静養。理り屈くつでわかっていても、身体からだを動かさずにはいられなかった。


　異い篇へん卿きように連れ去られた春蕾シユンレイ。


　白銀アルマデルとのあまりに深い技量の隔へだたり。


　……俺が弱かったばかりに。


　抉えぐるような胸の痛みは縫合の出血のせいなのか、それとも────





『…………レオン』





　唐とう突とつに聞こえてきたその声も、最初は幻げん聴ちようと疑わなかった。痛みに混こん濁だくする意識から生まれた錯さつ覚かくなのだと。


　だが。


『…………レオン、聞……こえ、る？』


「春蕾!?　お前なのか！」


　傷が開く危険も忘れて床とこから跳はね起きた。


『レオン……よかった。無事で……ずっと心配してたの』


「すまない、俺がふがいないばかりに」


『そんなことない。……みんな、レオンが無事で良かったって思ってる』


　囚とらわれていたはずの彼女。今こうして念話ができているということは、異篇卿の監かん視しが緩ゆるんだということか？


「春蕾、お前は無事なのか」


『…………』


　その沈ちん黙もくもまた。


　最初は、単に念話のせいだと疑わなかった。自分が念話に不慣れなせいで彼女の声を聞き取れていないだけなのだと。


　だが。


『…………レオン。今日は、おわかれを言いにきたの』


　その瞬しゆん間かん、脳天から足先までの全すべての意識が覚かく醒せいした。


「……どういうことだ」


『最悪の幽幻種が浮上したの。三体……たぶん、今まで誰だれも見たことがないくらい危険で底知れない幽幻種。わたし……わたしを誘拐した人たちの支援で、その幽幻種と戦わなくちゃいけない』


「異篇卿か！　なぜあいつらが」


『異篇卿の一人が幽幻種に捕つかまったみたい。だから助けにいくんだって。でも、その幽幻種は本当に危険な相手だから…………誰一人帰ってこれないかもしれないって』


　異篇卿が、全ぜん滅めつを覚かく悟ごして挑いどむほどの幽幻種？


　あのアルマデルを擁ようする異篇卿が？


「ばかな、そんな幽幻種なんて俺は何一つ聞いてないぞ！」


『……メイメルは知ってると思う。……私も、ここに閉じこめられてから察知したから、まだ情報が広まるくらい時間もたってないの』


　負傷中の俺やホルンに聞かせたところで無む駄だに焦あせって治ち療りようを遅おくらせるだけ。そう判断し、メイメルが意図的に情報を遮しや断だんしたことも考えられる。


「待て春蕾、お前は────」


『でも、これは半分だけ私の意志でもあるの。……私が幽幻種を倒たおせれば、レオンがその幽幻種と戦う必要もなくなるから。今日はそのことと、そして最後に──』


　非常灯だけがほのかに輝かがやく病室で。


　ぼんやりと浮うき上がる彼女の微び笑しようは幻げん覚かくか、それとも────





『お礼が言いたかったの。大好きなレオン、今までありがとう。レオンがいてくれたから、わたし、今日ここまで頑がん張ばれたんだと思う』





「──────ッッッッッ……ッッ！」


　蜃しん気き楼ろうのように漂ただよう少女の像へと死にものぐるいで手を伸のばす。


　けれどその虚像もまた、指が触ふれる寸前でただの薄うす闇やみへと戻もどってしまう。勢いあまって壁かべに衝しよう突とつし、レオンはその場でくずおれた。


「…………」


　じわりと、包帯の隙すき間まからにじみ出る赤い班まだら。


「は、……はは。なるほどな」


　床に腰こしをつけ、荒あれた息のままレオンは頭上を仰あおいだ。


　……ああ。どうりでこの感覚、初めてのものには思えなかったわけだ。


　……そうか、やっとわかった。このもどかしさの正体が。


「シェルティス、ユミィ。お前たちは……ずっとこんな感覚に耐たえてきたのか」


　穢歌の庭エデンに堕おちて死んだと思われていた双そう剣けん使い。


　だけど奇き蹟せきの生せい還かんを喜ぶ間もなく、その身に取り憑ついた魔ま笛てきと沁しん力りよくによるエルベルト共鳴に引き裂さかれて塔とうを追放された。


　今の自分と春蕾の関係にそっくりじゃないか。


　──そんな奴やつを知っているから。


　──そんな旧友を知っているから、俺だけがここで立ち止まるなんて絶対ごめんだ。


「メイメルなら幽ゆう幻げん種しゆのことを知っている。ならば……」


　どくん、どくんと心臓が脈打つたびに激痛を生む縫合痕。まともに歩くこともままならず、冷たい床を四つんばいで進んでいく。


「……ぐっ！」


　テーブルに置かれた銀色の員章をつかみ取り、その画面を操作して通話モードへ。この真夜中に出てくれる可能性は高くないが、それでも今は…………


『……あー。もしもし、なんだよこんな真夜中に』


「爛か！　俺だ、レオンだ」


「んなの声聞くどころか員章の表示画面見ればわかるっつぅの。んで、何か用か？　オレ朝からずっとメイメルの人生相談につきあってて眠ねみぃんだ」


「それは、最近浮ふ上じようしたという幽幻種の話か？」


　通話の向こうで爛が息を呑のむ。


　やはり、メイメルが知っていれば爛にも当然その情報は伝わっていたか。
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『メイメルが、治療に差し障さわるからレおオまンえには伝えるなってお達しを出してたはずなんだけどな』


「春蕾だ」


『……そっか。お前にも念話がいったわけか』


「爛、お前は今の状じよう況きようがどうなってるのか全て知ってるのか？」


『だとしたら？』


「何から何まで詮せん索さくする気はない。俺がお前に頼たのむのはたった一つだ。……同じ巫み女この護衛として頼みたい」


　答えは沈黙。


　けれど、爛のそれが否定の証しるしでないことをレオンは誰よりも理解していた。武人とは沈黙を了りようとする。そういうものなのだから。


「……俺は、春蕾の下もとへ行く」





　　　　５





　生ビ態オ生ト育ー野プ・フェルンの棘とげ森もり。


　ぱちぱちと音を生み、小さな小さな炎ほのおが暗くら闇やみの中で弾はじけて消えた。


「…………」


　薪まきをくべられた暖だん炉ろの前にソファーを移動。その中央に浅く腰かけて、シェルティスは弾ける火花をじっと見つめていた。


「イリス、調子はどう？」


『絶好調です、とは言いにくいですね。どうにもシステムが不定期に断絶してしまうみたいで……ちょっとこの先も不安定になる可能性が否定できません』


　蒼あおく輝く機械水晶イリス。


　魔笛を感知する機能を有するイリスが、セラの虚きよ像ぞうの魔笛を感知できなかったのは根底にシステム障害が潜ひそんでいる可能性が高い。


『シェルティス、そこの暖炉の横』


　機械水晶イリスによって氷結けつ晶しようの刀身が構築された双剣が、鞘さやに収まっている。


『私が壊こわれた場合に備えて構築は完かん了りようしています。私に何かありましたら後はよろしく』


「嫌いやだよ、そんな縁えん起ぎでもない」


『もちろん私だって嫌ですよ。帰ったらエリエに点検してもらうつもりですし。……まだ、私だってやりたいことが残ってますから』


「へえ。イリスのやりたいことって」


『お嫁よめさんです。こうみえて思い人だっているんですから』


「あらら今日も吹雪ふぶきが強いね」


『ちょっ、ちょっと!?　無視ですか、せっかく秘密の夢を打ち明けたのに!?』


「……いや、だってほら。またいつもの冗じよう談だんかと」


『ふふん、驚おどろきましたか？　こう見えて家事は得意なのです。私の伝説を知る人からは、尊敬の意をもって完全家政婦機関パーフエクトメイドアームズイリスちゃんと』


「うわ、一気にうさんくさくなったし！」


『……まあ一部脚きやく色しよくは入っていますが。とにかく、機械だってそういう夢は見るのです」


「なるほどね」


　──よかった、安心した。


　気軽に流すフリをよそおう裏で、シェルティスはこっそりと胸をなで下ろした。少なくとも未さ来きを考えている節は覗うかがえた。「もうダメです、さようなら」なんて悲観的な態度を取られるよりずっといい。


『ところでシェルティスは──』


　コトッ


　背後で物音が響ひびくや、機械水晶イリスが瞬しゆん時じに沈黙する。棚たなからコップを取りだした音？　ややあって、小刻みな足音が徐じよ々じよにこちらへと近づいてくる。


「モニカ？」


「……さすがだな。足音でわかるのか？」


「ただの勘かんだよ」


　ソファーごしにふり向けば、室内用のウェットスーツを着た彼女が片手にグラスを握にぎりしめて立っていた。


「ヴァイエルが夜中に自分から起きるなんて想像できないし、華宮カグラは自分の部屋にしっかり水とか持ちこんでるだろうからね」


「なるほど」


　くすっ、と口元をほころばせるモニカ。ソファーの左側にずれてやると、彼女も無言で空いた右側にそっと座りこんできた。


「今日の件のことだ」


　そう言われ────瞬時に思いだしたのは、厨ちゆう房ぼうで彼女が自分に迫せまった行こう為いのことだ。両手をこちらに伸ばして、唇くちびると唇が触れるほど顔を近づけて……


「ええと、イグニドのことでいいんだよね」


「それ以外にないだろう？」


　本人はさも当然と言いたげな表情だ。


「そういえば意外だった。僕、てっきりモニカに反対されると思ってたから」


「……反対できる雰ふん囲い気きじゃなかっただろう？」


　浮遊大陸オービエ・クレアそのものを脅おびやかす幽幻種。


　穢歌の庭エデンに繫つながるという扉とびら。


　巫女・春蕾シユンレイの返へん還かん。


「あれだけ聞かされて反対できるほど頑がん固こじゃないつもりだ」


　むす、と顔をしかめて腕うで組ぐみする彼女。


「むしろ私はお前の方が意外だった」


「どうしてさ？」


「だって、あの黒ずくめが全すべての元げん凶きようなんだろう。あんなのと即そく席せきチームを組むなんて、しかも即答だなんてわたしの方が耳を疑った」


「……うん。本当は絶対組みたくない相手だけどね」


　だが山ロ小ツ屋ジに来たのが別の異い篇へん卿きようだったのなら、そもそも話を聞き入れることすら迷っただろう。話の内容があまりに突とつ飛ぴすぎた。


　イグニドは噓うそをつかない。


　春蕾の返還だってそうだ。相手がイグニドだからこそ要求できたし、あの異篇卿が「返す」と言ったのなら疑いはない。


「幽幻種の存在はイリスから裏も取れてるしね。たぶん、そのセラの虚像とかいうのを倒すまでは向こうも何か仕し掛かけてくることはないと思う」


「……お人ひと好よしだな」


　やおら、隣となりに座る彼女が身体からだを斜ななめに傾かたむけて──


　その額をこちらの肩かたに押しつけてきた。


「モニカ？　だ、だいじょうぶ？　体調でも悪いのなら」


「……ばか」


　頭を押しつけた彼女がくすっと笑うのが伝わってきた。


「そうだ。目め眩まいがするんだ。だから…………少し、このままでいさせてくれ……」


「────」


　踊おどる暖炉の火の粉。


　ぱちぱちと歌声を上げる炎をどれほど見つめていただろう。


「……生きて戻ってきてくれ」


　かすれた声が、彼女の唇からこぼれ落ちた。


「相手が恐おそろしい幽幻種だというのは理解しているつもりだ。わたしが戦力という意味で力になれないのも潔いさぎよく受けいれる。だけどわたしは、お前の顔がもう二度と見れなくなるなんてことだけは絶対にごめんだ」


「戻ってくるよ」


「……本当に？」


「だいじょうぶ。ちょっと骨折とか大ケガしてるかもしれないけど、ちゃんと無事に帰ってくるから」


「何事も無いから無事というんだぞ。骨折も大ケガも無事じゃないぞ？」


「努力するよ。だからモニカも留守中はお願い」


　──この一件は天結宮ソフイアに報告しない。


　昼間のうちに部隊全員で話しあい、全員一いつ致ちで確かく認にんした決めごとだ。


　上層部に睨にらまれているシェルティス本人が、よりによって敵である異篇卿と協力するなんて知られるわけにはいかない。イグニドの説明では春蕾からセラの虚像の情報も伝わっているという話なのだから、こちらから報告する必要もない。


　万が一メイメルたちに伝わっていなかったとしても、今ここで伝えて混乱を煽あおるような真ま似ねは得策でない。彼女たちも塔とうの混乱を収拾するのに手て一いつ杯ぱいなのだから。


「わかってる。今までどおり定期報告だけにしておけばいいんだな」


「うん。いずれにせよすぐ戻もどるしね」


　明日の朝九時。


　異篇卿の手配した無人飛ひ空くう艇ていが到とう着ちやくする。それに乗ればセラの虚像の一体『アマデウス』の待つ浮遊島ラグーンまで二時間弱だ。イグニドとは現地での合流になる。


　──おそらく、セラの虚像との開戦は正午きっかり。


　長期戦にはなるまい。


　魔ま笛てきによる障しよう壁へきを突とつ破ぱして自分が双そう剣けんを叩たたきこむか、あるいは敵の攻こう撃げきに被ひ弾だんして自分が倒たおれるか。数分。早ければ十秒とかからずに決着する。


「頑がん張ばってこい」


「うん」


「……わ、わたしも…………ユミィに負けないよう勇気を出すから」


「え？」


「シェルティス、こっちを向いてくれないか」


　言われるまま真横の彼女にふり向いて。





　──わたしからのお守りだ。





　ほおに、何かがふれた。


　それは柔やわらかくて温かくて、ふわりと甘い匂においをともなっている何か。


　…………いまのって……


　……モニカ……の…………え、ええと…………


「わ、わたしだって初めてのキスなんだからな！　ありがたく受けとっておけ！……じゃ、じゃあわたしも寝ねるから。お前も早く寝ろ、明日が本番なんだから！」


「──────」


　全速力で逃にげるように走り去る彼女も、もはや目に入らなかった。


『シェルティス？　シェルティスってば』


「──────」


『あーあ、完全に思フ考リ停ー止ズしちゃった。まったくモニカってば、シェルティスみたいな免めん疫えきゼロの子に不意打ちパンチは致ち命めい傷しようなのに……』
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　空章　『ユミエル』







　　　　１





〝ノエシスが！　ノエシスがボクを庇かばって……幽ゆう幻げん種しゆに呑のみこまれた、の……〟





　見るだけで怖おぞ気け立つほどの魔笛に全身を蝕むしばまれながら、イグニドによって救出されたノイエにはかろうじて意識があった。


「お願い、お願いだよ！　ノエシスを助けて、お願いだから！」


「…………」


　泣きじゃくる蒼あおを前に、ナタラーシャは何一つ言葉を発することができないでいた。


　ノイエの全身に絡からみつく魔笛の禍まが々まがしさに耐たえるだけで精せい一いつ杯ぱい。


　幽幻種が人間を食らうなんて話も今まで聞いたことがない。幽幻種の体内でノエシスがどうなっているかもわからない状じよう況きようで、明確な答えを出せという方が無理だろう。


「ねえ、ねえナタラーシャ！　いつもみたいに『おやすいご用よ』って言ってよ！」


「…………っ」


「ねえってば、ねえ──」


　ノイエの悲鳴が絶ぜつ叫きようへと変わり果てようとした、その刹せつ那な。


「だいじょうぶ」


　魔笛に冒おかされた少年を抱だきかかえる者がいた。


「ノエシスは生きてる。私が────わたしが、必ずおノ姉エさシんスを助けてあげるから」


「……イグニド？」


　抱きしめられた少年の方が、信じられないといった表情で目を見開いていた。


「イグニド、なの？　声が？」


「こっちがわたしの本当の声っていったら、信じてくれる？」


　……その声。


　背後で一部始終を見守っていたナタラーシャとてノイエと同じ心境だ。なぜならその声は、女である自分から見ても紛まぎれもなく少女のそれだったから。


「…………あ……ああ……」


　部屋の隅すみで、着物調の法ほう衣えをまとった少女が声にならない悲鳴を上げた。


　春蕾シユンレイ・ピア・ヌクレネン。巫み女この第四位であり、その専属護衛レオンが負傷した虚きよをついてイグニドが連れ去ってきた人ひと質じちだ。


「…………その……声。…………なの？　ねえ、やっぱりあなたは…………」


「────」


　背を向ける黒ずくめの異篇卿は応こたえない。


「さしあたってノイエにとりついた魔笛の除去が優先か」


　薄うす暗ぐらい部屋に凜りんと伝わる声。


　鋼鉄さながらに鍛きたえあげられた全身を黒のロングコートに包んだ大たい剣けん使い。


　異篇卿の第一位、白銀アルマデル。ナタラーシャが知るかぎり最も強く最も自分に厳しく、ただ一人心からの忠誠を誓ちかった男だ。


「ノイエとノエシスは重界計画の中ちゆう枢すうだ。今ここで失うわけにもいくまい」


「もちろんです」


　そう答えた時には、既すでに空白イグニドの声は聞き覚えのある高テ音ノ男ー声ルに戻っていた。


「しばしお時間をいただきます。ノイエの魔笛は私の方で処理できるかもしれません」


「あら、初耳ね」


　ノイエを抱き上げる異篇卿に、ナタラーシャは眉まゆをつりあげた。


「沁しん力りよく術式は全ぜん般ぱん的に苦手なのではなくて？」


「苦手なのは繊せん細さいなコントロールが必要な領域系と結界系ですよ。洗礼系は何も考えずただ思いきり発動すればいい代しろ物ものなので、それと比べればだいぶマシです」


　くすっ、と意味深な笑えみをうかべて踵きびすを返す当人。


　……やっぱり普ふ段だんのイグニドよね？


　一いつ瞬しゆんだけ別人のように感じた気配、あれはわたしの気のせいということ？


「さあノイエ、奥の部屋へ」


「……いい」


　抱き上げられた少年が、かろうじて動く眼球だけでこちらを見つめてきた。


「先に……ノエシスのことを伝えて」


「ですが」


「これくらい痛くない……普段の『調整』の方がずっと辛つらい。…………ノエシスがいない方がずっとずっと苦しいから……」


　常人ならばものの数秒で常じよう軌きを逸いつしてしまうであろう魔笛の激痛。十歳にも満たない少年がそれに抗あらがう姿は、たとえ巫女であっても自らの目を疑っただろう。


　セラの虚きよ像ぞうの魔笛に、たとえ一時的であっても抗うことを可能にする精神力。


　異い篇へん卿きようの第六位に指名された証あかし。この双ふた子ごこそ、自分たちの最終計画『重界』の中枢を担になう人材なのだから。


「本当に必要な情報だけを抜ぬきだして話せ。それなら数分で足りるだろう？」


　淡たん々たんと告げるのはアルマデル。


「わかりました。では…………」
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　──あれから、もう十八時間が経過してるのね。


「仮か眠みんはとれたかしら」


「…………」


　返事はない。


　ナタラーシャが見つめる先で、黒くろ髪かみの巫女はじっと部屋の隅にうずくまって両りよう膝ひざを抱かかえたままだ。イグニドによって囚とらわれて以来ずっとそう。


「体力は浪ろう費ひしていない？　という意味で聞いたのだけど」


「…………」


　本当、ノイエとノエシスに負けず劣おとらずの人見知りね。


　──領域系の術式は、言うなれば知覚と聴ちよう覚かくを世界の隅々まで行きわたらせる力。


　──心を閉とざした人間ほど領域系の術式に長たけているというのは、面おも白しろい。


「まあでも、食事は最低限とってると聞いたから安心したわ」


　天鵞絨ビロードのソファーに深々と腰こしかけて、ナタラーシャはその長い足を組みかえた。


　大だい胆たんなスリットが入ったワンピースゆえ太ふと股ももの際きわどい部分まで見えそうになるが、この場に男はいないから気にしない。


「それとも今は、私が捕虜あなたを見張ってるから警けい戒かいしてる？」


　……なーんちゃって。


　心にもない言葉を口にする裏で、ナタラーシャは失しつ笑しようにも近い感情を抱いだいていた。


　春蕾は念話と遠視の達人だ。


　自分はといえば攻撃的な術式に特化したせいで領域系は二流以下。黄マ金ハも似たようなものだし鈍色ベルトマーも不明。ノエシスがセラの虚像に呑みこまれ、ノイエが精神不安定になっている今、春蕾の念話を止めることも内容を傍ぼう受じゆすることもできない。


「────」


　うつむいて顔を合わせようとしない少女を穴が空くほど見すえる。


　そう、それでいい。


　……ねえ巫女サマ？


　……うずくまっているのは、念話に集中しているのを悟さとられないためなんでしょう？


　唇くちびるに現れた小さな小さな苦笑をぬぐいさる。


「でもね巫女サマ？　こう見えて私たち、あなたに害を与あたえる気はないの。それはイグニドからもさんざん聞いたでしょう？」


　……もう、とっくにセラの虚像の情報も天結宮ソフイアに伝えてるのでしょう？


　……ここまでは見こみ通りに進んでいる。


　異篇卿がセラの虚像を潰つぶす──より正確にはノエシスを救出する──ために動くと知れば、天結宮ソフイアとてこの好機を逃のがす理由はない。


　黒竜アマデウスをイグニドたちが倒たおす。


　巨蛇ミクヴエクスを残りの異篇卿で足止め。


　聖者ヘケト・ラスパ、これを狩かるために天結宮ソフイアが動くはず。


　──ノエシスの救出とはいえ、全三匹びきを相手取ればこちらが疲ひ弊へいする。


　では黒竜アマデウスに異篇卿を集中できるかといえば、それもできない。残る二体が黒竜アマデウスの加勢にやってくる可能性が考えられるからだ。イグニドが黒竜アマデウスを相手取っている間、残り二チームが別の二体の注意を引きつけなくてはならない。


　とどのつまり、天結宮ソフイアと統とう政せい庁ちようの合同チームが聖者ヘケト・ラスパを倒そうと倒せまいと異篇卿じぶんたちにとって問題ではない。聖者ヘケト・ラスパの足止めさえしてもらえばそれでいい。


「ねえ巫女サマ」


「…………春蕾」


　ぼそりと、うつむいていた少女が唐とう突とつに顔を上げた。


「…………巫女様っ……て言うの、……偉えらそうに見えるから、やめて」


「あらごめんなさい？　それなら春蕾サマでいいかしら？」


　これは意外な反応だ。


　よほど勇気を振ふり絞しぼっての一言だったのだろう。詰つまりながらも、訂てい正せいを求める口調は決して弱くない。


「あなたがそれくらい気き丈じようだとこっちも助かるわ」


「…………」


「アルマデル様から聞いたでしょ？　あなたにも同行してもらうわ、ここで巫女の力を使わない手はないものね。もちろん天結宮ソフイアも動くでしょうし」


「…………」


「覚かく悟ごをお決めなさい。セラの虚像を倒さなくては浮遊大陸オービエ・クレアもお終しまいなんだから」


「…………レオン」


「ん？」


「…………あの人、レオンを傷つけた……なのに、わたしに一いつ緒しよに戦えって……」


「それ、あなたの千せん年ねん獅しが弱かったからではなくて？」


　睨にらむような上目づかいの少女の視線を、ナタラーシャは真っ向から受けとめた。なるほど、口数の少ない言葉と真逆で怒いかり混じりの視線は驚おどろくほど饒じよう舌ぜつだ。


「…………レオンは弱くない」


「じゃあ言いかえるわ。アルマデル様が強すぎただけ。孤こ高こうで、一いつ切さいの歪ゆがみもなくどこまでも自分を貫つらぬく覚悟。あの方こそ真に浮遊大陸オービエ・クレアを代表する大たい剣けん使いよ」


　だからこそ惹ひかれる。


　だからこそ自分も、命のかぎり寄りそうことを誓うのだ。


「ナタラーシャ」


　不意に。扉とびらの外から男の声。


「準備は？」


「万ばん全ぜんです。いつでも全力で燃え上がりますわ」


「ならば三十分後に出る。ほかのメンバーとは現地で合流だ」


「心得ましたわ」


　扉の外──誰だれより情熱と忠誠を傾かたむける男に一礼し、ナタラーシャは背後の少女に軽く肩かたをすくめてみせた。


「聞いたでしょう？　死にたくなければ全力で私たちを支し援えんなさい。あなたができることは異篇卿を支援すること。それだけが唯ゆい一いつ、あなたが生き残れる希望になる」





　セラの虚像『ミクヴェクス』討とう伐ばつチーム。


　異篇卿『白銀』アルマデル、異篇卿『真紅』ナタラーシャ、春蕾────結成。





　　　　２





　生ビ態オ生ト育ー野プ・フェルンの棘とげ森もり。


　ぱちぱちと音を生み、小さな小さな炎ほのおが暗くら闇やみの中で弾はじけて消えた。


「…………」


　大樹と大樹が交こう互ごに倒れて積み重なった天然のテント、その小さな空間の中央に枯かれ木をくべて焚たき火を起こす。倒れた巨きよ木ぼくに浅く腰かけて、イグニドは弾ける火花をじっと見つめていた。


「落ちつきましたか？」


「……さっきよりは」


　そう答える蒼あおの少年。その姿は焚き火の前になく、その小さな天然テントの隅すみ──凍いてつく風と吹雪ふぶきが吹ふきこむ入口にあった。


「────」


　髪かみの毛や肩、薄うすい白衣にまとわりつく雪の結けつ晶しようたち。その冷気によって氷のように冷えきった唇は紫むらさきに染まり、血の循じゆん環かんがにぶった指先は病的なまでに真っ白だ。


　……常人が見れば常軌を逸した行動なんでしょうが。


　……あいにくこれがノイエとノエシスの日常ですからね。


　心こころ鎮まもり。


　自らの肉体を極限の苦痛にさらしてなお、沁力を形成するための意識は保ち続ける──天結宮ソフイアの巫み女こたちも日常的に行っている訓練だ。ただし塔とうの場合は最新の科学技術によって準備された環かん境きようで。


　今、ノイエはそれを自然環境で実じつ践せんしていることになる。


「日が昇のぼったら作戦決行です。そろそろ休んだ方がいいのでは？」


「もう少し……まだだよ。まだ足りない」


　修しゆ行ぎようが、ではない。


　セラの虚像との戦闘想定シミユレーシヨンを脳のう裏りでどれだけ描えがいても、自分が勝てるイメージが湧わかない。ノエシスを奪だつ還かんできる気がしないのだという。それがノイエを強きよう迫はく観かん念ねんのごとく追いつめ、こうも過か酷こくな訓練へ陥おとしいれているのだ。


「ノエシスの信号は？」


「……まだ、微び弱じやくだけど感じる。幽ゆう幻げん種しゆの体内でノエシスは生きてる」


　眠ねむり子。


　千年前の世界に端たんを発する『重界』計画。ノイエとノエシスはその計画の実行者として生まれ、そして千年後の今まで眠り続けてきた姉弟きようだいだ。


　二人で一人。


　一枚の鏡によって映しだされた実像と虚きよ像ぞうさながらに、どちらかが欠けるということはありえない。ノイエとノエシスだけが有する共鳴感知によって、二人は互たがいの波長を感じ、その心的状じよう況きようを共有することができるとされている。


「生きている、というより生かされているのでしょうね」


「……うん」


　セラの虚像と最初に対たい峙じした人間が、実はこの姉弟だった。





〝ノイエ、逃にげて！〟





　勝つことも逃げることも不可能。


　そう悟った姉ノエシスが弟ノイエを逃がし、一人で黒竜アマデウスへと挑いどんだのだという。弟ノイエを遠方に逃がすことには成功したが、自らが黒竜アマデウスに呑のみこまれ囚とらわれの身となった。


「ノイエ、あなたとノエシスによる最終結界が発動すれば、穢歌の庭エデンは氷結鏡界と同等以上の結界によって封ふうじこめられることになります」


「そうだね」


「セラの虚像もそれを知っている。ノエシスをわざわざ呑みこんで捕とらえているのは、弟あなたがお姉さんを救出しようと再びやってくることを狙ねらっているから。危険因子をおびき寄せて一いち網もう打だ尽じんに潰すためです」


「わかってる」


　頭の先から雪をかぶりながら、少年の返事は涼すずやかだった。


「……そういえばアレ。シェルティスってお兄ちゃんには言わなかったね」


「穢歌の庭エデンの扉が、三体のセラの虚像のうち一体でも倒せば消しよう滅めつすることですか」


「うん。どうして？」


「確証がないからです。不確定の情報を伝えてぬか喜びさせるより、最悪の仮定を伝えておいた方がいい」


　これは人類と幽幻種の精せい鋭えいがぶつかる全面戦争。


　一体を異い篇へん卿きようチームが。


　一体を天結宮ソフイアと統政庁の連合チームが。


　一体をイグニドとシェルティスたちが討伐する。


　天結宮ソフイアも統政庁も、浮遊大陸オービエ・クレアを救うためにはセラの虚像三体を全すべて倒す必要があると考えていることだろう。しかし穢歌の庭エデンの扉そのものは、どれか一体を倒した時点で即そく座ざに消滅する。それがノイエとイグニドが熟じゆく慮りよのうえに描いた推測だ。


「あれだけ強力な幽幻種が三体も浮ふ上じようしたんだもん、絶対に意味があると思う。穢歌の庭エデンの扉はきっと……三体が揃そろってはじめて完成するものだから」


「私も同感です。が、それを証明するものが何一つない状況ですからね」


　理想は三体のうち一体に戦力を集中することだろう。


　が、敵の魔ま笛てきと能力がわからない現状でそれはできない。集中した戦力全員が敵の罠わなにかかって全ぜん滅めつという最悪のシナリオだってありえるからだ。


「全滅の危険を冒おかしてまで戦力を集中するとすれば、『一体さえ倒せばいい』という推測に確証を得てからのことでしょう。それまでは、どれほど過酷な戦いであっても一チームごとにセラの虚像と戦う必要があるわけです」


「────」


　誰が犠ぎ牲せいになるかわからない戦い。それを理解しているからこそ、ノイエは今も心こころ鎮まもりの業を続けているのだ。


「ノイエ、あなたはまだ若い。セラの虚像の魔笛を浴びたことで体調だって万全ではないでしょう。この戦いは私たちに任せ、拠きよ点てんで休んでいてもいいのですよ」


「アルマデルにも同じ事言われたよ」


「その時は何と？」


「絶対にいやだ、って……」


　表情をくしゃくしゃにする少年の肩が、小さくふるえた。


「……だって、ノエシスが捕つかまってるんだよ？　ボクのたった一人の家族なんだよ？」


「────」


「ボクは、ノエシスがいなきゃ……だめだもん。ボクたちは二人で一つだから。一人で生きるなんてできないもの」


「────」


「一人っきりになるくらいなら、ボクは……ボクだって…………」


　紫に染まった唇くちびるがそれ以上の言葉を紡つむぎだす前に。





「そうね。あなたの言うとおりだと思う」





「一人で生きていける人間なんて、いない。私…………わたしだって同じだもの」


　イグニドは────イグニドと名乗る「その人」は、冷えきったノイエの身体からだを有う無むを言わさず抱だきよせていた。


「イ、イグニ……ド？　苦しいよ」


　わずかに身じろぎする少年を、さらに力をこめて抱きしめる。


「でも、そのぶん温かいでしょ？」


「…………」


　答えは沈ちん黙もく。


　それ以上何も言わず、少年はただじっと「その人」の腕うでに身体を預けていた。


「わたしがいてあげる。お姉さんを助けるまで、わたしが誰より近くにいてあげる。……だからお願い、決して自分を一人だと思わないで」


　そう告げる声には安らぎがあった。たった二人の姉弟だけで生きてきたノイエにさえ、出会ったこともない母の面おも影かげを想像させるほどの安らぎが。


「どうしてイグニドは……」


「ユミエル」


「え？」


「わたしの本当の名前。まだ誰だれにも教えてない秘密の名前、特別に教えてあげる。おノ姉エさシんスを助けられたらおノ姉エさシんスにも教えてあげて」


　そう言って彼……いいえ、仲間である異篇卿からも彼と思われていた「その人」が口元に人差し指をあて、そして。


「わたしたちだけの秘密だよ？　まだシェルティスにも言ってないんだから」


　彼女ユミエルは、淡い黄金色オフゴールドの髪をなびかせて微笑ほほえんだ。
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　第三章　『楽園より浮上したもの』







　　　　１





　三つの島がトライアングル状につながる浮遊ラグーン諸島。


　闇やみ夜よに紛まぎれる夜色の飛ひ空くう艇ていが、その一つに着陸して────





「さてと、まずは無事に到とう着ちやくできたことを喜ぶべきかしら」


　飛空艇の舷梯タラツプから軽かろやかに飛び降りて、ナタラーシャは自らが立つ大地をじっと見下ろした。土がやわらかい。それも腐ふ葉よう土どのようにグニャグニャだ。


　違い和わ感かん。


　下調べの段階だと、この浮遊島ラグーンは比ひ較かく的てきしっかりした土ど壌じようのはずだったのに。


「…………土が腐くさりかけてる」


　おそるおそる舷梯タラツプを降りてくる法衣姿の巫女。


「…………うっすらとだけど、島全体が魔笛結界に覆おおわれてる。結界の内部にいるだけで少しずつ侵しん食しよくされる」


「ああ、そういえばイグニドが言ってたわね。これが魔笛結界、へえ」


　真夜中のせいで気づきにくかったが、大気に満ちるこの霧きりは間ま違ちがいなく幽幻種の魔笛。気温は低くないのに背筋に寒気を感じ、呼吸するだけで息苦しさを覚える。


「どうしますアルマデル様？」


「日の出まであと一時間といったところか」


　浮遊島ラグーンの端、切りたった断だん崖がいの縁ふちから夜色の空を見つめる大たい剣けん使い。その手には既すでに、自らの背せ丈たけをも上回る巨きよ大だいな大剣が収まっている。


「ほかの連中は？」


「ベルトマーから『手て筈はずどおりに』との連れん絡らくを受けていますわ。合流は二時間後を予定。待ちます？　それとも先に進みます？」


　……この魔笛結界が厄やつ介かいね。


　セラの虚きよ像ぞう三体で構築するという魔笛結界。


　ナタラーシャはこれをもっと局所的なものかと予想していた。


　しかし実態は、浮遊島ラグーン三つをくまなく覆ってしまうほど巨大な領域。その内部は魔笛が渦うず巻まくように偏へん在ざいし、土壌と植物が急速に枯かれつつある。人間がこの結界の内部に長期間いれば当然に悪あく影えい響きようも出るだろう。


　ベルトマーの合流を待つか？


　それとも、魔笛結界がこれ以上強化される前にセラの虚像を叩たたくか？


「ベルトマーほどの戦力が欠けるのは惜おしい」


「それでは待機と。なら、こちらも沁しん力りよく結界を展開しますわ。この魔笛結界内に無策で留とどまるのは危険でしょうし」


「ナタラーシャ、余計な力は使わなくていい。戦せん闘とう前の消費は抑おさえろ」


「ですが……」


「結界なら適役がいる」


　アルマデルが横目で見すえる先は自分でなく、その後ろに立つ巫み女こだ。


「巫女の第四位、春蕾シユンレイ・ピア・ヌクレネン。最年少の若さで巫女になったというその技量、お手並み拝見といこう」


「…………」


「氷結鏡界を祈いのる巫女だ、沁力結界はお手の物だろう？」


　視線の交こう叉さ。


　互たがいに互いを睨にらみつけ────ややあって、先に溜ため息いきを漏もらしたのは少女の方だった。


「…………必要範はん囲い」


「半径十五メートル。俺たち三人が自在に動ける広さがほしい」


「…………承しよう諾だく」







【Lin我、Endes pel万象連ネOn Nes祝詞ヲ開放】







　少女の全身から光の粒りゆう子しが立ちのぼる。


　直後、蒼あお色に輝かがやく光の糸が無数に折り重なって輪を描えがき、彼女の周囲を眩まぶしいまでに照らす結界となって展開した。


「さすが春蕾サマ、早くも役に立ってくれて嬉うれしいかぎりですわ」


「…………」


「あらご機き嫌げんななめ？　でもこれ、私けっこう本気で言ってるんだけど」


　沁力結界に包まれた領域で、大気がみるみる浄じよう化かされていくのがわかる。


　足あし下もとの土壌も本来の強度を取り戻もどしているし、植物に付着していた紫むらさき色いろの霧も千切れて蒸発した。


　──魔笛結界はまだまだ範囲と濃のう度どを増していく。


　──この先、生身の身体で魔笛結界に留とどまるのはかなり危険ね。


「イグニドチームにはノイエがいるから問題ないとして、期待の天結宮ソフイアチームに沁力結界を展開できる人員がいるかしら？」


「そこまで烏う合ごうの衆しゆうというわけでもあるまい」


　結界の範囲外、沁力の光も届かない夜の樹林を睨みつけるアルマデル。


「俺にとっては日の出までの暇ひまつぶしの方が喫きつ緊きんの課題だ。合流までに島の探たん索さくでも……そう思っていたが」





　……ずっ……ずずずっずっっっ……ずずずずずずずずず…………！





　樹海の茂しげみから何かが這はいずり出てくる。


　見るだけで生気を奪うばわれかねない奇き怪かいな霧をまとった怪物たち。その這いずった後の地面が、草も花も、土壌も何もかもが腐ふ敗はいし紫色に朽くちていく。


　それが一体や二体ではない。


　樹海の端はしから端まで、そこら中の木々の陰かげから同形の獣けものが現れる。


「あら困ったわぁ。私の美び貌ぼうってばとうとう幽ゆう幻げん種しゆも虜とりこにしちゃったかしら」


「…………うそ、この小さな島にこんな数」


　怯おびえた形相で幽幻種と向かいあう春蕾。結界で穢歌の庭エデンを凍とう結けつしている彼女からすれば、これだけの幽幻種が浮遊大陸オービエ・クレアにいること自体信じられないことなのだろう。


「イグニドの話の裏付けがとれたわけだ」


「ええ。まったく面めん倒どうな話ですわ。せっかくアルマデル様と真夜中のデートができると思ったのに」


　セラの虚像たちが開こうとしている扉とびらは、既に開きつつあるというわけだ。


「巫女、一つ聞いておく」


　視線は眼前の敵を睨みつけた恰かつ好こうで、アルマデルが名指ししたのは春蕾だった。


「目の前のこいつらがここまで来た件、お前はこの接近を察知できなかったのか？　それとも察知したはいいが黙だまっていたのか？」


「…………前者」


「領域の巫女と謳うたわれるお前がか？　遠視で容易に察知できると思うがな」


「…………遠視が魔ま笛てき結界に妨ぼう害がいされる。幽幻種の魔笛が結界の魔笛とまざりあって、どれが幽幻種の魔笛かわからない」


　──地味に面倒ねぇ。


　その意味するところを察し、ナタラーシャはこれ見よがしに嘆たん息そくしてみせた。


「敵の位置も数も把は握あくできない。一方であちらは私たちの沁力を目印に集まってくる。不公平もいいところだわ」


　事態はイグニドの予想以上に悪い。となれば、セラの虚像に呑のみこまれたというノエシスも……


「ノエシスの救出も急いだ方が良さそうですわね」


「それはイグニドに一任している。俺たちは予定変へん更こうだが、なに、時間が多少早まっただけのことだ」


　ゆらりと大剣を掲かかげる白銀アルマデル。


　その横に並び立ち、ナタラーシャは優ゆう雅がな仕草で指を打ち鳴らした。


「準備運動、始めましょうか」


　ぱちっ──指先に灯ともった火の粉が虚こ空くうで弾はじけ、大きな炎ほのおへと生まれ変わる。その炎もまたすぐに弾け、そこからさらに巨大な炎の渦うずが具現化していく。


　轟ごう！


　噴ふき上がる炎の柱、無数に放たれる火の粉たち。


「大人の遊びを教えてあげる。おいで、黒く穢けがらわしい坊ぼうやたち？」


　雑ざ魚こに用はない。


　目指すはセラの虚像ただ一体。





　セラの虚像『ミクヴェクス』討とう伐ばつチーム。


　異い篇へん卿きよう『白銀』アルマデル、異篇卿『真紅』ナタラーシャ、春蕾。


　──開戦。
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「ユミィ様、緊きん張ちようしてらっしゃいます？」


「ひゃっ!?」


　突とつ然ぜんに真後ろから呼びかけられ、ユミィは飛空艇の座席上で小さく跳はねた。


「く、くくく黒くろ猫ねこさん？　どうしたんですかいきなり」


「これをどうぞ」


　にやにや笑いの彼女が差しだしてきたのは……棒付きキャンディー？


「リラックス用です。ずいぶん肩かたを強こわばらせていらっしゃったようなので」


「何か特別な成分でも入ってるんですか？」


「いえいえ、普ふ通つうのキャンディーですよ。材料は統とう政せい庁ちようの島で採れた果くだ物ものを使ってますが、どこの屋台でも売ってるお土産みやげです」


　……はて。


　それがなぜリラックス用なんだろう。


「あの……わたし一応もう十七ですし、キャンディーをもらっても」


「子供も大人も、何かを咥くわえていると安心するのは同じなんですよ？　子供でいえばおしゃぶりですが、大人の煙草たばこもそういう効果が少なからずあるんです。ユミィ様はお煙草は吸わなそうですし、キャンディーかなって」


「……なるほどです。じゃあ、お言葉に甘えて」


　包装紙を破いて中のキャンディーを取りだしてみる。透すきとおった黄金色の飴あめ。おそるおそる一舐なめ。


「あ、……お、美お味いしいです。甘過ぎなくて少し酸味があって」


「良かった。ではごゆっくり」


　後ろの座席へ戻っていく彼女。


　──黒猫さん、前にあった時と全然イメージが違ちがう。


　──役やく所どころに合わせてって言ってたけど、服装はできるとしても表情も口調も本当に別人みたい。


　第九ヒユーイツクに連れそっていた時は黒のスーツを着こなした寡か黙もくな女性だったけど、今は軽装のシャツにミニスカートという派手な出いで立ちだ。なにより、今の彼女はどこまでも明るく気さくな印象を醸かもしだしている。


「…………ふぅ」


　胸いっぱいに息をすいこんで、そして吐はく。もう無理というところまで息を出しつくしたら、また胸いっぱいに深呼吸。


　良くない良くない。


　悪いことばっかり思いだしちゃうのは悪い癖くせだ。自信をもとう、誰だれも浄化できなかったＳベクター第八種の魔笛を浄化できたのはすごいことなんだって。


「変わった精神訓練であるな」


　大山を思わせる重みを宿したその声は、後部座席の方向からだった。


「大きく息を吸ったり吐いたり。巫女殿どの、それは何の修しゆ行ぎようであるか？」


　腕うでを組んで床ゆかにあぐら座りになった大男だ。飛ひ空くう艇ていの通路を塞ふさぐかのように陣じんどっているのは、どうにも座席が小さすぎて窮きゆう屈くつだったかららしい。


「巫女の秘伝とお見受けするが」


「い、いえいえいえ！　ただの深呼吸です、……緊張しちゃってて」


「なるほど。しかし安心召めされよ。我わが輩はいの目の黒いうちは、幽幻種など指一本触ふれさせないのである。不ふ肖しようゼアドール、長きにわたる聖せい廊ろうの守護者として侵しん入にゆう者の突とつ破ぱを許したのはただの一度────ぶおっ!?」


「それ以上は機密事じ項こうですゼアドール様」


　第一ゼアドールの後頭部を思いきり鉄てつ扇せんで打ちすえた黒猫がにんまり笑え顔がお。


「むぅ、そうだったであるな。感謝する黒ク猫ロ」


「いえいえ」


　……あ、頭。すごい音したけど平気なのかな。


　ゼアドールの巨きよ体たいが一いつ瞬しゆん宙に浮うくほどの一いち撃げきを見み舞まった彼女本人はいたって平静、叩たたかれた本人もまるで気にせぬ顔だ。


「でも良いタイミングだったかもしれません」


　天てん井じよう部のモニター画面を見上げて黒猫。


　あれほど柔にゆう和わだった表情はいつしか姿を消し、今はその双そう眸ぼうが、針のように細くするどく絞しぼられている。


　──飛空艇の真下を映すモニターに現れた樹海。


「浮遊島ラグーンの上空です。これから降下ですのでゼアドール様もそろそろシートベルトを」





　…………禁断水すい晶しようの沁力は……お前か？





　────ぞくり。


「下がって黒猫さん！」


「え……」


「飛空艇が狙ねらわれてる！　管制官、艇の自動操作を切って高度を上げて！」


　客室の最前列にある通話機へ飛びついた。


　艇を遠えん隔かく操作しているはずの管制官に直接通話をつなぎ、相手の応答も待たずにユミィは声を張り上げた。


「早く、管制────きゃっ!?」


「失礼ユミィ殿」


　丸太並に太い第一ゼアドールの片かた腕うでに抱だき上げられた。


「な、何を」


「どうやら遅おそかったようである」


　片腕で自分を抱かかえ上げたまま、空いた片手で器用に非常扉の施せ錠じようを解除する大男。


「この飛空艇は墜つい落らくする」


　飛空艇の後部座席が、まるで水銀のようにドロリと溶とけた。ぐらりと傾かたむくや、地表へと凄すさまじい勢いで機体が落下していく。


「……魔笛による狙そ撃げきですね。着ちやく弾だんしたことすら気づかせないとは」


「それほどの強敵である。なに、ここまで来れば後は降下するだけよ」


　非常扉を蹴けり開けて、そこから眼下の光景を見下ろすゼアドール。


「え、あ、あのぉ……パラシュートは？」


「不要である。いくぞ黒ク猫ロ」


「はい」


　ふわりと、自分を抱かかえる大男の身体からだが浮いた。


「っ!?」


「目を閉じるがいいぞ」


　声にならない悲鳴が喉のどからもれる。


　高度十数メートルからの自由落下。この大男の体重で落下した場合にどれほどの衝しよう撃げきとなるかなんて想像したくもない。


　自分とゼアドール、二人一いつ緒しよに衝撃で全身骨折の現実が目の前に…………


　とさっ。


　ゼアドールの爪つま先さきが草を踏ふみつける微かすかな音が聞こえて、それだけだった。地面に衝しよう突とつする激しい墜落音もなければ、全身がバラバラになるほどの衝撃も皆かい無む。


「……すごい」


　落下した際の衝撃のほとんどを膝ひざで受けとめ、抗あらがうどころか受け流して分散させた。最新の緩かん衝しよう材ざいも比ひ較かくにならない柔じゆう軟なんで強きよう靭じんな筋肉繊せん維い。


　今の着地だけでこの男の力量が推おし量れる。それほどの離はなれ業わざだ。


「降りるか？」


「え、は、はい！」


　雑草がまばらに生えた大地に降ろしてもらう。


　……これは。


「どうしたであるか」


「この地面、魔ま笛てきに侵しん食しよくされてます」


　爪先に力を入れた途と端たん、靴くつの先がずぶずぶと地中に潜もぐりこんでいく。感かん触しよくとしては泥どろに近いが、足の先から伝わってくるこの悪寒は……。


　──春蕾シユンレイから聞いていた魔笛結界？


　予想以上に範はん囲いが広い。それに今は微び弱じやくだけれど、これがより強い結界になれば人間への侵食も相当に強いものになる。


「お二人は平気ですか？」


「ゼアドール様はまず問題ないでしょう。聖域術式……言ってしまえば全身を沁しん力りよく装そう甲こうで覆おおっていますし、天性の打たれ強さも相まって防ぼう御ぎよ機能は一級です」


「……そういう黒猫さんは」


「この靴も服も、裏生き地じに沁力の刻こく印いんが付ふ与よされた戦せん闘とう衣いですから」


　白地のハイヒールを指さす黒猫。


「あとはほら、これ」


　シャツの胸むな元もとをわずかに開いたその奥。ほんのり薄うす紅べに色いろの肌はだの表面に、蒼あお色に輝かがやく複雑な文様が刻みこまれていた。


「刻印儀ぎ礼れい？　統政庁でもそんな技術が？」


「メイメル様です。昨晩呼びだされまして、服や靴に付与するより自分の身体に押しつける方が段だん違ちがいに効果があると。まあ本当に肌の一部ですけどね」


「……すごく痛いって言われませんでした？」


「痛かったですよ。局所麻ま酔すいも効かないし、痛さに耐たえようと歯を食いしばった拍ひよう子しに舌まで嚙かんじゃう人がいるとかで、口にタオル嚙まされて涙なみだぼろぼろ流しながらの施せ術じゆつでした。痛くて泣いたのなんか久しぶりです」


　苦く笑しよう気味に肩をすくめる彼女。けれどそれが、本当は苦笑なんかで済ませられないくらいの苦行であることをユミィは誰より知っていた。


　──本当なら数日がかりで一センチずつ刻印を刻んでいく術式だもん。


　──メイメルも彼女も、きっと相当に無茶を押しての施術だったんだよね。


「どうかされましたかユミィ様？」


「いえ……わたしもお二人に負けないようにって思っただけです」


　統政庁の二人は、命を顧かえりみず助力を名乗り出てくれた。


　メイメルがそれに対し刻印儀礼という秘術で応こたえたように、わたしも自分のありったけを、自分にできる全すべての秘術と儀礼を出しつくそう。


「────来た」


　入り組んだ樹海の茂しげみの奥。


　夜の帳とばりにも似た暗がりに爛らん々らんと輝く奇き怪かいな眼光。一いつ対ついの視線が一つ、二つ……茂みの端はしから端までを埋うめつくす。


「飛空艇を狙撃したのはこやつらか」


「しかし数が多いですね。ゼアドール様、幽ゆう幻げん種しゆとの戦いは不慣れなんだから無理しないでくださいよ？　少しずつコツを摑つかんでいってください」


　鉄扇を取りだす黒くろ猫ねこ。


　そんな彼女を手で制し、ユミィは単身目の前の怪物たちへと歩を進めていった。


「お二人はまだ力を温存していてください」


「っ!?　ユミィ様!?」


「セラの虚像に見られてます」


　手の内はできるかぎり隠かくしておきたい。ならば、どうせ見せるなら見せつける。そう、どんなに見られたって対処も対策もできない力押し。


　単純極きわまりない一撃。


　けれど至高の一撃を見せてやる。





〝わたしは、わたし。あなたの沁力ちからの行きつく姿、あなたの可能性のその先にある存も在の〟


〝あなたに禁断水晶わたしの力と、そして『約束の地ツアラベル』への扉とびらを委ゆだねます〟







【ele SoわたしにPhi-a-sできるArma-Riris全ての願いを……】




　開放序詞。


　それはまぎれもなく、自分に宿った力の扉を開放する言こと霊だまなのだから。


　──禁断水晶の力を上乗せするイメージで。


　舞まい上がる緋ひ色いろの光。無数に散らばった光の粒りゆう子しが一瞬で光の奔ほん流りゆうにまで膨ふくれあがり、浮遊島ラグーンに光が満ちる。


「むうっ。これは噂うわさに違たがわぬっ！」


「……これが巫み女この沁力術式、初めて見ます」


『──────っ！』


　地面も大木も、触ふれるものすべてを腐ふ食しよくさせて侵しん攻こうする幽幻種はかりえぬもの。


　ただ一つ明確な敵意だけをその身に纏まとった獣けものたち。静まりかえる浮遊島ラグーンに、奇き妙みような呪じゆ詛そが一いつ斉せいにこだました。





Oe/ Dia =■■、■U xeph cley,……■■、Di shela■■■、teo phes kaon……■……■■





「魔笛……っ！」


「ぬ、多勢に無勢とは」


　──大だい丈じよう夫ぶ。


　反射的に身構える二人を微び笑しようで制し、ユミィは空中にただよう光の一ひと粒つぶを指先ですくいとった。その輝きを宿した腕うでを高々と天上へと掲かかげる。


　──これが、わたしからの宣戦布告！







　Yu/ Se =C clar──世界にfears valen祈り満ちる時、r-miel noi I.わたしは歌う







　光が満ちた。


　ふりそそぐ緋色の福音が魔笛の輝きを打ち消し、幽幻種の展開する魔笛障しよう壁へきを割り砕くだき、最後に幽幻種自身をも陽光の中に消しよう滅めつさせていく。


　浄じよう化かされた土と植物、そして大気。


　……シェルティス、どうか見守ってて。


　……わたし頑がん張ばるから。頑張って、生きて帰るから。


「うむ、天あつ晴ぱれ」


　腕うで組ぐみしたゼアドールが、初めて満足そうに頷うなずいてみせた。


「見事である。うら若き女によ人にんという印象であったが、まこと噂に違たがわぬ豪ごう傑けつと言えよう。さすがは巫女殿どの」


「あ、ありがとうございます……と、とにかく先に進みましょう！　幽幻種がこんなにいるってことは穢歌の庭エデンの扉も開き始めてるってことだと思うんです。早くセラの虚像を探しだして倒たおさないと」


「同意です。が、無用な客人にはお帰りいただきましょう」


　音もなくきびすを返し、黒猫が手にした鉄てつ扇せんで背後の茂みへと突つきつける。


「そこの者、出てきなさい」


「…………」


「黙だまってやりすごせるとでも？　五秒待ちます、応じなければこちらも相応の対応をとります。五──」


「…………待……待っ、て」


　あまりに早く、言った黒猫自身が眉まゆをひそめるほど相手の返事は早かった。


　……この風ふう鈴りんのような儚はかない声、わたし聞き覚えがある。


　……うそ、まさか。


「春蕾シユンレイ!?」


　そこかしこに葉や枝を付着させた法ほう衣えがまず見えて。次の瞬しゆん間かん、ユミィの目に飛びこんできたのは小こ柄がらな黒くろ髪かみの少女だった。


「うそ。ねえ、本当に春蕾なの？」


「…………ユミィ」


　ふらふらと地面に膝をつく彼女。


「…………ユミィ、本当に……ユミィでいいの？……イグニドは」


「ん？　えっと、よくわからないけどほら、ちゃんとわたしだって」


　その手をとって立ち上がらせて、ユミィは春蕾を力いっぱい抱だきしめた。


「よかった、無事だったんだ！　メイメルがね、春蕾も浮遊島ラグーンに来てるかもしれないからって言ってたんだよ」


「…………ユミィ、苦しい」


「だーめ、心配させたバツなんだから」


　ほっとした。


　春蕾の安全がわかったというのが一番。さらにいえば、この先でセラの虚像と戦う時に春蕾がいてくれるというのもすごく心強い。


「黒猫、この娘むすめも巫女殿であるか？」


「そうですよ。ほら、あんまり厳いかつい顔で睨にらむと怖こわがっちゃいますから気をつけて。……春蕾様、お初にお目にかかります。このたびユミィ様とともに幽幻種討とう伐ばつの任を預かりました黒猫と申します」


　鉄扇を懐かい中ちゆうにしまって恭うやうやしく挨あい拶さつする女性秘書。


「ゆっくりご挨拶と洒しや落れこみたいところですが、状じよう況きようが状況ゆえ先にお話を聞かせていただきたいと存じます。聞けば異い篇へん卿きように囚とらわれていたとのこと。春蕾様はその者たちによって浮遊島ラグーンまで連れられて、何らかの方法でここまで逃にげてきたという理解でよろしいでしょうか」


「…………逃げだしたんじゃないの」


「では、どのように単身ここまで？」


「…………向こうが、後は好きにしろって解放してくれたの。イグニドが勝手に交かわした交こう渉しようとはいえ、交渉は交渉だって」


「ふむ？　しかし春蕾殿、その交渉とはいかなるものか」


「…………それは」


　不意に、春蕾の黒こく瞳どうがまっすぐにこちらに向けられた。


「…………幽幻種の残り一体を倒すチームに、天結宮ソフイアの護ご士しがいるの。その人がイグニドと組むかわりに私を解放しろって交こう換かん条件を出したんだって」





〝今日は顔を見に来ただけですよ。シェルティスの次に愛いとしく、そして憎にくらしい。そんなあなたは一番最後に虐いじめて虐めて虐めつくしてあげると決めているから〟





　……イグニド。あの時の。


　真夜中の天結宮ソフイアでユミィは一度出会ったことがある。真っ黒な帽ぼう子しをかぶって真っ黒なスーツを着こなした謎なぞの人物。あの異篇卿が今回の戦いにスカウトする護士？　いったいどんな腕うで利ききだろう。千せん年ねん獅しか錬れん護ご士しか、それとも。


「────」


　頭をよぎったのは、そのどちらでもない顔だった。


　……いる。いるじゃないか。


　千年獅でも錬護士でもない一いつ般ぱん護士で、だけどセラの虚像と戦うのに誰だれより適しているはずの候補生が。


「左様か。ならば手て柄がらはその護士というわけであるな」


「しかし異篇卿がわざわざスカウトするほどの腕利き。千年獅か錬護士か、いったい誰でしょうね。ユミィ様は心当たりが？」


「────」


「ユミィ様？」


　黒猫の呼びかけには答えず、ユミィはぐっと唇くちびるを嚙かみしめた。


「春蕾、それってわたしの知ってる人なんでしょ？」


「…………ごめんなさい」


　黒髪の巫女が頭を下げる。


「…………ごめんねユミィ、わたしのためにあの人が」


「ううん、春蕾のせいじゃない。アイツはああいう性格だから、こんな状況だって知れば誰かに呼ばれなくたって駆かけつけてくるもん」


　いつだってそうだ。


　幽ゆう幻げん種しゆの大侵しん攻こうの時も、そして今もそう。あの双そう剣けん使いの少年はどんな時だって駆けつけてきてくれた。


「シェルティス、来てくれたんだ……」





　　　　２





　真夜中にも似た樹海の奥。


「っ、はぁ、……っく！」


　上空からの日光が木々の葉で遮さえぎられ、一いつ切さいの明かりが途と絶だえた地表。苔こけむした木の幹を蹴けりつけて、シェルティスは頭上の枝に飛びのった。


『シェルティス、一体這はい上がってきます』


「ああもう、次から次へと！」


　ごぼっ。


　地表の土が噴ふき上がり、真下から濃こ紫むらさき色いろの霧きりをまとった怪かい物ぶつが浮ふ上じようした。飛びあがった勢いで木の幹に食らいつくや、不気味なほどの速度で這い上がってくる。


「ちっ！」


　両手の双剣を胸の前で十字に交こう叉さ。そのかたちに構えを固定させ、シェルティスは足あし下もとの枝を蹴って飛びおりた。


　地上から飛びあがる影かげと地上へ急降下する影。


　二つのシルエットがすれ違い、砕けたのは獣のかたちをした影の方だった。


『次、右後ろ十メートルに二体の反応です』


「まだいるのかっ……」


『シェルティス、息とめて後ろの木にべったり張りついて』


「？」


『この二体、ふらふらと周りをさまよってます。たぶんあなたの位置を正確には感知していません。やりすごしましょう』


　……了りよう解かい、そういうことね。


　返事のかわりに息をとめ、背後の木にぴったりと身を寄せる。薄うす暗ぐらい森の中だ、こうして身を潜ひそめればそう簡単に見つからないはず。


「まったくもう」


『飛ひ空くう艇ていの着陸した場所がちょうど幽幻種のたまり場だなんて、シェルティスってば幸さい先さきいいですね』


「幸先がいい？　悪いじゃなくて？」


『だって九割方倒したじゃないですか。本戦せん闘とう前になるべく余計な相手を減らしておく。強敵と相まみえる際の定石ですから』


「また気楽な発言を……」


　事前に疲ひ労ろうするあまり大事な戦闘で勝機を逃のがすことだってありえる。どう転ぶかなんて全すべてが決着してからでないとわからないのに。


「でもイリス、向こうはどうやって僕の場所感知してるかわかる？　この暗くら闇やみで、しかも周りは大きな木や茂しげみばっかりだってのに」


　幽幻種の視力が良いといったって限度がある。なのに向こうは、まるで木も茂みも関係ないと言わんばかりに最短距きよ離りでこちらに向かってくるのだ。


　今までの経験上、ここまで幽幻種に連続で追いかけられた記き憶おくはない。


『んー。この島に魔ま笛てき結界が張られているのは話しましたよね。さっきの幽幻種たちも、おそらくはセラの虚きよ像ぞうによる扉とびらから生まれたものだと』


「飛空艇が着陸した時にね、覚えてるって」


『その前提で話しますが、おそらく幽幻種は魔笛結界の中にある沁しん力りよくを感知しているのだと思います。異物感知みたいなものでしょうねえ』


「いや、だって沁力なら僕は──」


『私の沁力にです』


　……ああ、そっか。


　この機き械かい水すい晶しように微び細さいな沁力が宿っているのは周知の事実だ。そうでなければ幽幻種と戦う時に連れて行けないし、この魔笛結界の中でもみるみる侵しん食しよくされていただろう。


「つまり幽幻種との鬼おにごっこはイリスのせい？」


『ふ、私ってば罪な女の子です。機械水晶こんなすがたでも可愛かわいすぎて幽幻種を誘ゆう惑わくしてしまって』


「…………」


『ああウソウソっ！　噓うそですってば、だから土に埋うめないで！』


　慌あわてて点てん滅めつする機械水晶イリスを見下ろして溜ため息いき。


「見つからないようにする方法はあるの？」


『何通りか考えられますが、いずれも高レベルの沁力術式が必要になるので私たちには厳しいかと』


「……だとしたら奇き妙みようだね」


　最初に集まっていた幽幻種の九割方を倒たおしたとはいえ、まだ相当数の幽幻種があたりを徘はい徊かいしている。沁力探知から逃のがれる術すべはないはずなのに、どうして今の自分たちはこうして隠かくれていられるのか？


『ああ、それはおそらく──』


「幽幻種が、別の沁力に反応しているというわけですよ」


　影が生まれた。


　大樹の陰かげから現れるわけでも茂みから現れるわけでもなく、ただその場所に具現化するように伸のびていく一本の影。


「三つの島が連結した浮遊ラグーン諸島で、より大きな沁力を感知すれば当然そちらを優先する。現に大半の幽幻種の意識が我々とは別の標的へと向かっているようですし」


　黒一色の帽子を手でおさえる長身の異篇卿。


　すぐ背後にはもう一人、白衣を着た小こ柄がらな少年がぴったりと寄りそっていた。


　異篇卿『空位』イグニド。


　異篇卿『第六位』ノイエ。


「イグニドっ!?」


「やあ、捜さがしましたよ。待ち合わせ場所に着いたら飛空艇が大炎えん上じよう、あたりには魔笛の放射痕こんが山ほど残ってました。もしや幽幻種の大群と戦っていましたか？」


「適当なことを言うな」


　右の双剣の切っ先をまっすぐ喉のど元もとへと突つきつける。


「どうせ離はなれた場所で一部始終を見ていたんだろ。タイミングが出来すぎてる」


「あ、バレました？」


　悪びれた様子もなく空白イグニドが肩かたをすくめてみせる。


「一時的だけど手を組むって話はどうしたんだ」


「そのための様子見ですよ。この子にあなたの強さを教えてあげたくて、そうすると実際の戦闘場面を見るのが一番早い。ね、ノイエ？」


「…………」


　イグニドに背を押され、無言だった少年が一歩前に出る。


「ほらノイエ、お願いは？　さっき練習した時はうまくできましたよ」


「……お、おねが……い……の、ノエシスを…………たす、たすけ、たすけて」


「ね？　あなたが幽幻種の障しよう壁へきを突とつ破ぱする場面、ノイエったら固かた唾ずを呑のんで見つめてたんですよ。これならセラの虚きよ像ぞうにも通じるかもしれないって」


　異い篇へん卿きようなりの事前審しん査さというわけだ。


　セラの虚像討とう伐ばつにあたって、手を組むに足りる相手かどうか。


「とにかく私たちも出発しましょう。ここで延々と話していては穢歌の庭エデンの扉の開放を野放しにしてしまうだけですからね」


　ノイエの肩を叩たたいて歩くよう促うながし、イグニド本人が率そつ先せんして歩きだした。あまりに無防備なその背中を睨にらみつけ──


「……お前たちに協力はする。だけど約束を忘れるな」


「春蕾シユンレイの解放ですか？　それならついさっき解放したところですよ」


「え？」


「あなたの実力も確かく認にんできたので、ノイエが別島の仲間アルマデルに念話を送ってくれました。交こう換かん条件だった巫み女この解放を承認しろってね」


「────」


　こくん、とふり向きざまに頷うなずく蒼あおの少年。


『お待ちを。この浮遊島ラグーンで春蕾を解放したんですか？　幽幻種もセラの虚像も残っているこの島で？』


「天結宮ソフイアが派は遣けんしたチームも隣となりの浮遊島ラグーンに到とう着ちやくしています。春蕾なら遠視で難なく合流できますよ。というか、もう合流済みらしいですが」


「イグニド」


　漆しつ黒こくの異篇卿を名指ししておきながら、シェルティスが見つめたのはその真横に寄りそう幼い少年だった。


「天結宮ソフイアから派遣されたチームが誰だれなのか、知っているんだろ？」


「…………え、ええと」


「構いませんよノイエ、教えてあげて。遅おそかれ早かれわかってしまうことです」


「え、えと……巫女様と……統とう政せい庁ちようから大きな鎚矛メイスを持ったおじさんと秘書のお姉さん。どっちも『天の車』に所属してる人たち」


　少年のもたらす情報は、言葉こそ詰つまりながらも端たん的てきで明確だった。


　統政庁特務機関『天の車』。


　その一人ゼアドール。そして秘書官の黒くろ猫ねこ。





〝重装機兵むこう、任せたから〟


〝貴様こそ、言ったからには幽幻種あれを速すみやかに排はい除じよしてみせろ〟





　……あの男が聖せい廊ろうから出てきたのか。


　たった一度の共きよう闘とう。


　たった一度の縁えにしを、今もあの男は忘れていなかったに違ちがいない。だからこそ統政庁を代表して駆かけつけてくれた。何より、あの男が護衛しているのは──


「ええ、ユミィ・エル・スフレニクトールです。あなたが護衛できず残念でしたか？」


「そう思う？」


　試ためすような口調のイグニドと対照的、シェルティスは淡たん々たんと返すことを選んだ。


　聖廊の守護者が護衛についている。強さといい気き質しつといい、ここまで護衛にふさわしい男もそうはいないだろう。


　──僕が千せん年ねん獅しになるまでは、誰かにユミィの無事を任せざるをえない。


　──それがあの男なら願ったりだ。


『統政庁でも幽ゆう幻げん種しゆの存在は察知していたんですね』


「巫女みたいな役割の沁力術士が『天の車』にもいるんだろうね。……イグニド、そこに春蕾が合流したということで正しいのか？」


「はい、なので天結宮ソフイアチームは巫女が二人と統政庁の二人。合わせて四人です」


　巫女が二人。その言葉の裏にイグニドが含ふくませた意味を悟さとり、シェルティスは無意識のうちに唇くちびるを嚙かみしめていた。


「……そこに幽幻種が集中しているわけか」


「まさにそのとおり。氷結鏡界を祈いのる巫女が二人も揃そろったチームです、幽幻種がそこに集まってくるのは当然の道理というものでしょう────と言いたいところですが」


　にわかに、先を行くイグニドが足を止めた。


「幽幻種の意識を集めているのはユミィ一人です。彼女の沁力は、もはや皇おう姫ひサラの域にまで到とう達たつしようとしている」


『紗砂シヤサの域に!?　いや、そんな……いくらユミィが適格者だからって』


「まったく、いつの間に禁断水晶に接せつ触しよくしたのやら」


　ぺきん──目の前に突きでた枝を手で折ってイグニドが嘆たん息そく。


「ねえシェルティス、私は以前にこう言いました。ユミィは禁断水晶に選ばれた子だって。本当なら穢歌の庭エデンに堕おちて禁断水晶に接触し、その力を得るはずだったと」


「……言った。だけどそれが何か」


「私、結果的にですがあなたに噓をついてしまいました」


　鍔つば付き帽ぼうの下で、淡い黄金色オフゴールドの髪かみがさらさらとゆれている。


「ユミィは禁断水晶と出会っています。今、彼女から感じる沁力の波長は既すでに神性を帯びている」


「っ!?」


「正確には接触コンタクトではなく接近アプローチに留とどまるものでしょう。それもユミィからではなく、禁断水晶からの接近アプローチがあったと見るのが妥だ当とう……しかし腑ふに落ちない」


　再び歩を進める漆黒の異篇卿。


　けれどその足取りは、つい先のものより幾いく分ぶん遅おそくなっていた。


「それを可能とするには具現化した禁断水晶か、あるいは禁断水晶の洗礼を受けて間もない紗砂と出会っているという条件が必ひつ須すのはず。だけどそんなのは千年前に過ぎたこと。千年前の光景をユミィが知っているはずもないのに……知っていれば私がそれを共有していないのは不自然すぎる」


「ユミィのことでまだ僕に黙だまってることがあるのか？」


「この戦いでお互たがい生き残ったら、また教えてあげますよ？　今度はゆっくりお茶とケーキを用意してお待ちします」


　くすっ、と口元をほころばせる空白イグニド。


「今、あなたがユミィに関して覚えておくべき事じ項こうは一つです。本当なら絶対に禁断水晶の洗礼を得られなかったはずのユミィが、どういう方法かで禁断水晶による接近アプローチの影えい響きようを受けることができた」


「……それが、さっきの皇姫の力に到達するって話？」


「不完全神性覚かく醒せい、さしずめアマリリス覚醒とでも言いましょうか。私にとっては想定外の事象ですが、今この戦いに限定するならば奇き蹟せきにも近い幸運が舞まい降りたと考えるべきでしょう。わずかながら勝機が見えた」


　なぜなら──余よ韻いんを残すように言葉を区切ったイグニドが、躊躇ためらいにも似た空白の時間をあけて二の句を継ついだ。


「もしもユミィがアマリリス覚醒に至らず浮遊島ラグーンに来ていたら、彼女は間ま違ちがいなくここでセラの虚きよ像ぞうに敗れていました」


「っ！　だけどユミィのチームには春蕾もいるし、統政庁の二人だって！」


「誰が、いても同じ……だよ」


　そう答えたのは、じっとうつむいていたはずのノイエだ。


「……アレは穢歌の庭エデンそのもの。穢歌の庭エデンが生まれた時にアレも生まれた。人間がどんなに頑がん張ばったところで、勝てるとか戦えるとかそういう話で済む存在じゃない」


　ノイエが両手を広げ、空を仰あおぐように頭上を見上げる。
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　これがこの少年の開放序詞？


「前方十五メートル先に幽幻種二個体を感知。接近中……イグニド？」


「お任せしますよ」


「うん。じゃあ局所結界で対応する」


　その全身が沁力の輝かがやきに包まれ、立ちのぼる蒼あおい光が無数の糸となって捩ねじれ、集合し、わずか数センチからなる光の帯を織りなしていく。


『……驚おどろきました。沁力結界を凝ぎよう縮しゆくさせて光線レーザー状になんて』


「結界展開」


　ノイエの指が示した方向へ、まさに光線レーザーのごとき速度で直進する光の帯。海を割るように魔ま笛てき結界を切り裂さく蒼そう光こうが、さらにその先の幽幻種を貫かん通つう。


　狙ねらい違わず核かく晶しようを射い抜ぬかれた怪かい物ぶつ二体が、身動き一つせず大気に溶とけていく。


「結界閉へい鎖さ」


　少年が拳こぶしを握にぎるのにあわせて光の帯も消しよう滅めつする。


「……イグニド？」


「お見事。沁力の余波もほぼ皆かい無むでしたよ」


『ああそうか。幽幻種を消滅させるのに適しているのは洗礼系ですが、あれはどうしても余波がこぼれますからね。凝縮させた沁力結界なら沁力の余波も結界内に留とどまるし、魔笛結界内でも沁力を感知される危険性をできるかぎり抑おさえられると』


「ええ。もっとも魔笛結界のせいでノイエもギリギリまで幽幻種の接近を感知できないのが厄やつ介かいです。私やノイエはともかく、ねえシェルティス？」


「……わかってる」


　魔笛を宿した双そう剣けんで幽幻種の障しよう壁へきを突とつ破ぱできる。その代だい償しように、沁力を失ったこの身体からだでは幽幻種の攻こう撃げきも直接被ひ弾だんしてしまう。


　……魔笛は無効化できる。


　……危険なのはむしろ、闇やみ夜よに紛まぎれた幽幻種の爪つめや牙きばを受けることか。


「だいぶ目的地に近づいたはず。そろそろ気を引きし──」


　一歩、先に進もうとした空白イグニドの足が停止した。足を止めた？　いや、むしろ凍こおりついたといった表現の方が適切だろう。それくらい不自然なタイミングだ。


「イグニド、どうしたのイグニド？　ねえ」


「……いた」


　漆黒の異い篇へん卿きようがそう呟つぶやいたのと、まさに同時だった。





　ぞくり





　得体の知れない怪物に背筋をなめ回された、それ以外に喩たとえようもない悪お寒かんが頭から爪つま先さきまでを駆けぬけた。


「うっ……あっ、あぁぁっ!?　ひっ、あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっっっっ！」


「ノイエ落ちついて、落ちついて。だいじょうぶ、まだ見つかってはいませんよ」


　錯さく乱らんしかけた少年の腕うでをとって抱だきよせる空白イグニド。


「これ、かっ……！」


「わかったでしょうシェルティス。アレが、私たちの相手です」


　──理解した。


　全身の汗かん腺せんが開いて、噴ふきだしたものは氷のように冷たい汗あせ。敵の魔笛でも視線でもなく、ただそこに『存在』という威い圧あつ感かんだけで…………ここまで……っ。


　ソレは、樹海の拓ひらけた草原に悠ゆう然ぜんと立っていた。





　夜色のローブを羽織り、地に杖つえをついた人間の影かげ。





　……あれが幽ゆう幻げん種しゆ？


　……シルエットだけなら人間そっくりじゃないか。


　その組成が肉体ではなく濃こ紫むらさき色いろの霧きりという違いはある。とはいえ今まで怪物の姿しかとったことのない幽幻種が、よりによって人間に酷こく似じしているなんて。


『情報一いつ致ち。私、あの幽幻種を知っています』


　胸むな元もとで機械水晶イリスが瞬またたいた。


『穢歌の庭エデンが生まれたと同時に生まれた最古の幽幻種たち。それは禁断水晶よりもさらに高位の神性存在『セラの意志法則体』の写影シヤドウです。鏡に映った写影シヤドウゆえに三体はセラの虚像と呼ばれ、その個体名もそれぞれ『セラの意志法則体』と同じ名前を冠かんしているのだと……ずっと昔にある人から聞きました』


「待ったイリス。あの幽幻種たちが禁断水晶よりも高位？」


『いえ、あくまでセラの虚像たちは写影シヤドウです。コピー元である『セラの意志法則体』については私も詳しよう細さいデータを保有していませんが、その写影シヤドウが幽幻種であることに変わりありません。ただし、コピー元がコピー元なので』


「……その写影シヤドウもあれだけ強力になったわけか」


　最古の幽幻種。セラの虚像とはつまり、禁断水晶と同じ上位存在でありながら禁断水晶と真逆の属性をもつ怪物ということか。


「……あいつがノエシスを？」


「ノエシスを呑のみこんだのはアマデウス。言ってしまえば黒い竜りゆうの姿をした幽幻種であって、人間型ではありません。あれはヘケトという別個体です」


　イグニドのその一言に、ノイエの嗚お咽えつがぴたりと止やんだ。


「説明の順序が逆さになってしまいましたが、最初にこの双ふた子ごが黒竜アマデウスと対たい峙じした時、ノエシスが施ほどこした追尾術式マーキングがありました。その後に私がノイエを救出して、今回が二度目の浮遊島ラグーンというわけなのですがね」


「ノエシスの追尾術式マーキングが……魔笛結界のせいで読みとれないの」


　浮遊島ラグーンのどこに黒竜アマデウスが移動したかわからない。だから、一度目に出会った場こ所こに来てみたら聖者ヘケト・ラスパだったというわけか。


「てことは、その三体はいつも同じ場所にいるわけじゃないってこと？」


『時間と共に変化するのでしょうね。三角形の魔笛結界の頂点Ａ、頂点Ｂ、頂点Ｃがあるとして、その頂点を守護するセラの虚像は固定ではない。この場所だと昨日までが黒竜アマデウス、今日は聖者ヘケト・ラスパに入れ替かわったと』


　だとしたら厄介だ。


　問題の黒竜アマデウスがどの頂点に移動したか予測がつかない。ノイエの姉だというノエシスの救出もこれ以上時間をかけられないという状じよう況きようにもかかわらずだ。


「だとしたらその竜っていうのは？」


「ノイエの念話情報ですが、異篇卿われわれの別チームもちょうど別個体を見つけたそうです。あいにく、こちらも竜の姿はしていないとのことでした」


　自分たちでも異篇卿たちのチームでもない。ならば、もっとも優先して倒たおすべき個体と戦っているチームは…………


『ユミィのところですね』


「くそっ、よりによってか、黒竜アマデウスが一番危険な魔笛を持ってるんだろ!?」


「加勢に行きたければ急ぎましょう。ユミィが竜を倒してノエシスを救出できれば万ばん事じ解決。そうでなければ私たちか異篇卿アルマデルチームか、目の前の一体を倒した方が天結宮ソフイアチームに合流すると」


「言われるまでもない」


　息をとめ、シェルティスは両の双剣をゆっくりと持ちあげた。


　ユミィが竜を倒しても倒せなくても、一刻も早く彼女のチームに合流する。その役だけは誰だれにも譲ゆずらない。


「頃ころ合あいですね、ノイエ？」


「……ボクもだいじょうぶ」


　イグニドと繫つないでいた手を自らほどき、蒼の少年が自ら前に進んでいく。


　その足取りに迷いはない。
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　二度目の開放序詞。


「局所結界をさっきの50倍の密度で展開。イグニドとお兄ちゃん、合わせてね」


　ノイエの両手に凝縮された光の帯。


　それが暴風雨のごとく渦うず巻まいて渦巻いて渦巻いて……


「展開」


　数百という蒼の輝き。沁しん力りよく結界を凝縮し光線にまで精せい錬れんした光の帯が、一いつ斉せいに聖者ヘケト・ラスパの頭上へ降りそそいだ。


　──今！


「聖者ヘケト・ラスパの特とく徴ちようは『無限進化』です。時間が経たつほどに魔笛の威い力りよくも魔笛障壁も強大化して手に負えなくなります。狙うならば速そつ攻こうでの撃げき破はを！」


『ご武運を』


　イグニド、機械水晶イリスの声とともにシェルティスは駆かけた。


　目指す相手はただ一体。








　対・セラの虚きよ像ぞう『Heckt Lasphaヘケト・ラスパ【主であり母でなき者】』。


　シェルティスチーム、交戦開始。








　ノイエの局所結界。


　それが洗礼系の術式と決定的に異なるのは、直撃を避さけられても効果があることだ。光線レーザー状に圧縮された光の帯は直撃すれば幽幻種の魔笛を削けずり、外れても着ちやく弾だん地点から半径数メートルが沁力結界に覆おおわれる。


『シェルティス、あなたが被弾しないよう』


「わかってる」


　が、これだけの光の帯をすべて把は握あくするのは不可能に近い。


　──自分が被弾するのも覚かく悟ご。


　そのつもりで特とつ攻こうしているにもかかわらず、豪ごう雨うさながらにふりそそぐ局所結界は一発として自分には当たらなかった。


　触ふれる直前、自ら虚こ空くうで曲がって軌き道どうを変えるのだ。


『あの少年、本当になんて集中力。これだけの沁力術式をこの密度で、しかも全すべて自在にコントロールするなんて」


「……本領発揮か」


　黄マ金ハや空白イグニドと同じくあの少年とて異篇卿なのだ。敵に回した時の脅きよう威いそのままに、今この時にこれほど心強い者もいない。


　──一いち撃げきでいい。


　セラの虚像の恐おそるべきは、そのおぞましい魔ま笛てきにある。展開される魔笛障壁もまた強大無比と考えるべきだが、シェルティスの双剣はそれすら突破する。


『敵に動きなし。このまま最短距きよ離りで』


　聖者ヘケト・ラスパの頭部、肩かた、腕に着弾する局所結界。


　さらに足あし下もとでは、地表に着弾した局所結界が何重にも折り重なって強力な沁力場を構成して動きを封ふうじこめている。


　残り五十メートル……三十メートル、二十、十…………


　伸のばした双そう剣けんの切っ先が幽幻種の喉のど元もとにまで達するであろう境界線。シェルティスがその距離に踏ふみこもうとした刹せつ那な、変化があった。


『…………』


　幽幻種が、その右手に携たずさえた杖つえをわずかに持ちあげた。ただそれだけで──





　リッィィ、ィ……ィィィッッッ……ンッッッ……ッ…………





　何か硬かたい物が、泣き声を上げるように砕くだけ散った音が響ひびきわたった。冷たい旋せん律りつ。聞く者の胸を空白からつぽで埋うめつくす切ない音色が。


　…………今の音？


　……この音を、僕は前にも聞いたことがある？


　それは、幽幻種の大侵しん攻こうで氷結鏡界が破れた音とまったく同じ音色だった。


「シェルティス！」


「──っ!?」


　イグニドの警けい鐘しようがなければ、それで終わっていたかもしれない。


「ぐっ！」


　地表すれすれに屈かがんだ直後、その真上を聖者ヘケト・ラスパの杖が通過していった。その杖にどんな力があるか定さだかでないが、ただの黒い棒というわけはないだろう。


　そして気づく。


　ノイエの展開した何百という局所結界が、一つ残らず消しよう滅めつしていることに。


　──さっきの一挙動で全て打ち消した？


　──あれだけの数、あれだけの精度の沁力結界を？


『上位幽幻種の『黒こく唱しよう』です。特とく殊しゆな波長の魔笛を放射することで洗礼系以外のすべての沁力術式を相そう殺さいします。……当然のごとく使ってきますか』


「では、これは？」


　左前方に回かい避ひした自分と真逆、聖者ヘケト・ラスパの背後に回りこんだイグニドが針のように細い剣を振ふりあげる。


　幽幻種は、それに反応すらしなかった。


　ぎちっ！


　鈍にぶい音を立ててイグニドの剣が停止。切っ先が幽幻種のローブに触れる寸前で、刃やいばとローブの間に生まれた魔笛障しよう壁へきが完全に剣の威力を吸収していた。







　Heckt：ヘケト：Te E wi汝、nes Laspha主であり-di- hec Zelah.母でなき者。E nes Emaセラのlef Selah,意志、ilmei elah.……大いなる者よ……deus hec?なぜ否定する？







　慎つつしみ深い聖人を思わせる声で奏かなでられる旋律。


　それが聖者ヘケト・ラスパの奏でた魔笛であると気づいたのは、足下に黒い光の光線が何十何百という数でもって渦巻いていたからだ。


「ボクの局所結界!?」


　ノイエの術式の魔笛版。


　それが、上下左右全方位からイグニドの全身を貫つらぬいた。


「イグニド！」


　全身を魔笛結界に穿うがたれて宙を舞まう異い篇へん卿きよう。魔笛の侵しん食しよくによってスーツの肩かた先さきがやぶれ、脇わき腹ばらの部位が千切れとび、最後にその衝しよう撃げきで鍔つば付き帽ぼうが吹ふき飛んで────


「っと」


　頭から外れかけた帽子を虚空で摑つかみ、再び目ま深ぶかにかぶりなおす空白イグニド。


「さすが無限進化の怪かい物ぶつ。さっそくこちらの技わざを学習してきましたね。最古の幽ゆう幻げん種しゆにふさわしい」


　帽子を手で押さえたまま優ゆう雅がに着地。


「無事か！」


「心配してくれるんですか？　嬉うれしいですね」


「……そういう意味じゃない」


「冗じよう談だんですよ。ダメージといえばご覧のとおりです」


　黒のスーツのいたるところが擦すりきれたように千切れ飛んでいる。が、肝かん心じんのイグニド自身は魔笛の侵食はおろか外傷一つ負ってない？


「問題ないよ、イグニドは魔笛が効かない」


「え？」


「そうだよねイグニド。だって──」


「こらノイエ、だめですよ。そこから先はとっておきの秘密なんですから」


　自分の唇くちびるに指をあてて空白イグニドが牽けん制せい。そうしている間に、あれほど損傷を受けていたはずのスーツまでもが穴一つ残さず修復されていた。


「……イグニド、どういうことだ」


　セラの虚像の攻こう撃げきが直撃した。あの一いつ瞬しゆんで、人間が耐たえられる限界量の何百何千倍に達する魔笛を浴びたはず。


「私も事情持ちでして魔笛には少々の耐たい性せいがね。ですが耐性といっても限度はあります。ただ耐性値が常人より高いだけ。……ノイエ、あなたは下がって支し援えんに特化。私とシェルティス以外が今のを浴びれば巫み女ことて耐えきれません」


　地面に刺ささった剣を引きぬく空白イグニド。


「一方でこちらの沁力術式は望み薄うす。双ふた子ごが揃そろっていれば話も違ちがったんでしょうが、向こうの魔笛障壁の突とつ破ぱは中々に骨の折れる作業です」


　聖者ヘケト・ラスパは初期位置から一歩として動いていない。


　三人の連れん携けいに対して聖者ヘケト・ラスパが反応したことといえば、ノイエの局所結界を真ま似ねて反射したことくらい。まだ何一つ敵本来の手の内を見せていない。


『穢歌の庭エデンとつながる扉とびらの開放に力の大半を割さいているはずです。積極的に動こうとしないのは、おそらくそれが原因でしょう』


「僕たちの相手は扉の開放の片手間ってことか……」


　それなのにこれだけの禍まが々まがしい魔笛と威い圧あつ感かん。扉が開ききってしまえば本気で手に負えなくなる。


「ノイエ」


「うん？」


「白銀アルマデルさんには私から説明します。……『重じゆう界かい』計画用に精せい錬れんした沁力の４９０年分を解放して構いません」


「ちゃんと言っておいてよ？」


「ええ。でないと、魔笛の余波を浴びただけで退場確実です」


　うなずく少年の身体からだに光の刻印が浮ふ上じよう、その複雑な文様が皮ひ膚ふから次々と剝はがれては浮うかび上がり、大気と混じって消えていく。


「シェルティス」


「わかってる。とにかく一撃だけでも当てればいいんだろ」


「できれば迅じん速そくにお願いします。相手が私たちをあなどっている間に」


　細身の双剣を構え、黒の異篇卿は珍めずらしくも自じ嘲ちようの笑えみを浮かべてみせた。


「……向こうが本気になる前にね」
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　立ちこめる黒こく煙えん。


　燃えさかる炎ほのおに炙あぶられて、魔笛に汚お染せんされた木の葉が一瞬で炭へと変わっていく。


「ふぅん、あっけないわね」


　自身の炎で汗あせばんだ首筋をぬぐい、ナタラーシャは最も寄よりの木こ陰かげに身を寄せた。炎の熱の届かない場所で手を団扇うちわのようにパタパタと仰あおいで風を送る。


「あー、だめ。ちっとも涼すずしくならない」


　背後で今なおそびえ立つ炎柱。


　ナタラーシャが沁力によって具現化した炎は、本物の炎と何一つ変わらない。その莫ばく大だいな熱量と沁力でもって幽幻種を叩たたき伏ふせるのが真骨頂である。


「しっかし退たい屈くつ、扉から現れた幽幻種といったって普ふ通つうのと大差ないじゃない。もっとこう、私の全部を受けとめてくれるような……あら？」


「そっちは終わったようだな」


　暗がりから歩いてくる金きん髪ぱつの大剣使い。大人の身長をも上回る剣を片手で軽々と携えるその姿に、外傷らしきものは何一つ見あたらない。


「待たせたか？」


「いえ、私もちょうど終わったところです。アルマデル様も何事もなさそうで何よりですわ。というより何かあったらビックリですけど」


　わずかに湿しめった髪かみを手で梳すいて微び笑しよう。


「ところで巫女の件、良かったのですか？」


「巫女を解放したことなら、イグニドが取り交かわした交こう換かん条件なのだから仕方ない」


　大したことじゃないと言いたげにアルマデルの口調は涼やかだ。


　そう、捕ほ虜りよとして連れていたはずの巫女・春蕾シユンレイはこの場にいない。とっくに解放して隣となりの浮遊島ラグーン──天結宮ソフイアチームが到とう着ちやくした地点へと向かわせた。


「でも、セラの虚きよ像ぞうを倒たおした後でも構わなかったのでしょう？」


「巫女の戦力が貴重だというのならその通りだ。が、逆にそれが面めん倒どうくさい事態に発生することが考えられる……というのが俺の結論だ」


「どういうことですの？」


「このまま巫女を連れてセラの虚像と戦う。その際、もしセラの虚像の攻撃を受けて巫女が重傷ないし致ち命めい傷しようを負ったらどうする？」


「あ、なるほど」


　交換条件だった巫女の解放を果たせない。


　そればかりか、春蕾の死は天結宮ソフイアからすれば異篇卿による連行が原因だ。そうなれば天結宮ソフイアも黙だまってはいまい。


「そもそもイグニドの交換条件を良しとするかについてだが、奴やつがノエシスを救出するのに必要と判断したのならそれ以上追つい及きゆうする気はない。あの双子の確保こそ今は最重要だろうからな」


「アルマデル様がそう仰おつしやるのなら従いますわ」


　蒼あおのノイエと碧みどりのノエシス。


　一千年という永きにわたる仮死状態から蘇そ生せいさせた真なる『眠ねむり子』──氷結鏡界にとって代わる新結界を発動できるのは、現状あの二人だけとされている。


「今から千年もの昔、穢歌の庭エデンを封ふうじるために何百何千という計画が練られたと聞いていますわ。当時の学者たちが幾いく夜よにもおよぶ議論を重ね、最終的に二つの計画と二つの結界に絞しぼりこまれたのだと。それが禁断水すい晶しようによってもたらされた『氷結鏡界』と、そして一人の天才によって生み出された最終結界『楽園幻げん想そう』だったと」


　禁断水晶が授さずけし神性術式『氷結鏡界』。


　人が造りし人工術式『楽園幻想』。


　ノイエとノエシスの双子は、千年前に後者の核かくとして育てられた申し子だ。


「なぜセラの虚像がノエシスを呑のみこんだのか疑問だったが、それを踏ふまえれば納なつ得とくのいく話だな」


「はい。……氷結鏡界はもう保もたない。幽幻種もそれを薄うす々うすと感じとっているのでしょう。ですから、残る危険因子であったノエシスを捕ほ獲かくした」


　殺すのではなく捕獲。


　そうすることで、残る危険因子がノエシスを救出にやってくる。セラの虚像はそれをまとめて排はい除じよするつもりでいるのだろう。


「あいにく一いつ蹴しゆうされる気は毛頭ないがな。ナタラーシャ？」


「ええ、ほどよく暖機運転も終わってます。いいことベルトマー、途と中ちゆうで逃にげたりしたら黒コゲに処すると心得なさい」


「…………楽しい楽しい……ジョークだな」


　瘦こけた枯かれ木にまじって伸のびる細い人ひと影かげ。


　背は男性の平均程度だが、筋肉も脂し肪ぼうも水分も何もかも限界以上にそぎ落とした瘦そう軀く。迷めい彩さい柄がらのスーツをまとって直立する姿は、それそのものが樹海を構成する立木に酷こく似じしている。


　異篇卿第四位、『鈍にび色いろ』のベルトマー。


　男の右手にはライフル銃じゆう、左手には小型の自動拳けん銃じゆう。


　そのどちらも灰色がかった白で塗と装そうされ、弾だん倉そうや銃口などの各所に瘤こぶ状の突とつ起きがある。動物の骨を思わせる呪じゆ術じゆつ的なデザインの装備だ。


「一足先に…………蛇へびを見てきた」


「あら早い。どうだった？」


「……見ればわかる。すぐ先の拓ひらけた空き地だ」


　セラの虚像が一体ミクヴェクス。その外見は巨きよ大だいな蛇そのものだという。


「俺が先頭、二番手がベルトマー、ナタラーシャは最後だ」


「心得ましたわ」


　足音はおろか呼吸すら殺して進むアルマデル。その背中をぴったりと追いかけて樹海の茂しげみをかきわけていく。


　やがて、そんな白銀アルマデルの足取りがぴたりと止まった。


「────」


　茂みの拓けた空き地を無言で指ししめす大たい剣けん使い。その意味するところを察し、アルマデルの背中ごしにナタラーシャも空き地をのぞき見た。


「…………」


　……なるほど。


　こくんと唾つばを飲みこもうとしたのに、喉のどが痙けい攣れんしてそれどころではなかった。





　とぐろを巻いて眠る巨大な蛇。





　……これがセラの虚像。


　さっきまであれほど熱かった身体が、今は氷の海に投げ込まれたように粟あわだっている。相手は目を閉じて眠っているのに……それだけでこのおぞましい魔ま笛てきと威圧感？


「見たところ寝ねているようにも思えますわ」


　幽ゆう幻げん種しゆの特とく徴ちようの一つでもある爛らん々らんと輝かがやく真しん紅くの眼め。目の前の大蛇ミクヴエクスは、その眼を堅かたく閉じている。


　大きさは全長何十メートルだろうか。


　その頭部だけで人の大人ほどもある相手だが、全身が濃こ紫むらさき色いろの霧きりに覆おおわれているせいで全体像を摑つかみにくい。


「そのまま眠っていてもらうか。戦せん闘とう前に起こす義理もない」


　眠る幽幻種の正面から近づいていく大剣使い。背後からでなく正面なのは、大蛇ミクヴエクスが覚かく醒せいして眼を開けた時にいち早く対応するためだろう。


　大剣を水平に構えたアルマデルの爪つま先さきが地を蹴けった。


　その刹せつ那な──


　眠っていたはずの大蛇ミクヴエクスが、眼を閉じたままその鎌かま首くびを急きゆう上じよう昇しようさせた。


「……そんなっ!?」


　眼を閉じたまま目覚めた？　聴ちよう覚かくでアルマデルの接近を察知したのか。否いな、だとしたらもっと前に気づかれてもおかしくない。


　だとすれば、まさかこいつは──────っ！


「眼を…………閉じているわけ、では……ない。初めから……」


「最初から眼がない個体ね、アルマデル様!?」


　地上にあった首を狙ねらうアルマデルの一いち撃げきがあっさりと空を切る。必殺の一刀を外して姿勢を崩くずした異い篇へん卿きようの頭上から迫せまる大蛇ミクヴエクスの顎あご。


　────ジッ


　鈍にぶい音をこだまさせ、何かが幽幻種の障しよう壁へきに弾はじかれた。


「……沁しん力りよくの上位刻こく印いん弾だんで……ぶ厚い障壁を数ミリ削けずる程度か」


　いつ発射したのか、ベルトマーの握にぎる銃から針のように細い白はく煙えんが立ちのぼる。


　わずかに傷ついた障壁。


　その箇か所しよもまた一秒とかからずに修復されて完全再生。が──大蛇ミクヴエクスが動きを止めたその一いつ瞬しゆんで、アルマデルもまた幽幻種の攻こう撃げき範はん囲い外がいへと抜ぬけていた。


「アルマデル様、大蛇ミクヴエクスは無限の再生力を持っているとのことですわ！　一撃で仕留めるか、あるいは再生力を上回る連続攻撃で！」


「ああ」








　対・セラの虚像『Miqveqsミクヴエクス【ただそこに佇ちよ立りつする者】』。


　異篇卿チーム、交戦開始。








　……まさしく全ぜん霊れいを投じた術式を。


　……この全身の寒気も何もかも焼きつくす業ごう火かを！


「世界彩色レイヤーコード『真朱ヴアーミリオン』────炎ほのおよ、目覚めなさい」


　ナタラーシャの指先に火の粉が生まれた。


　周囲の酸素を取りこんで爆ばく発はつ的てきに膨ふくれあがり、爆はぜ、地上から天にも届かんとする巨大な炎柱へと姿を変える。


「往いきなさい」


　朱しゆ色いろの炎柱がミクヴェクスの全身を包みこむ。降臨系の沁力によって生まれた炎だ、ナタラーシャが命じるかぎり永遠に魔笛障壁を炙あぶり続ける。


『…………』


　炎を見つめていたセラの虚像が、わずかに頭部を横にふった。


　ぎちっ！
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　耳みみ障ざわりな音が鼓こ膜まくに届く。と感じた時には既すでに、大蛇ミクヴエクスの全身を包む業火は一瞬の余よ韻いんも残さずふわりと虚こ空くうに溶とけて消しよう滅めつしていた。


「やるぅ!?」


　喉を突ついて出た声は悲鳴か昂こう揚ようか。あるいは狂きよう気きか。胸の奥に滾たぎる感情そのままに、ナタラーシャは空の右手を振ふりあげた。


「でも残念。足下に火種は残っていてよ？」


　雑草に飛び火していた火の粉こそが本体。一センチにも満たない炎の種がナタラーシャの命を受けて再び元の炎柱まで膨れあがった。


　ピシリッ


　障壁に小さな小さな亀き裂れつ。わずかな罅ひびに過ぎない溝みぞに、続くベルトマーの弾だん丸がんが吸いこまれるように着弾して亀裂をみるみる広げていく。


「十分だ」


　燃えさかる炎の間かん隙げきを駆かけぬけた白銀アルマデルが大剣を振り下ろす。


　白銀アルマデルの異名そのままに煌きらめく刀身。実に一メートル近い魔笛障壁の亀裂をさらに抉えぐり、完全に断たちきろうと────





　セラの虚きよ像ぞうの瞳ひとみが灯ともった。





　ぽっかりと空いた空くう洞どうの瞳の奥、煌こう々こうと光を放つ緋ひ色いろの宝玉が現れる。


「……あれは！」


　頭痛にも似た目め眩まいを感じ、ナタラーシャは奥歯を嚙かみしめた。


　あの緋色の宝玉は……大きさこそ違ちがえど、あれは統とう政せい庁ちようの聖せい廊ろうに隠かくされた『ミクヴァの緋ひ眼がん』そのものではないか！


　ミクヴェクス。ただそこに佇立する者。


　ミクヴァの緋眼。ただそこに在あって、世界の全すべてを観測する沁力システム。ではまさか、私たちが今まで宝玉と思っていたものは──────？





『わたしの障壁よ、戻もどりなさい』





　優やさしい声。


　優しすぎるあまり心奪うばわれ、戦意どころかこの世全ての不安も恐きよう怖ふも根こそぎ奪われてしまう。そんな声をナタラーシャは確かに聞いた。


　……まるで聖母のような声。


　……これが幽幻種の声だとでも言うの。


「幽幻種、それで人オレを欺あざむいたつもりか？」


　アルマデルの大剣が、大気ごと幽幻種の甘かん言げんをも切り裂さいた。


　が──直前に再生した障壁に阻はばまれて、ベルトマーの銃じゆう弾だん同様に弾かれて身体からだごと後方へ吹ふき飛ばされる。







　Miqveqs：ミクヴエクス：O E wi汝、nes neoles夢見るveqlem,.蛇。chein jasセラのlef Selah,左身、hec omnis elah. ……移ろわざる者よ……deus vequ ?なぜここにいる？







　ミクヴェクスの魔笛。


　一つ一つの形状は鎖くさり。それが無数に寄りあわさって球形をなし、無防備なアルマデルを頭上から押しつぶす。いや、押しつぶそうとした直前に。


「──はっ！」


　異篇卿の第一位が吼ほえた。


　片手で扱あつかっていた大剣を両手でささえ、両手の膂りよ力りよくだけで剣を振りあげる。剣の先せん端たんが球形の魔笛にめりこんで…………一秒……二秒………………魔笛によって出来た球体が、真っ二つに千切れ消えた。


　マハの黄金六面体によって創造した鋼鉄。


　それをナタラーシャの炎によって溶かし、精せい錬れんし、ベルトマーが刀工となり、ノイエとノエシスの双ふた子ごが幾いく夜よもかけて祈いのり続けた大剣だ。


　──全行程に沁力をこめた一刀。


　それがアルマデルの剣けん技ぎと重なることで、魔ま笛てきをも切り裂く至高の剣となる。


「ナタラーシャ！」


「はっ」


　アルマデルの両手に付着した魔笛の残ざん滓し。両手の魔笛が彼の全身へと回るより先、ナタラーシャの炎がそれを焼きつくした。


「ご無事ですか!?」


「支障ない。ベルトマー、お前はどうだ」


　飄ひよう々ひようと応こたえるアルマデルがようやく着地。


「長……びくと……煩わずらわしい、な」


「今の応おう酬しゆうも見られたか」


　セラの虚像はとぐろを巻いたまま微び動どうだにしない。ただじっと、緋色の宝玉を思わせる眼めでこちらを観察しているだけだ。


　──こちらの手の内を記き憶おくしようとしている。


　──それはもしや、ほかの二体と情報を共有するためかしら？


「厄やつ介かいな相手ですわね。まさか無限の再生力とやらが魔笛障壁にも適用されてるなんて」


　かつて、ここまでの速度で障壁を回復させた幽幻種は見たことがない。


　障壁を焦こがしても撃うちぬいても即そく座ざに再生される。だがその障壁を突とつ破ぱしないかぎり、いかにアルマデルとはいえ斬きりこむことは困難。


　そして、万が一障壁を突破できたとしても、そこから本当の難関が待っている。


「ナタラーシャ、大蛇ミクヴエクスの逆げき鱗りんは浮遊大陸オービエ・クレア最さい硬こうだという話だったな？」


「ええ。イグニドの話が真実ならば、アルマデル様といえど容易には突破できないと」


「そうか」


　答える彼の方は無表情。


「……マハ……から報しらせだ」


「いい報せ？」


「……最悪に近い。当初予想していた通りのな」


　ぼそりぼそりと告げる銃じゆうの異篇卿。


「現在イグニドが交戦している相手は、黒竜アマデウスでなく聖者ヘケト・ラスパの方らしい」


「……なるほど。外れを引いたわけね」


　ベルトマーの報告に、全身の疲ひ労ろうが一気に吹きだした気さえする。





　牙きばをもつ黒竜アマデウスは、もっとも強力な迎げい撃げき機能を有する。


　鱗うろこをもつ大蛇ミクヴエクスは、もっとも強力な防衛機能を有する。


　頭脳にあたる聖者ヘケト・ラスパは、その両者と情報を共有することで無限に進化していく。





　異い篇へん卿きようの標的はノエシスを捕とらえている黒竜アマデウスだ。


　が、もっとも攻撃に特化した個体たる黒竜アマデウスが相手となれば、その魔笛を人が沁力で防ぼう御ぎよするのは不可能。


「黒竜アマデウスを倒たおすには、その防御不可能の魔笛を何とかできる人間でなければ話になりませんてね。あーあ……だから魔笛を無効化できるっていう天結宮ソフイアの護ご士しとやら、黒竜アマデウスにぶつけたかったんだけど」


「運が悪いの一言だな。俺たちも、そしてそれ以上に天結宮ソフイアの一行」


　白銀アルマデルが淡たん々たんと口にする呟つぶやきが、何よりも明確に状じよう況きようの深刻さを象しよう徴ちようしていた。


「竜の魔笛を浴びた人間から犠ぎ牲せいになる……か」
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　乱雑に立ちならぶ木々と、その根が複雑に絡からみあいながら露ろ出しゆつした地面。木の迷路とも言うべき道なき道を歩いた先に広がる岩石地帯──


　巨きよ大だいな岩石が無数に転がる丘おかの、そのもっとも小高い場所にソレはいた。


　漆しつ黒こくの竜。


　竜と言っても地竜ほど横よこ幅はばがあるわけではなく、むしろ細長く流線型。頭部の形状や尾おの長さも、基本ベースは蜥蜴とかげに近いかもしれない。


　……千年前の大型幽ゆう幻げん種しゆを見た時に、もうこれ以上はいないって思ってた。


　……だけど違った。


　畏い怖ふすら感じる威い圧あつ感かんと堂々たる佇たたずまい。何よりその全身にたぎる悲ひ哀あいの魔笛が、これまでユミィの描えがいてきた「幽幻種」というイメージを容易に覆くつがえした。


　幽幻種かいぶつから。


　幽幻種はかりえぬもの、人という存在のはるか上に位置する至高いとたかき者ものへ。


　だが、そう認にん識しきした時にはすべてが遅おそかった。


「黒くろ猫ねこさん、黒……猫さんっ！」


「むぅ！　だめだ、完全に意識を飲まれておる。全身に魔笛が回ったか……っ！」


　幽幻種が撒まき散らした濃こ紫むらさき色いろの吐息ブレス。


　その直線上にあった大岩が一いつ瞬しゆんのうちに融ゆう解かいして液状化し、それに触ふれた地面までもがブスブスと音を立てて腐くさっていく。


　……直ちよく撃げきは避さけたはず。


　なのに、そのはるか後方にいた黒猫が大量の吐と血けつとともに転てん倒とうした。全身を沁しん力りよく衣いで包み、巫女メイメルがその肌はだに刻こく印いん儀ぎ礼れいをほどこしていたはずの彼女がだ。


　黒猫だけではない。


「……っ」


　小さな悲鳴をあげて春蕾シユンレイが地に膝ひざをつく。


「春蕾!?」


「…………へ……いき」


　黒くろ髪かみの少女から立ちのぼる緋色の光。魔笛を浄じよう化かする洗礼系の術式、それを右手で自分に、左手で黒猫に放射する。


「げに恐おそろしき怪かい物ぶつよ。されど躊ちゆう躇ちよのための時間は無しである。一刻も早く奴やつを成敗して黒猫を介かい抱ほうせねば。──ユミィ殿どの？」


「……はい。ゼアドールさんは」


「うむ。吾わが輩はいが数十年の月日をかけて精せい錬れんしてきた聖域術式の五重装そう甲こう、今の吐息ブレスで全て攫さらわれたわ。応急処置で一枚分の装甲を修復したが、あの吐息ブレスを受ければひとたまりもあるまい」


「そんなっ！　それじゃあもうまともに戦え──」


「案ずるな」


　レオンの大たい剣けんをも上回るサイズの鎚矛メイスを片手で掲かかげ、統政庁の守護者は不器用な笑えみを浮うかべてみせた。


「吾輩の鎧よろいは沁力にあらず。生しよう涯がい研けん磨まし続けてきた我が肉体こそ真の鎧よ。吐息ブレスの範はん囲いは把は握あくした。直撃を受けなければ支障あるまい。……焦あせるな。敵の破は壊かい力は尋じん常じようではない。いかに有効打を与あたえるかより、いかに敵の攻こう撃げきを回かい避ひするかが肝きもである」


「──わかりました」


「その意気や良し。では参るぞ」








　対・セラの虚きよ像ぞう『Armadeusアマデウス【その意志に牙むく者】』。


　天結宮ソフイア・統政庁チーム、交戦開始。








　粉ふん塵じんを舞まい上げ、驚きよう異い的な脚きやく力りよくでゼアドールが竜の右へ。


「今！」


　濛もう々もうとたちこめる粉塵に身を隠かくし、ユミィは竜の左側へと駆かけだした。


　ゼアドールの巨きよ体たいが迫せまるのだから当然に竜の注意もそちらに向く。その隙すきにできるだけ竜の死角へ。その無防備を狙ねらって洗礼系の術式を叩たたきこむ。


　が──


『…………』


　不意に黒竜アマデウスの眼球がうごめいた。


　──わたしを追いかけてきてる？


　顔は第一ゼアドールへと向けながら、その視線だけが執しつ拗ように自分を追いかけてくる。


　おそらく沁力の潜せん在ざい量に反応してるんだ。この小さな少女こそ幽幻種の天敵なのだと。最優先で叩き潰つぶすために。


『────』


　竜の顎あごが開き、その口こう腔こうから濃紫色の輝かがやきがあふれでる。


「先の吐息ブレスか！　ユミィ殿！」


　ゼアドールの怒ど声せいに無言でうなずくや、ユミィはその場で足を止めて漆黒の竜と対たい峙じした。彼ひ我がおよそ十メートル強。洗礼系術式の射程には十分すぎる距きよ離りだ。







【ele SoわたしにPhi-a-sできるArma-Riris全ての願いを……】







　開放序詞。


　力の扉とびらを開き、ありったけの沁力を洗礼系の術式に転てん換かん。


「ユミィ殿、まさか撃ちあうつもりか！」


　全ては最初の吐息ブレスを受けた時に覚かく悟ごしていたことだ。


　……わたし一人に狙いをつけられて吐息ブレスを撃たれたら避けようがない。


　その余波だけで、離はなれていたはずの黒猫と春蕾が魔笛に侵しん食しよくされた。直撃すれば一いつ切さいの抵てい抗こうも防御も通用しない。


　……これが最初で、そして運命を決する衝しよう突とつになる。


「来るなら来なさい！　巫女わたしが相手をします！」


　竜の口腔に集つどう光が、弾はじけた。


　周囲何十メートル規模に魔笛を放射する竜の吐息ブレス。その発動と同時に、ユミィは自らの術式を解きはなった。


　緋ひ色いろの光と魔笛の輝き。


　二つが虚こ空くうでぶつかりあって、混ざりあい、澄すみきった音をたてて対つい消しよう滅めつした。


『…………！』


　セラの虚像がほんの一瞬だが身み震ぶるいしたのをユミィは見た。


　完全なる優位を過信した強者が、弱者の予想外の抵抗を受けてさらけ出した一瞬の隙。その隙こそが人間にとっての勝機と信じて。


「…………二ふた……重えの、連謡つらひめ」


　地に膝をつく春蕾が顔を上げた。


　緋色と蒼色。


　美しいまでの対照色コントラストに彩いろどられた沁力結界が黒竜アマデウスを包囲した。巫女二人による二重術式。春蕾が術主となってあらかじめ準備していた儀礼だ。


「…………奏そうヲ為なス！」


　ピシッッッッ。


　砕くだける竜の魔ま笛てき障しよう壁へき。


　そのわずかな綻ほころびを、統とう政せい庁ちようの守護者は見み逃のがさなかった。


「受けよ我が全ぜん霊れい！」


　砕けちった障壁の隙間を突とつ破ぱし、その先にある竜の腹部へと超ちよう重量の鎚矛メイスが深々と突つき刺ささる。


　よろめく黒竜アマデウスの巨体。


　と同時に、浮遊島ラグーン全体を包みこんでいる魔笛結界が大きくたわんだ。


「……結界がゆらいだ!?」


　頭上で生じた現象をユミィは懸けん命めいに睨にらみつけた。


「ゼアドールさん、今の一いち撃げき効いてます！　セラの虚像にダメージを与えたから魔笛結界にも影えい響きようが出てる！」


　歓かん声せいにも近い衝しよう動どうをユミィは無意識のうちに謳うたっていた。


　こんなにも絶望的な相手と対峙しなければならない重圧と緊きん張ちよう。そして生まれたほんの小さな希望。汗あせをぬぐうことも忘れて追撃の術式を放とうとして。


「まずい。皆みな、撤てつ退たいせよ！」


　逃にげろ。


　統政庁の守護者の一言が、場の絶望をもっとも端たん的てきに表していた。


『──────ッッ！』


　漆黒の竜が吼ほえた。


　開かれた顎からのぞくのは濃紫色の吐息ブレスではなく、たった一本の黒い牙きば。


　──牙？　あれが竜の力の根源？


　──極限まで昇しよう華かされた魔笛が物質化して世界に降臨した姿。







　Armadeus：アマデウス：U E wi汝、nes bran雄々しきsraghch.竜。tiein jasセラのlef Selah,右身、omnis elah.……移ろう者よ。……deus arma ?なぜ牙を剝く？







　黒竜アマデウスの魔笛。


　黒の牙から生まれた黒の光が天上を覆おおいつくし、世界を一瞬で夜へと変える。その夜が、竜の吐息ブレスとなって全方位に撒き散らされた。


　木も。


　岩も。


　土も。


　大気も。


　何もかもが魔笛の侵しん食しよくを受けてどす黒い紫むらさき色いろに変わり果てる。さらにその吐息ブレスが、大地に伏ふせていた黒髪の巫女へと襲おそいかかり────


「春蕾！」


「……し、沁力結界で対お…………──────っっっっっ！」


　防ぼう御ぎよ用に展開した沁力結界が吐息ブレスの前にあっけなく霧む散さんし、魔笛に触ふれた黒髪の巫女が全身を小刻みに震ふるわせながら倒たおれていった。












　第四章　『決戦限界』
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「魔笛結界がゆらいだ!?」


　業ごう火かが巻き上げる上じよう昇しよう気流のうなり声。


　その渦か中ちゆうのまっただ中で、アルマデルはナタラーシャの叫さけび声を聞いていた。


　──セラの虚像を倒した？　そうでなくてもダメージを与えたのか？


　──イグニドか、あるいは天結宮ソフイアのチームか。


　先を越こされたな。


　誰だれにも悟さとられない程度の微び苦く笑しようをおきざりに、大地を蹴ける。







　Sew sis■、■■……veclisia……■■feo sion■……■、ilmei■……、clar.■■、■







　地に描えがいた魔笛の環わから浮ふ上じようする無数の鎖くさり。文字どおり連れん鎖さして何百という魔笛の光が押し寄せてくる。


「この鎖が、お前の魔笛の象しよう徴ちようか」


　──蛇へびと鎖。


　──さしずめ、この世界に巻きついて束そく縛ばくする役割があるとでも？


「いずれにせよ叩き斬きるまでだがな」


　全方位からの魔笛に包囲されながら、アルマデルは失速どころか逆に加速した。地表すれすれに背を屈かがめ、頭上を行きかう鎖を彼ひ我が数ミリという精度で回かい避ひする。


　無数の鎖一つ一つが凄すさまじいまでの魔笛の凝ぎよう縮しゆく弾だん。


　一つでも肌はだにかすめれば致ち命めい傷しよう。それに恐おそれを抱いだくどころか、さながら受けいれるように死中へと飛びこんでいく。


　……一度の被ひ弾だんがそのまま死につながる。


　……とはいえ、そんな戦いが過去に皆かい無むだったわけでもない。


　鎖をかたどった魔笛の閃せん光こうを避さけ、あるいは大たい剣けんで弾はじいてミクヴェクスの懐ふところへ。いまだ微び動どうだにしない大蛇ミクヴエクスの前に、城じよう壁へきさながらの堅けん牢ろうな魔笛障壁が立ちはだかる。


「炙あぶれ」


「かしこまりましたわ」


　アルマデルの後方右手、続くナタラーシャが蛇の周囲を炎ほのおの海へと変える。岩をも溶とかす灼しやく熱ねつの沁しん力りよくに炙られて障壁がひび割れた刹せつ那な──


「穿うがて」


「……では遠えん慮りよなく」


　糸くず程度の小さな罅ひび。髪かみの毛ほどの太さしかない亀き裂れつ。その途と方ほうもなく微び細さいな障壁の傷目がけ、秒間数十発という超速の連続射しや撃げきが注ぎこまれた。


　ベルトマーによる不可視の魔ま弾だん。


　障壁の亀裂がみるみるうちに拡大し、人一人がくぐれるほどの空くう隙げきが生まれる。


「最強の盾たてたる逆げき鱗りんとやら、試ためさせてもらおうか」


　視界を覆いつくすほど巨きよ大だいな大蛇ミクヴエクスの胴どう体たい目がけ、アルマデルは両手でもって大剣を振ふり下ろした。


　──ぎちっ。


　周囲にこだまする鈍にぶい音。


　濃こ紫むらさき色いろの霧きりに覆われた鱗うろこが数枚はじけ飛び、その内側の筋肉に刀身の三分の一ほどが突き刺さった。


『────!?』


「…………っ」


　驚きよう愕がくが、両者から同時に沸わき起こった。





　自らの鱗の防御力に絶対的な自信を持っていたセラの虚きよ像ぞう。


　自らの剣の破は壊かい力に絶対的な確信を持っていた人間。





　最さい硬こうの鱗を、数枚とはいえ破壊された驚愕。


　かたや、胴体を切断するつもりで振るった剣をなかばで止められた驚愕。


「強きよう靭じんだな。地竜の鱗の何十倍の硬度があるやら」


　剣を引きぬくやアルマデルは後方へ跳ちよう躍やくした。今まで静止していたミクヴェクスが初めてその巨きよ体たいを動かし、丸太のごとき尾おを打ち振るってきたからだ。


『わたしの鱗よ、戻もどりなさい』


　剣を引きぬくと同時に再生していく大蛇ミクヴエクスの鱗。ナタラーシャとベルトマーが破壊した障壁も、それと並行して修復されていく。


「なるほど。その速度で再生できるわけか、さすがに無限の再生力と謳われるだけある」


　そう呟つぶやくアルマデルが見つめるのは大蛇ミクヴエクスではなく、そのはるか上空で浮遊島ラグーンを取り囲む魔笛結界だ。


　──ギシッ……キッ……シッ……キシ


　音を立てて結界がひしゃげていく。


「いや、縮んでいるのか。先のダメージの影響で結界が」


　傷も魔笛障壁もまたたく間に再生される。が、上空の結界まではそこまで急速には再生できないということだ。


　問題があるとすれば。


『…………』


　そこまで看破されておきながら、幽ゆう幻げん種しゆの方にまるで焦あせりが見えないことだ。再び元のとぐろを組み直し、鎌かま首くびだけをもたげてこちらを見下ろしている。


　……今のナタラーシャの炎もベルトマーの速射も見られた。


　……同じ攻こう撃げきパターンは確実に迎げい撃げきされる。


　それを理解しているからこそ背後の異い篇へん卿きよう二人もまた、無む駄だに炎を投じることも発はつ砲ぽうすることも自じ粛しゆくしているのだ。


　最低限の攻撃。明かす手の内を最小限に抑おさえるために。


「ならばどこまでも付き合ってやる」


　魔笛に侵食された大地を踏ふみつけ、アルマデルはもはや何度目かもわからない疾しつ走そうを再開した。いまだ底知れぬ力の断だん片ぺんしか見せないセラの虚像へ。


　絶頂時の全力、かつ考え得るかぎりの天運を味方にしてなお圧あつ倒とう的てきな難敵へ。


　……なんでだろうな。


　……自分でも呆あきれるくらい恐きよう怖ふも焦りも感じないのは。


　複雑な軌き跡せきを描いて飛びかう魔笛の鎖をかわし、古城のごとくそびえたつ大蛇ミクヴエクスの懐だけを目指して走り続ける。


　アルマデルとて一人の人間だ。


　巨大な大剣を抱かかえたまま疾走し続ければ疲ひ労ろうするし息も上がる。現にコートの下の背中は汗あせがしたたり落ちている。


　なのに、それでも疲つかれた気がしない。このまま永遠に戦い続けられる気さえする。


　この気力の充じゆう実じつはどこからくる？


　背後で仲間二人に見守られているからか？


　否いな。


　……俺は。





　俺は、ずっと前にも……こんな戦いを経験したことが…………ある？





　どくん、と後頭部に生まれる鈍どん痛つう。


　…………俺は。


　……俺は……アルマデルだ……異篇卿の第一位、白銀のアルマデル。


　生死を彷徨さまようほどの傷を頭部に受けて、そのまま崖がけから転落したところを救助された。過去の記き憶おくが一いつ切さい無いことに気づいたのもその時だ。


　頭部に受けた傷による記憶損傷。


　だが、異篇卿としての任務に追われる自分にはちょうど良かった。過去をふり返る必要も感じなかったし、必要とするような場面もなかったから。


　あるとすればたった一度。





〝俺には一つ年上の兄がいた。お前と同じアルマデルという名前で、お前と同じ大剣使いの兄だ。お前と同じで……俺にそっくりの外見のな〟





　自分とまったく同じ顔立ちをした銀ぎん髪ぱつの大剣使い。


　千せん年ねん獅しの第四位レオン。あの男からそう告げられた時だけは……「そうだ」とも「違ちがう」とも言えないことに些いささかの苛いら立だちを覚えただろうか。


「俺は、この剣けん技ぎをいつ学んだ？」


　背後から降りそそぐ魔ま笛てきを一刀のもとになぎ払はらう。振り下ろした剣先を地面に突つき立て、引きぬく拍ひよう子しに大量の土ど砂しやを巻き上げてミクヴェクスの視界を潰つぶす。


『────ッッ』


　思いもよらぬ原始的な戦法に大蛇ミクヴエクスが怯ひるんだ一いつ瞬しゆんの虚きよを衝ついて、アルマデルはその背後へと回りこんでいた。


「俺は、誰だ」


　ぶ厚い魔笛障しよう壁へきを、白銀色の剣閃が切り裂さいた。障壁が再生するより先にその内側へ。うごめく大蛇ミクヴエクスの胴体へ、再び大剣を振り下ろす。


　弾はじける鱗。


　その数は、一度目よりも多かった。


「やはり硬かたいな。今度こそ切断する気だったんだが……」


　わずかな苦く笑しようを押し殺し、バックステップ。ミクヴェクスの全身から溢あふれる魔笛の輝かがやきの外まで跳とび下がる。


「ナタラーシャ、念話でノイエの状じよう況きようを確かく認にんしろ。ベルトマーは俺の支し援えんだ」


　背後の仲間に指示。


　が、二人の異篇卿から返事はいつまで待っても来なかった。……おかしい。視界の隅すみでミクヴェクスを捉とらえたまま、背後の二人へと横顔を向けて。


「お前たち何────」


　その先は、喉のどが掠かすれて続けることができなかった。


「また出会ったな、アルマデル……」


　純白のロングコートの下に痛々しい包帯を覗のぞかせて。


　顔面は血の気を失った蒼そう白はく、額からは滝たきのような苦く悶もんの汗を流しながら、それでもなお男の眼光は鋼はがねの意志を湛たたえていた。


「お前は……」


「春蕾シユンレイを返してもらうぞ」


　千年獅の第四位。


　レオン・ネストリウス・オーヴァが、そこにいた。
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「魔笛結界が縮んでいく!?」


　草原に響ひびきわたる幼い声。


「ノイエ、今は集中ですよ。現状分ぶん析せきはその後です」


　背後の少年を軽く窘たしなめるのはイグニドだ。その声から嫌いやでも感じ取れる緊きん張ちよう感かんそのままに、黒のスーツの裾すそがぼろぼろに切り裂かれている。


「ね、シェルティス？」


「……アレが来ると面めん倒どうだ」


　剣に付着した泥どろを振りはらい、シェルティスは深く深く息を吸って──────そして、聖者ヘケト・ラスパへと無言で駆かけだした。


　地表すれすれに頭を屈かがめ、疾走ではなく滑すべるように一瞬で距きよ離りを詰つめる。


「はっ！」


　紛まぎれもなく全力の一いち撃げき。


　それが、聖者ヘケト・ラスパが造作なく振りあげた杖つえによって弾はじかれた。その衝しよう撃げきに逆らわず身体からだを捻ひねって回転。逆手に握にぎった左の剣を突きあげるも、今度は正面から受けとめられる。


　ごっ！


　強きよう烈れつな衝しよう撃げき波はをともなって繰くりだされる聖者ヘケト・ラスパの杖。


　それを直撃間ま際ぎわでかわし、その無防備な胴体目がけてすれ違いざまに斬きりつける。


　──手て応ごたえはなかった。


「シェルティス、後ろです！」


　イグニドの警けい鐘しようと同時に感じる圧倒的な重圧感。


　自分の後ろに何が迫せまっているかを目視で確認するより先、シェルティスは真横へと身体を投げ出して地を転がった。


『────』


　振ふり下ろした杖が不発に終わり、聖者ヘケト・ラスパがわずかに首を傾かしげる所作。


「……あちゃあ。アルマデルさんたちが大蛇ミクヴエクスと戦ってますね。私たちも戦いたかった黒竜アマデウスを外してしまってるし、考えられる最悪の組み合わせになってしまったみたい」


　鍔つば付き帽ぼうごと頭をふってイグニドが苦笑。


「イグニド、どういうことだ」


「今の聖者ヘケト・ラスパの凄すさまじい体術、あれは異篇卿の第一位アルマデルさんの動きです。セラの虚きよ像ぞうに大蛇ミクヴエクスという個体がいて、その眼めで観察した情報を聖者ヘケト・ラスパに伝えているんでしょうね。それを聖者ヘケト・ラスパが再現していると」


「……さっきの無限進化ってやつの一例か」


　人類最高レベルの体術を再現できる幽幻種。


　そんな怪かい物ぶつに双剣を一撃でも当てることがどれだけ難しいか。さらに相手の反撃も第一位アルマデルの再現だから、下手をすれば体術でもこちらが押し負ける。


　イグニドのコートがぼろぼろになっているのも、その反撃をまともに浴びてしまったからだ。


「でもまあ、今のを見るかぎりアルマデルさんの動きが完全再現されているわけでもなさそうです。大方、アルマデルさんも手の内を隠かくしながら戦っているのかと」


「僕らの連れん携けい次し第だいで押しきれる？」


「ええ。ですが、もう時間がないのも事実です」
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　聖人の黒い賛美歌。


　杖を地面についたセラの虚像の正面、背後、左右そして頭上に現れる漆しつ黒こくの扉とびら。見上げるほどに大きく、そして荘そう厳ごんな雰ふん囲い気きに満ちている。


　さながら古城の凱がい旋せん門もん、あるいは聖堂の礼拝堂をも想起させる。


『……シェ………………ティ…………あれ、…………が穢歌の庭エデン……扉………………………………』


「イリス!?」


『…………ご、ごめんなさ……い。ちょっと本格的にシステム障害が……原……因は……………………が……長時間の…………起動が…………限界オーバーフローを……』


　鮮あざやかな蒼あお色に輝いていた機械水晶イリスが、急速にその輝きを失って鈍にび色いろの機械色へと戻もどっていく。


『…………シェルティス、聞こえますか？　とにかく迅じん速そくに、まずは穢歌の庭エデンの扉が開くのだけは止めないと』


「わかってる。とにかく目の前の一体を──」


『……いえ。どれか一体でいいはずです。ノエシスを奪だつ回かいするためには黒竜アマデウスの撃げき破はが必要ですが、穢歌の庭エデンの扉を閉じるだけなら三体のどれか一体。人間側の三チームのどこかが一体を倒たおせば、それだけ……で……あの扉は消しよう滅めつします』


「!?　どういうこと？」


『それ……は、異い篇へん卿きようの二人が知って……いるかと』


「違う、ボクらだってわざと黙だまってたわけじゃない」


　後方に下がっていた少年が一歩前に出た。


「穢歌の庭エデンの扉は三体のうち一体を倒せば消滅する。三体でようやく結界を維い持じしてるわけだし、一体欠ければ維持する側は大変だってくらいは想像つくでしょ？　ボクらもその程度の情報しかなかったの」


　──簡潔に話してくれ。


　視線だけでそう告げ、シェルティスは聖者ヘケト・ラスパへと双剣を構えた。


　相変わらず迎げい撃げき以外はまったく動きをみせない幽ゆう幻げん種しゆ。穢歌の庭エデンの扉の開放は、セラの虚像にとってもそれほどの負担を強しいる術式というわけだ。


「そこの機械水晶イリスも同じタイミングで察知したと思うけど、ボクらが確信を得たのは上空の魔笛結界に二回異常があったから。これは結界を支えるセラの虚像にどこかのチームがダメージを与あたえたからなんだけど」


「それで？」


「お兄ちゃんも見てたでしょ。一度目は結界がひび割れて、二度目は結界が縮んだの。結界に起きた症しよう状じようが違ってる。これはダメージを受けたのが一度目と二度目で別の個体、かつそれぞれで結界を支える役割が違うことを意味してる」


　セラの虚像三体で魔笛結界を構成。


　一体が結界の拡大。


　一体が結界の強化。


　一体が結界の維持。


　どれか一体でも欠ければ魔笛結界は崩ほう壊かいする。


『そう……です。おそらく三体の、セラの……虚像は、本来は三体で一つ。三さん位み一体で………この結界そのものが……三体をこの世界に留とどめている生命維持装置のようなものだ……と予想できます』


「だから一体を倒せってわけか」


　双剣を交こう叉ささせ、シェルティスは眼前の聖者ヘケト・ラスパを真正面から睨にらみつけた。


　──一体倒せばいい。


　──だけど、その一体の討とう伐ばつすらあまりに遠く、難しい。


　途と方ほうもない時間をかければ今の三人でも倒せる見こみはある。が、穢歌の庭エデンの扉が実体化しつつある状況でそんな悠ゆう長ちようなことが許されるのか。


「……ね、イグニド？」


「わかってますよノイエ。シェルティス、どうぞ行ってください」


「え？」


「決まっているでしょう。天結宮ソフイアチームのところです」


　蒼の少年にコートを摑つかまれたイグニドが、驚おどろくほど自然な優やさしい声で言ってきたのはその時だった。


「今までの戦せん闘とうの成果として、三体のうち一体を倒せばいいという確信を得ました。ならば戦力を一か所に集中するべきです。そして、その狙ねらいは当然にノエシスを捕とらえている黒竜アマデウス」


「……僕一人でか」


「私たちは留守番です。目の前の幽幻種をここで食い止める駒こまも必要ですから。アルマデルさんの方にも連れん絡らくして、向こうはすぐに了りよう承しようが返ってきましたよ」


　ぽん、とノイエの肩かたを叩たたく黒の異篇卿。


「…………」


　自分はいい。


　だけど、ここに残された側は二人だけでセラの虚像を相手にすることになる。三人でもいまだ外傷一つ与えられない怪物を、たった二人で……。


「早くお兄ちゃん、ノエシスを────」


　言い終えるより先にノイエが目を見開いた。


『────』


　微び動どうだにしなかった聖者ヘケト・ラスパが、突とつ如じよとして猛もう烈れつな速度で突進してきたからだ。


「ばれたっ!?」


「ミクヴェクスからの情報でしょう。既すでにアルマデルさん側も動いていて、その情報が伝わったことで私たちの狙いもバレたか……」


「くそ、どうすれば……！」


　攻せめに転じたセラの虚像。


　その全力の魔ま笛てき放射に自分抜ぬきでどれだけ二人が耐たえられる？　逡しゆん巡じゆんが焦あせりへと変わり、焦りが後こう悔かいへと変わるその刹せつ那な。





「ざ……だ……だだだら……か……」





　その詠えい唱しようは、吹ふき荒あれる旋せん風ぷうとともにやってきた。


「ざざかざだ…………だ……ざからから……ざだだだざかかかざだざかざだ…………らだ……らかざざかかだだ……ざ……ざざ……からから……ざだだだだ…………」


　ぼこっ。


　魔笛によって沼ぬま地ち化した地面から何かが飛びだした。


　黄金の杭くい。


　地中から弾だん丸がん並の射速で撃うちだされた無数の杭が、鎗やりさながらの鋭えい利りな先せん端たんを向けて襲おそってくる。何百、何千にも及およぶ桁けた違ちがいの数量の杭、その全すべてが一いつ斉せいに聖者ヘケト・ラスパに向かって突つき上がる。


『────ッ!?』


　魔笛障しよう壁へきに防がれて消滅する黄金の杭。


　だが同時に、聖者ヘケト・ラスパの高速移動の速度もわずかだが低下した。


「いいタイミングです。黄マ金ハさん」


「マハっ!?」


　ノイエの足あし下もとの土ど壌じようが盛り上がり、そこから黄土色のフードをかぶった大おお柄がらな沁しん力りよく術士が這はい上がってくる。


「規定する」


　マハの足下から生まれる巨鳥の像。黄金に輝かがやく沁力を帯びて輝く石像が、さらなる定義を与えられて変化していく。


「地中の無機を抽ちゆう出しゆつして疑ぎ似じ創造。色は『黒色』、性質『臆おく病びよう』、形状かたちは『鳥』。その身に大いなる翼つばさを有して顕けん現げんせよ。天上の風をも支配する速度を規定する」


　見上げるほど巨きよ大だいな怪かい鳥ちようが雄お々おしい翼を羽ばたかせる。


「マハ!?」


「────」


　黄金の術士が無言で指さすもの。それはたった今、黄金六面体の術式によって生まれた怪鳥の背中だった。


　──僕に行のけれ、と。


「こちらの戦力はこれで三人。本気になったセラの虚きよ像ぞう相手でも少々は保もつでしょう。まだ何かおっしゃることがありますか？」


「…………」


　口で答えるかわり、頭こうべを垂れる怪鳥の背にシェルティスは飛びのった。


　ふわりと浮うく身体からだ。


　自分を乗せた怪鳥が翼を羽ばたかせて離り陸りく、みるみるうちに高度を上げていく。


「イグニド」


「はいはい、なんでしょう？」


「……後を頼たのんだから」


「お任せあれ。そしてあなたこそ────」


　鍔つば付き帽ぼうをわずかに持ちあげる異篇卿。その拍ひよう子し、淡い黄金色オフゴールドの髪かみが帽子の下から零こぼれるように姿を覗のぞかせた。


「シェルティス、どうか、もう一人のわたしをお願い……」


　…………


　………………え？


　それは幻げん聴ちよう。


　あるいは風の悪戯いたずらだろうか。


「待てイグニド、今の────────」


　シェルティスの叫さけびは、吹き荒れる突とつ風ぷうに搔かき消されて霞かすみと消えた。
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　じわり、とコートの下に感じる鈍にぶい痛み。


　……縫ほう合ごうの傷が開ききったら、出血ではなく痛みで昏こん倒とうしかねない。頼むからもう少しだけ保ってくれ。


「春蕾シユンレイはどこだ。答えろアルマデル」


　大たい剣けんを地に突き立て、それを支えにレオンはかろうじて大地に立っていた。


　──爛ラン、礼を言う。


　──お前のおかげで、再びこの男の前に立つことができた。


　塔とうの誰だれにも知られずに飛ひ空くう艇ていを入手してくれたのが、同じ千せん年ねん獅しの爛だ。彼女の知るかぎりの情報も大まかに教えてもらった今、相手の目的も大方は予想がついている。


「アルマデル！」


「大したものだな」


　その両りよう脇わきに異い篇へん卿きよう二人を従えて、金きん髪ぱつの大剣使いが苦く笑しようをもらした。


「俺の大剣を受けたのが何日前だ？　いずれにせよ、そう簡単に立ってもらってしまうと俺も自信がなくなる。ただでさえ大蛇ミクヴエクスに自信を打ち砕くだかれている最中だ」


「あの大へ蛇びか……」


　こちらが悠長に会話してる間もじっと様子を見ているだけ。一見すれば幽幻種らしからぬ行こう為いだが、穢歌の庭エデンの扉とびらとやらに専念したい思おも惑わくもあるのだろう。


　……人間など、攻めてくれば迎撃する程度の存在でしかないということか。


「なるほど、異篇卿おれたちの狙いは幽ゆう幻げん種しゆ。ならばさっさと巫み女こを返してもらえればお前も引き下がるし、異篇卿おれたちも幽幻種の討伐に集中できると」


「巫女は置いてきたとでも？」


「いや、連れてきたさ。そして既に解放した後だ」


「なにっ!?」


「天結宮ソフイアも情報が錯さく綜そうしているようだが、あいにく巫女はとっくに天結宮ソフイア側のチームに合流したとの報告まで受けている。その後どうなったかまで知らないがな」


　その可能性はレオンも薄うす々うす考えていたことだ。


　巫女がいるなら幽幻種との戦いにだって同行しているはず。それがいない時点でアルマデルの説明は十分すぎるほどの信しん憑ぴよう性せいを持っていた。


「────」


　ならば春蕾はユミィたちと一いつ緒しよ？


　また別のセラの虚像とやらと交戦しているというわけか。


「だがちょうどいい」


　すっ、と大地に突き刺さしていた剣けん先さきをこちらに向ける異篇卿。まさかこの場で再戦か？　そう覚かく悟ごしたレオンの緊きん張ちようを打ち砕くかのように。


「千年獅レオン。お前が、ここで俺の代わりをしろ」


「……どういうことだ」


「穢歌の庭エデンの扉が開くまで時間がない。俺は隣となりの浮遊島ラグーンにいる別の個体に用がある。お前はここに残って大蛇ミクヴエクスの相手だ。……ナタラーシャ、ベルトマー、お前たちもここに残れ。適度に威い嚇かくして注意を引きつけろ」


「心得ましたわ」


「……やれやれ」


「というわけだ。特別に異篇卿こいつら二人を支し援えんにつけてやる。この二人もそれぞれ一級の使い手だ。支援役には十分すぎる」


「っ！　勝手なことを！」


　春蕾がここにいないと知った今、その専属護衛がすべきことは一刻も早く合流すること。それが、なぜ敵である異篇卿と共きよう闘とうしなければならない。


「その傷で隣の浮遊島ラグーンまで長々と走る気か？」


「っ……」


「それに──」


　金髪の剣士が背を向ける。


　その足下の大地が盛り上がり、巨大な怪鳥が翼を羽ばたかせて産うぶ声ごえを上げた。


「この程度が即そつ興きようで出来なくば、剣士としても一人の男としても俺を越こえる器うつわではないということだ」


「────アルマデルっ！」


「俺を失望させるなよ」


　アルマデルを乗せた怪鳥が空へと飛び立った。


　……失望？　失望だと？


　……それはまるで、俺に何かを期待しているような言い方じゃないか。


　金髪の剣士はふり返らない。ただ遥はるか高みから、怪鳥の導く進路をじっと見つめているだけだ。


「ほぉら代理さん？　悠ゆう長ちように眺ながめている暇ひまがあって？」


　指先に炎ほのおを点ともした真しん紅くの異篇卿。


　その隣にもう一人、こちらは無言で狙そ撃げき銃じゆうを携たずさえた鈍にび色いろの異篇卿。


「あなたアルマデル様に敗れたのでしょう？　再戦、したいんじゃないの？」


「当たり前だ」


「ならば話は簡単。その資格があるかどうか、異篇卿わたしたちが審しん査さしてあげる。あの蛇へびを相手にどれだけ抗あらがえるか見せてみなさいな」


　……なるほど。


　……この俺がここでは審査される立場か。


「あら、ご不満？」


「上等だ」


　小さく吼ほえてレオンは駆かけた。


『────』


　大蛇ミクヴエクスの眼めが輝いた。


　その全身からにじみ出る禍まが々まがしい魔ま笛てきが一ひと際きわ強く瞬またたくや、その輝きが無数に分ぶん裂れつして何千という鎖くさり状じようの光線レーザーとなって降りそそぐ。


「…………ちっ」


　全方位からの一いつ斉せい集中。


　回かい避ひするわずかな隙すき間まさえ与あたえぬ光の洪こう水ずいを前に、瞬しゆん時じに光線レーザー量の薄うすい方角を見み抜ぬいて方向転てん換かん。迫せまりくる光の砲ほう撃げきをくぐり抜ぬけ、そして大剣で撃うち落とす。


「お見事。支援に値あたいする程度は認めてあげる」


　紅くれないの異篇卿が、その艶つややかな唇くちびるを笑えみのかたちにつりあげた。


「世界彩色レイヤーコード『緋色スカーレツト』────焼きはらえ！」


　緋ひ色いろの炎。


　高熱を宿しながらも洗礼系の属性を帯びた炎の波が、レオンの前方に迫った魔笛の光を洗い流すようにかき消した。


「……っ。さすがに浄じよう化かできるのはごく一部だけね」


「十分だ」


　大蛇ミクヴエクスと自分をさえぎるものは魔笛障しよう壁へきのみ。そこへ、鈍色の異篇卿が放った不可視の弾だん丸がんが秒間何十発という濃のう度どで突きささる。


　が──


「学習……され……たか？」


「対応されたわね」


　障壁に入った亀き裂れつが、それ以上はどれだけ銃じゆう弾だんを撃ちこんでも広がらないのだ。ナタラーシャの炎が炙あぶっても効果がない。


　──俺の剣で障壁をどこまで破は壊かいできる？


　一発で大穴が空くなら問題ない。だが二回、三回の剣撃でも破壊できなければ魔笛障壁の前で仁に王おう立ちも同然だ。動かない的など魔笛の餌え食じきでしかない。


「くそっ」


　体調が万ばん全ぜんであれば迷わなかった。だが、最悪に近いこの状じよう況きようでミクヴェクスの障壁を突とつ破ぱできるのか？


「屈かがみな」


　直後。誰かが真上を跳ちよう躍やくで飛びこえていった。


「こういうのはな、何も考えずにぶん殴なぐるのが一番てっとり早ばえぇんだぜ？」


　赤しやく銅どう色いろの肌はだの少女だった。


　天結宮ソフイアの護ご士しに支給される儀ぎ礼れい衣いの中でも、通常なら許可されない半はん袖そで半ズボンというあまりに軽装な特注衣。


　その護士をレオンは知っていた。


「爛!?　お前、天結宮ソフイアに残ったはずじゃ！」


「────ふっ！」


　地ち竜りゆうをも昏倒させる剛ごう拳けんが障壁を叩たたく。


　障壁がそれに耐たえたのは一いつ瞬しゆん。直後、亀裂のはいった箇か所しよから障壁が無数の欠片かけらとなって砕けちった。


「ケガ人に任せっぱなしってわけにもいかねぇだろ」


「恩に着る」


　障壁が修復されるより早く、その綻ほころびへ身体からだを滑すべりこませる。真横から打ち払はらわれる大蛇ミクヴエクスの尾おを跳躍で跳とびこえ、レオンは大蛇ミクヴエクスと対たい峙じした。


　……なんて重圧。睨にらまれるだけで息も心臓も止まってしまいそうだ。


　これがセラの虚きよ像ぞう。最古の幽幻種の一体。


「まったく、面めん倒どうな敵を押しつけられたな」


　ぬめりと滑る手の汗あせを拭ぬぐって重たい剣けんを構えなおす。爛らん々らんと輝かがやく宝石のごとき大蛇ミクヴエクスの視線を真正面から受けとめ、にらみ返す。


「どこまで抗えるか？　上等だ、どこまでだって食くらいついてやるさ」


　……だから春蕾シユンレイ。


　……すまないが、もう少しだけ耐えていてくれ。





　　　　２





　絶望を知った。


　これが、世界の侵しん攻こう者と被ひ侵攻者の根本的な力の差なのだと。





　セラの虚像が一体、アマデウス。


　その魔笛の象しよう徴ちようである吐息ブレスを浴びて一人、また一人倒たおれていく仲間たち。先制の吐息ブレスを浴びて黒くろ猫ねこが吐と血けつとともに昏こん倒とうした。さらにアマデウスの牙きばを解放した吐息ブレスを受けて春蕾が全身を痙けい攣れんさせて倒れていった。


　……その余波に指先一つ分触ふれただけで巫女を侵しん食しよくする魔笛。


　……沁しん力りよく結界も防ぼう御ぎよもすべて打ち貫ぬかれる。


　だめだ、何一つ対たい抗こう策が浮うかばない。


　洗礼系で先制？　だめ、今からでは間に合わない。


　結界系で防ぐ？　だめ、春蕾の結界すらたやすく砕くだく魔笛だ。わたしが苦手な結界系を展開したって先と同じ結果になるのは見えている。


　ならば撤てつ退たいか？　否いな、間に合わない。吐息ブレスの射程範はん囲いが広すぎる。


「────」


　……こんな……こんなところで終われないのに。


　……巫み女こが幽幻種に負けたら、誰だれがこの世界を守護するの？


　目の前に迫る黒竜アマデウスの吐息ブレス。


　目を閉じたい。諦あきらめたい。全すべてを投げ出してしまいたい。心を刈かろうとするその絶望にかろうじて抗い、踏ふみとどまる。


　けれど幽幻種の魔笛に対抗することができないのも事実で────


「ユミィ殿どの！」


「…………え」


　漆しつ黒こくの吐息ブレスが自分に直ちよく撃げきする直前、誰かが自分と吐息ブレスの間に割って入った。岩でも砕いてしまいそうな豪ごう腕わんなのに、自分を庇かばい抱だきしめる力はとても優やさしく繊せん細さいで──


「ゼアドールさんっ!?」


「うっっっっっ、ぐぅぅぅぅぅぅっっ!?」


　じゅっ。


　何かが灼やける音が彼の腕うでを伝って聞こえた。


「……ユミィ、殿…………無事、である……か」


　吐息ブレスの終しゆう焉えん。


　漆黒の魔笛が消え去ったその後には、自分を庇って黒竜アマデウスの魔笛を受けた第一ゼアドールが大地に膝ひざをつく姿。


「いっ、いやぁぁぁぁぁっゼアドールさん、ゼアドールさんっ!?」


　聖域術式の術装も上着のコートも全てが塵ちりと化し、大きく晒さらしたその背中には沁力の刻印儀礼と真逆のどす黒い斑はん点てんが大小無数に浮かび上がっていた。


　……魔笛に侵食された証しるしだ。


「触れ……るな、ユミィ殿……魔笛の侵食が移……るので、ある」


　信じがたいことに男は意識があった。


　巫女の意識すら根こそぎ奪うばいとる魔笛の直撃を受けてなお、聖せい廊ろうの守護者は唇をかみ切り、全身の筋肉を膨ぼう張ちようさせ、紅こう潮ちようした顔で意識を繫つなぎとめていた。


　沁力の大小ではない。


　守護者であろうとする気き質しつと愚ぐ直ちよくなまでの自己正義が、この戦せん闘とう途と中ちゆうという過程で自らの身体が大地に伏ふすことを許さなかったのだ。


「ぐっ、ぬぅっ……!?」


　大地に膝をついた大男が、なおその場に立ち上がろうと力をこめる。


「！　だめっ、だめです！　これ以上無理したら本当に限界が────」


「義……は通す。吾わが輩はい、……まだここ……で、倒れるわけには」


　絶え絶えの息でゼアドールが睨み上げる先。







　Armadeus：アマデウス：U E wi汝、nes bran雄々しきsraghch.竜。tiein jasセラのlef Selah,右身、omnis elah.……移ろう者よ。……deus arma ?なぜ牙を剝く？







　再び奏かなでられる竜の魔笛。


　真昼のはずだった世界が星一つない真夜へと染まり、その深い深い濃こ紫むらさき色いろがアマデウスの牙へと再び凝ぎよう縮しゆくされていく。


　竜の吐息ブレス、二度目。


「ユミィ……殿、避ひ難なん……」


「────」


「ユミィ殿？」


「いや……です」


　地に膝をつくゼアドールの首に手を回した姿勢で、ユミィは弱々しく首を振ふった。


「わたしだって巫女なんです！　巫女が……こんなに人が倒れる時に逃にげるなんて絶対にできない！　わたしが逃げたら誰が皆みんなを助けるんですか……っ！」


「だが」


「──お願い」


　わたしが願うたった一つの願いであり、わたしにできる全ての願いであるもの。





〝ずっと待っていた。ずっと……ずっと…………〟


〝あなたに禁断水晶わたしの力と、そして『約束の地ツアラベル』への扉とびらを委ゆだねます〟





　お願い、あの時わたしに何かを伝えてくれた禁断水晶。


　……一度でいい。


　この魔ま笛てきから皆を守る術すべがあるのなら、どうか一度きりでいいから力を貸して。あなたが委ねてくれた力の全てを、今ここで。


　開こうとする穢歌の庭エデンの扉。


　その対ついとなる禁断水晶あなたの扉を開放する鍵かぎをわたしに与あたえて。







【Armariris ：アマリリス：En E wi汝、nes towle全ての夢見る者のleide.守り手よE nesわたしにelah feoできる全てのvilis祈りで、Selah phenoあなたをエデンからtes Selah solit解きはなつ】







「……これは」


　魔笛に侵食され今にも途と切ぎれてしまいそうな意識の中、ゼアドールは巫女の歌いあげる開放序詞を確かに聴きき、そして理解した。


　人に与えられし沁力の起動鍵。


　その源泉たる禁断水晶の扉を開放するからこそ、それは開放序詞、すなわち『開放序詞とびらひらくことば』と呼ばれるのだと。







　Yu/ Se=I,さあ聴いてsia elmei穢れしhypes pheno.楽園の子供たち





　noi-roo-xin,いつしかria hiz〈どこかで〉Iria feo巡るIs-Ye-sophia.世界のために





　omia lef開かれたnefis riris新約の扉にet teo alt ,鍵はなくilmei missis大いなる少女のevhe旋律がele peqqy.共にある







　長大な開放序詞を祈いのる巫女から立ちのぼる光の結けつ晶しようたち。


　黒竜アマデウスの魔笛によって漆黒に染まった天上に、立ちのぼる光の結晶がさながら夜空の星のごとく輝いて────







　Sew haul傷ついたgetie-l-getie世界でco noi hiz小さな小さなarsicis I. ende,息吹を灯し





　Yu/ Secその歌、clar evoia世界をyahe feo巡るIs hiz I.言葉となれ







　光に触れた魔笛が、澄すみきった音を立てて霧む散さんした。


「これは……まさか浄じよう化かであるか」


　おぞましいまでの悲ひ哀あいと敵意に満ちた漆黒の光が、さらなる緋ひ色いろの輝きに洗い流されて消えていく。


　まるでその全ての悲哀と敵意が安らぎ、そして癒いやされていくかのように。







　=I elmeiさあ聴いてphenoria穢れしlef Eden楽園のxiss.子供たち





　noi-roo-xin,いつしかria hiz〈どこかで〉Iria feo連なるkis r-yehle.世界のために





　elmeiこの丘でIsdelis kis彩られるr-sanc lin全ての想起がbis laphia.ende,わたしにできる、bis kiss hizたつたvan shel feo一つのSew ema.願いとなる







　黒竜アマデウスの動きが止まる。


　魔笛結界のみを見上げていた眼光が見すえるのは、本来ならば取るに足らぬ存在であるはずの人間。それも小さく弱い一人の少女だった。







　hiz elis全ての道のyehle elmeiいきつくtis,場所で、noi laphia全ての願いをelmei shel.結んだ者よ





　Es E lisいまnedia真なるkyel orbie楽園の扉をNeight.開け







　……ずっと昔からイメージだけは大事に抱きしめていた。


　……わたしだけの開放序詞。


　代々の巫女によって受け継つがれ忠実に守られている第七天音律ソフイア・コードとは違ちがう。自分の全部を出しきるためには、自分だけの開放序詞を自分で見つけなくてはいけないのだと。


　わたしにできる全ての願いを。


　たった一つの開放序詞へと織りなして……







　Ris sia sophia,──Riris ele,全てのSelah pheno目覚めるsia-s-orbie子供たちのKluel.ために







　漆黒の竜が吐息ブレスをまき散らす。


　と同時、ユミィもまた全身全ぜん霊れいをかけて洗礼系の沁力術式を解き放っていた。


『────』


　黒竜アマデウスの咆ほう吼こう。


　はるか高度から舞まい降りる漆黒の魔笛、かたや地上から舞い上がる緋色の沁力が薄うす暗ぐらい虚こ空くうで交こう叉さ、その光の切っ先がわずかに重なりあった直後。





　──ヂヂ……ヂッ！……──





　雷らい光こうを思わせる青白い火花が、結界の境界面に迸ほとばしった。


　魔笛とも沁力の輝かがやきとも異なる第三の輝き。強力すぎる魔笛と沁力が衝しよう突とつした時のみに生じるとされる幻まぼろしの輝きが世界を照らす。


「エルベルト共鳴!?」


　幽ゆう幻げん種しゆと人間、そのどちらをも容よう赦しやなく焦こがす無む慈じ悲ひの光熱。


　漆しつ黒こくの吐息ブレスを伝って火花が幽幻種の鼻先へと到とう達たつした、そうユミィが理解したと同時、竜の巨きよ体たいが大きくのけぞった。


『──────ッ！』


　それに呼応して魔笛結界が大きく歪ゆがむ。これはつまり、セラの虚きよ像ぞうにもエルベルト共鳴の炎ほのおは効いている!?


　後退する竜の姿にわずかな希望を抱いだいた直後。


　──ヂヂッ


　その炎が沁力の輝きを伝ってユミィの指先を焼いた。


「ぁっ……」


　激痛が指から肩かたへと伝わり、高圧電流さながらに全身を駆かけめぐる。


　青白い火花が指先の皮ひ膚ふを食いやぶり、さらに筋肉を伝ってユミィの肘ひじ先さきまでが一いつ瞬しゆんにして炎に包みこまれた。


「っぁぁぁぁぁぁぁっっ!?」


　身体からだだけじゃない。


　これは、わたしの精神まで焼きつくす炎なんだ。だから実体の無い幽幻種もこの光熱の前には悲鳴を上げるしかない。


「も、もう少し……」


「ユミィ殿どの！　やめよ、それ以上続ければユミィ殿の身体が保もたん！」


「も、もう少し……頑がん張ばれます……から」


　肘までを包む炎が徐じよ々じよに肩へと昇のぼってくる。耐たい熱ねつ性の生き地じで編んだはずの法衣すら燃え上がり、火花によって裂さかれた皮膚からぞっとするほど赤い血が滴したたっていく。


　……い、痛くなんかないよ？


　……向こうだって苦しんでるもの。あと……少しじゃないか。


　じわじわとあふれる涙なみだが頰ほおから零こぼれる。その涙もまた、エルベルト共鳴の炎に炙あぶられて一瞬にして消えていった。


「ユミィ殿！」


「わ、……たし……巫み女こですから」


　そう呟つぶやいた直後。


　魔笛と沁力の衝突がもたらす反動に押され、ユミィは片かた膝ひざを地についた。


「ま、だ…………」


　何を座っているんだユミィ。さっさと立たなきゃダメじゃないか。今この場に立っているのはわたし一人。わたしが…………たった一人でも頑張らなくちゃいけないんだ。


　……そう。


　……たった一人でも。専属護衛がいなくったって、千せん年ねん獅しがいなくったって。


　…………本当に？


　本当に、たった一人で何でもできると思っているの？


　心の中で反はん響きようする自問の声。たった一人の孤こ独どくな戦い。エルベルト共鳴のこの痛みは、きっとその心の空っぽな部分が灼やかれているからなんだ。


『────ッッ！』


「くぅぅぅぅぅぅぅっっ!?」


　人ひ間とと幽幻種。


　両者は同時に理解していた。エルベルト共鳴の炎に敗れて押し負けた方が、そのまま互たがいの魔笛と沁力を浴びて倒たおれる運命なのだと。





　均きん衡こう、そして。





　残ざん酷こくかつ究極の審しん判ぱんが、永遠にも等しい時を経へて崩くずれた。


「…………っ……か…………はっ……！」


　両膝を先についたのは少女の方だった。


　力は拮きつ抗こう。


　勝負を決したのはあまりに単純極きわまりない、人と竜の耐たい久きゆう力の差だった。


　禁断水すい晶しようという上位存在の力を借りてなお、その力を完全発揮するための媒ばい体たいとして、少女の身体はあまりに脆もろすぎたのだ。


「…………ぁ……っ……？」


　……そん……な。


　……こんな時に……げん……かい……？


　猛もう烈れつな目め眩まいとともに意識が急速に混こん濁だくしていく。


　限界を超こえた沁力術式によって自分の沁力を全解放した反動だ。精神の方が限界を迎むかえ、肉体と感情を無視して昏こん睡すいに陥おちいってしまう。


「ユミィ殿！」


「……………………ごめ、な……さ」


　拮抗していた衝突が、徐々に竜の息い吹ぶきに押されていく。どす黒く輝く魔ま笛てきの光がもう前まえ髪がみに触ふれるところまで近づいてきて──


　…………


　…………ごめん……ね……シェルティス


　涙でくしゃくしゃになった視界で、ユミィが見たものは幼なじみの少年の幻げん覚かくだった。ここまで頑張ったのに……もう会えなくなってしまうんだ。


　それがどうしても悔くやしくて、許せなくて、悲しかった。


　だから。


　だからこそ────





「ユミィ！」





　…………


　…………え？


　幻覚の中で、少年が叫さけんだ自分の名がユミィには信じられなかった。


「ぬぅっ、貴様は天結宮ソフイアの!?」


　四つんばいの第一ゼアドールが声を張り上げた。


「シェルティス！」


　高速で竜の頭上を旋せん回かいする怪かい鳥ちようが急降下し、その翼つばさから双そう剣けん使いの少年が飛び降りる。その接近を感知した黒竜アマデウスが頭上に強力な魔笛障しよう壁へきを展開し──


「はっ！」


　少年の双剣が、いともたやすく障壁を切り裂いた。


　突とつ破ぱ。
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　竜の頭上に落下したシェルティスが、さらにその背を駆けぬけて返す刀でもって竜の右う翼よくを大きく切りつける。


『────ッッッ！』


　激げき昂こうする幽幻種。


　が、その激昂もまた次の瞬しゆん間かんには激痛による絶ぜつ叫きようへと変化した。さらに逆の方角から現れた怪鳥から、新たにもう一つの人ひと影かげが飛び降りたからだ。


「なるほど、蛇へびの鱗うろこよりはいくぶん脆そうだ」


　規格外の大剣を振ふりかざす金きん髪ぱつの大剣使いが、荒あれ狂くるう竜りゆうの腕うでを巧たくみにかわして背中に着地。真しん紅くの大剣が竜の左さ翼よくを切り裂いた。


「ユミィ！」


「……シェ、ルティス…………シェルティスなの？」


　竜を挟はさんで向かい側に着地する双剣使いの少年。


　鳶とび色いろの癖くせっ毛にあどけなさの残る相そう貌ぼう。細身の身体に黒の旧式儀ぎ礼れい衣いを羽織った彼を、ユミィは誰だれよりもよく知っていた。


　本物だ。


　……夢なんかじゃない。本当に、本当のシェルティスだ。


　……来てくれたんだ。


「ユミィ、平気!?」


「…………」


　反射的に叫ぼうとする衝しよう動どうをユミィは無言で押し殺した。


　ばかばか！　来るの遅おそいんだから、本当に怖こわかったんだから！──許されるのならそう言って甘えたかった。今すぐ駆けよって抱きつきたかった。


　だけど。


「シェルティス走って、竜が回復する前に！」


　だけど、それは許されない。


　今のわたしは巫女で、目の前の幽幻種を倒すためにやってきたんだ。一いつ緒しよに戦ってくれた黒くろ猫ねこと春蕾シユンレイ、自分を庇かばってくれたゼアドールに応こたえるためにも。


「……わたしにだって意地がある！」


　崩れかけた沁力術式を繫つなぎとめ、眼前に迫せまった魔笛を押しもどす。


　──ヂヂッッ！


　力の均衡とともにエルベルト共鳴もまた甦よみがえる。雷光さながらの光の糸が指先を伝い、すでに皮膚がやぶけてぼろぼろになった腕を再び灼き焦がす。


「こ……んなの、痛くないんだから！」


　片膝をついた体勢から、魔笛の反動に抗あらがってユミィは立ち上がった。


　──彼が駆けつけてくれたから。


　それだけで十分だ。言葉も抱ほう擁ようも今はいらない。共にいる。一緒に戦って見守ってくれている。それだけでわたしは何度だって起き上がれる。


「シェルティス、あの黒い牙きばを狙ねらって！」





　　　　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]





　黒い牙。


　竜の口こう腔こうに覗のぞく、漆しつ黒こくの息吹よりも暗く輝かがやく一本の牙。


「あれか！」


『アマデウスの牙と呼ばれる魔笛結晶です。核かく晶しようとは別に、あれが黒竜アマデウスの膨ぼう大だいな力を制せい御ぎよする触しよく媒ばいのはず。破は壊かいすればセラの虚きよ像ぞうとて力を失います』


「──ああ」


　息吹を放出し続ける竜の足あし下もとをくぐり抜ぬけ、その足先を蹴けって膝ひざ元もとへ着地。その膝を蹴ってさらに左腕の指先へと飛びのった。


『シェルティス止まって！』


　激げき震しん。


　竜が突とつ如じよとして翼を羽ばたかせ、その身体が虚こ空くうに浮ういた。


　そのまま百メートル近く上じよう昇しようしたと思いきや、今度は地上すれすれまで急降下。そこから再び浮ふ上じようして、今度は虚空で宙返りという暴走ぶりだ。


　──振ふり落とすつもりか。


「く、そ……！」


　足場が悪すぎる。


　磨みがき上げた大理石のように滑すべる鱗に足を乗せているうえ、立っている場所が竜の腕だ。肩かたから先を激しく振り回されては進むことも難しい。


　……この幽ゆう幻げん種しゆ、なんて強きよう靭じんなんだ。


　……地上のユミィに今も息吹を放出し続けて、まだこうも余力がある。


　宙を舞まうための翼だって両翼を根本から切断しかかっているのに、そんなダメージなど感じさせない飛ひ翔しよう能力。


「シェルティス！」


　はるか真下の地上から、雄お々おしき声が轟とどろいたのはその時だった。


「この鎚矛メイスくれてやる。機会は一度きりと心得よ！」


　見る者が見れば目を剝むいていただろう。


　セラの虚像の魔笛に全身を侵しん食しよくされているゼアドールが、その二の足で立ち上がって巨きよ大だいな鎚矛メイスを天上へと投げはなった。


　音速にも等しい速度で飛来する超ちよう重量の武具。


「────」


　無言でうなずき、荒れくるう竜の腕を蹴って宙へと躍おどりでる。重力によって自由落下する少年が着地したのは大地ではなく、第一ゼアドールの投じた武具だった。


　鎚矛メイスの上昇は止まらない。


　旋回する竜をも越こえ、そのさらなる上空へと到とう達たつしたところで、シェルティスは鎚矛メイスを蹴って飛び降りた。


『組成プログラム、展開。再構築を開始────シェルティス、たぶん、これが私にできる最後の支し援えんです。どうかご武運を』


　それが何を意味するのか理解するより先。


　携たずさえていた双剣の刀身が粉々に割れ砕くだけ、そこからさらに長大な刀身が構築されていった。フェルンの棘とげ森もりで水龍ヒドラと戦った時の極大形状の双剣だ。


「──────ああぁぁぁぁぁぁぁぁっっっ！」


　左の剣でもって黒竜アマデウスの魔笛障壁を破壊。


　突つき上げてくる巨腕に左の剣を弾はじかれながらも、その腕を蹴りつけてさらに落下。竜の巨大な口腔目がけて剣を振りあげる。





『我、その意志に牙むく者なり』





　黒竜アマデウスの咆ほう吼こう。


　黒竜アマデウスの翼が羽ばたきを止め、左右から自分を挟みこむように迫りくる。


「……落下を覚かく悟ごの上で!?」


　飛翔を止めれば地上への落下は免まぬかれない。


　地上に墜つい落らくしてダメージを負うよりもなお、セラの虚像は頭上の小さき少年ただ一人を確実に仕留めることを選んだのだ。


　……どうする!?


　剣は右手の一本だけ。


　空中で自分を押しつぶそうとせまる両翼を同時には受けとめられない。受けとめたとして、アマデウスの牙を狙えるタイミングは確実に逸いつしてしまう。


「迷うな、牙だけを狙え」


　──レオン？


　そう信じてしまうほど、その大剣使いは全すべてが友人に酷こく似じしていた。


「異い篇へん卿きよう第一位、白銀のアルマデル参る」


　竜の肩に立つ金髪の異篇卿がふるう大剣。


　異名にふさわしき白銀アルマデルの剣閃が、黒竜アマデウスの両翼の一枚を切断し、もう一枚を剣の峰みねでもって受けとめていた。


「シェルティス、お願い！」


　落下の風圧で鼓こ膜まくが激しく揺ゆすられながらも、ユミィの声を確かに聞いた。


　まっすぐ。


　まっすぐ。絶叫を上げる黒竜アマデウスの口腔にのぞく黒い牙だけを見すえ、そしてシェルティスは、右手の剣を無音で振り下ろした。





　リッィィ、ィ……ィィィッッッ……ンッッッ……ッ…………





　冷たく、そして悲しく浮遊島ラグーンに響ひびきわたる崩ほう壊かいの音。


　それは何かの偶ぐう然ぜんだろうか。


　アマデウスの牙が砕ける音色は、かつて幽幻種の大侵しん攻こうを受けた時に氷結鏡界が砕けた音とまるで同じものだった。


『…………ッッ』


「穢歌の庭エデンに────────還かえれっっっっ！」


　力の触媒を失った幽幻種。


　真下の地上から、ユミィの洗礼系術式がその身体からだを天上高くへと押し上げる。


　上空の雲を突きぬけて遥はるか高みまで押し上げられる黒竜アマデウス。


　その巨きよ体たいが陽光に触ふれた瞬しゆん間かん、怒いかりとも嘆なげきともつかない絶ぜつ叫きようがこだまする中で、浮遊島ラグーンを覆おおいつくす魔ま笛てき結界は乾かわいた音を立てて消しよう滅めつした。





　そして、穢歌の庭エデンの扉とびらもまた──────












　エピローグ　『黄昏たそがれの扉のその先へ』







「イリス？」


　輝きを失って鈍にぶい灰色へと変色した機械水晶イリス。


　返事がない。声をかけても揺すっても、普ふ段だんならスリープモードに入っていても呼べば『ああもう眠ねむいのに』と応こたえてくれていたのに。


「……そんな、冗じよう談だんだろ」


　完全に機能を停止したイリスを手に乗せて、シェルティスはその名を呼び続けた。


　調子が悪いのはフェルンの棘とげ森もりにいた時から知っていた。


　でもまさか……イリスに限ってシステム異常なんてないと思ってたし、あったとしても自己修復機能で直ると信じきっていたのに。


「イリス……」


『ふぇ？　どうかしましたかシェルティス』


　やおら、今の今まで凍こおりついたように動きのなかった機械水晶イリスが瞬またたいた。


「え……」


『自己診しん断だんプログラム再起動…………確かく認にん中…………よし、全ぜん項こう目もく問題なしっと。イリスちゃんは今日も可愛かわいく元気です！』


「え、あ、……え？　でもイリス、さっきこれが最後の支援かもって──」


　さっきまでは壊こわれたように動かなかった。それが今、機械水晶イリスは何事もなかったかのように色いろ鮮あざやかな蒼あお色いろに瞬いている？


「もしかして直ったの」


『はい。お騒さわがせしましたが全システム復旧です。水晶おはだの色ツヤもいいでしょう？』


「……うそ。じゃあ原因は？」


『あー、それが私も自信ないのですが、ついさっき消滅したセラの虚きよ像ぞうが原因のようなんですよね』


「アレが？　たしかにイリスの不調って、セラの虚像が現れたのと似た時期だったけど、でもそれって何の関係があるのさ」


　機械水晶イリスの不調が判明したのはフェルンの棘とげ森もりでだ。


　水龍ヒドラから受けた傷の治ち療りようを終えたモニカが天結宮ソフイアから戻もどってきて、強力な幽幻種がいるという情報を伝えてくれた時期と重なっている。


　その後、いよいよシステムが停止しはじめたのが浮遊島ラグーンに移ってから。すなわちセラの虚像に接近したことがきっかけだ。


『いやー、それがですね。ほら私ってば幽幻種を感知する知覚システムが搭とう載さいされてるじゃないですか。アレ、結局は巫み女この領域系と似たようなものだから結構メモリの処理能力を要求されるんですよ。だけど今の私はこんな小さな機械水晶イリスなので』


「うん、……それで」


『要は、セラの虚像なんていう大物すぎる幽幻種に知覚システムが過か剰じよう反応しちゃったと。人間で喩たとえると『猛もう烈れつに憎にくい相手が目の前に現れて我を忘れてしまった』みたいな』


　セラの虚像に対する演算処理が設定負荷を超こえて桁あふれオーバーフロー。


　機械水晶イリスに搭載された処理メモリが圧あつ迫ぱくされてシステムが異常終しゆう了りようしたというわけだ。


『にゃははは、いやービックリ。こんなのあるんですねえ』


「…………」


『ま、セラの虚像がいなくなったので過剰反応も消えて一件落着。これで私もいつも通りの…………って、ちょっ、ちょっとシェルティス待って！　無言で土に埋うめないで！　誰だれかああぁぁ、可愛い機械少女が土に埋められそうです！』


「うるさい、この役立たずロボ」


　……そんなとこだと思ってたけどさ。


　悲鳴を上げて点てん滅めつする機械水晶イリスを横目に、シェルティスは深々と溜ため息いきをついた。


「シェルティス？」


　真横から声をかけられ、はたと我に返った。白の法ほう衣えをまとったユミィが、おそるおそる自分の顔を覗のぞきこんでいたからだ。


「さっきからイリスの名前呼んでるけど、もしかして何かあったの？」


「……あ、いや何でもないよ。なんか真相を知ってどっと疲つかれが噴ふきだしたけど。ユミィこそ魔笛の洗せん浄じようは────」


　そして、ようやく気づいた。


　セラの虚像が消滅した大地が、既すでにみずみずしい緑を取り戻していることに。


「これ……全部ユミィが浄じよう化かしたの？」


　ドロドロに融ゆう解かいして腐ふ敗はいしていた大地。


　濃こ紫むらさき色いろに汚お染せんされていた大気や、白く壊え死ししていた大樹、生気を失っていた植物もそう。全てが元の生命力を取り戻している。


　──僕がイリスに気を取られてたのは数分のはず。


　──そんな一いつ瞬しゆんでこんな広こう範はん囲いの浄化を。それもセラの虚像の魔笛を相手に。


「う、うん。わたしも自分でびっくりしちゃった。ようやく一人前の巫女って言ってもらえるくらいになれたかもって。え、えへへ」


　ぎこちない微び笑しようでユミィが照てれ隠かくし。


「……たぶん、そういう次元じゃないよ」


　最初に意識を取り戻したのが春蕾シユンレイで、彼女はよろめきながらも隣となりの浮遊島ラグーンまでレオンを捜さがしに行くといって歩いていった。同じく魔笛を浴びていたゼアドールも今は木こ陰かげで休んでいるし、その部下の────


「不覚です。お見苦しいところをお見せしてしまいました」


「ええと、黒くろ猫ねこさんだよね？……もう歩いて平気なの」


　異い篇へん卿きようの拠きよ点てんに侵しん入にゆうした時とはまるで別人の雰ふん囲い気きだが、その黒くろ髪かみと猫のようにしなやかな細身の肢し体たいは見覚えがある。


「戦せん闘とうでお役に立てなかったぶん、せめて現在の状じよう況きようくらい統とう政せい庁ちように伝えておかないと怒おこられますので」


　黒くろ塗ぬりの通信機を取りだし、彼女が口元の血けつ痕こんを拭ぬぐってみせる。


「ところでユミィ様、あの竜りゆうを倒たおしたことで穢歌の庭エデンに続く扉も消えたと考えてよろしいでしょうか」


「え？　え、えっと。……そういうことなんだよね？」


「──いや、たぶん倒したわけじゃない。さっきのは牙きばを折るので精せい一いつ杯ぱいで、核かく晶しようの破は壊かいまでいかなかったから」


　両手に残るかすかな痺しびれ。


　力の触しよく媒ばいである牙を破壊されてなお、黒竜アマデウスは戦意を失っていなかった。穢歌の庭エデンの扉が消滅せずにアレが留とどまっていれば、今ごろどうなっていたことか。


「だよね？」


『はい。黒竜アマデウスは力の源である牙を絶たれて魔笛結界が維い持じできず、魔笛結界が消えたことで穢歌の庭エデンの扉も自然消滅。その際に黒竜アマデウスも穢歌の庭エデンに強制送そう還かんされて戻っていったと思ってください。ひとまず最悪の事態は脱だつしたと」


「じゃあ、問題は残りの二体か……」


　上空の魔笛結界が消滅した。


　黒竜アマデウスの送還は確認できたが、だからといって残り二体の幽ゆう幻げん種しゆも同様かどうかは確認できてない。それを知っているのは。


「穢歌の庭エデンの扉が消滅する直前、残る二体もその中に消えていった。浮遊島ラグーンを徘はい徊かいしていた小型の幽幻種も同様らしい。目ノ撃イ者エからの念話だ、間ま違ちがいあるまい」


　金きん髪ぱつを風になびかせる剣けん士しの独白めいた呟つぶやき。


　その腕うでに抱だきかかえられているのは碧みどり色いろの髪かみをした少女だ。


「ノエシスの魔笛まで浄化したことについては礼を言っておく。ユミィ・エル・スフレニクトール、その若さで大したものだ。イグニド以外にセラの虚像の魔笛を浄化できる者がいるとは思わなかった」


　ノエシス──黒竜アマデウスの体内に囚とらわれていると聞いていた少女だ。黒竜アマデウスが穢歌の庭エデンの扉へと消えていった場所に彼女だけが取り残されて倒れていた。


「あなた、レオンと戦っていた異篇卿ですね」


「見ていたのか？」


　友人と生き写しの顔で、異篇卿が面おも白しろそうに目を細めた。


「あの千せん年ねん獅しに伝えておくといい。俺との再戦を望むなら、せめてあと三、四回は死線を越こえてから挑いどんでこいと」


「…………」


「話は終わりだ。互たがい、この島でいつまでも時間を浪ろう費ひできる身ではなかろう？」


　碧の少女を抱かかえて悠ゆう々ゆうと遠ざかっていく異篇卿。その姿が森林の奥へと消えるのを確かめ、ユミィがふっと息をもらした。


　長い長い安あん堵どの溜息。


「────ふぅ」


　そして、巫女である少女が倒れるようにくずおれた。


「ユミィ!?」


「……平気。ただちょっと、気を抜ぬこうと思ったら力まで抜けちゃって。……あ、はは、わたしってばダメだよね。こんなことくらいで動けなくなっちゃうんだもん。春蕾を追いかけて、早く先せん遺けん隊の護士の救助もしなくちゃいけないのに」


　草場にぺたんと腰こしを下ろしてユミィが苦く笑しよう。


　その小刻みにふるえる小さな肩かたが何よりも明確に物語っていた。彼女の負っていた重圧、彼女がどれほど張りつめた緊きん張ちようを強しいられていたのかを。


「…………」


「…………」


「……ありがとう」


「え？」


「ありがとう、て言ったの。…………本当に怖こわかった。もう何もかも限界で、あともう少しシェルティスが来るの遅おそかったら……わた、わたし……」


　上目づかいに見上げてくる双そう眸ぼうが、湖こ畔はんのように濡ぬれてゆれていた。


「ほ、ほら？　シェルティスの魔ま笛てきの件とかも全部ばれちゃったじゃない。それで監かん禁きんされてるって話もあったし、塔とうから追放されそうになってることも知ってたから。……本当に、また遠くにいっちゃうんじゃないかって…………それがすごく怖くて」


　ぽろぽろと零こぼれるしずく。


　透とう明めいな水すい滴てきが巫女の頰ほおを伝い、陽ひにあたっては落ちていく。


「だから……なおさら嬉うれしかった。ああ、やっぱり来てくれたんだって。どんなに遠くにいたって本当に駆かけつけてくれるんだって」


「────いや」


　目の端はしの涙なみだをぬぐうユミィをしばし見つめ。


　シェルティスは、そんな幼なじみの彼女に小さく肩をすくめてみせた。


「僕の方こそ、正直今でも勝った心ここ地ちがしないよ。ユミィがアレを沁しん力りよく術式で押さえこんでいたから僕が隙すきを突つけたわけだし」


「…………」


「だから、お互いお疲れさまってこと。僕もユミィがいてくれたから頑がん張ばれた」


「……そっかぁ。え、えへへ」


　地面に座りこんだまま巫女がにんまり笑え顔がお。


「わたしもシェルティスの役に立てたんだね。それ、すごく嬉しい。嬉しすぎて逆に怖くなっちゃうくらい嬉しい。夢じゃないかって怖くなっちゃう」


「それは何より。だけどほら、隣の浮遊島ラグーンでも春蕾たちが────」


　幽かすかな大気のゆらぎ。


　幽かな異変に気づいたのは、その時だった。


「ん？　シェルティス？」


「…………」


　虚こ空くうに穿うがたれた小さな亀き裂れつ。


　それが──────ユミィの真後ろに生まれた虚空の亀裂が一瞬にして拡張し、濃紫色の霧きりに包まれた漆しつ黒こくの扉とびらとして顕けん現げんした。


　穢歌の庭エデンの扉？


　ばかな、さっきセラの虚像と同時に消しよう滅めつしたはずじゃ……





〝天結宮ソフイアですよ。


　あの塔の最上階から、あなたとユミィは穢歌の庭エデンに転落したんです〟





　三年前のあの日。


　ユミィを追いかけて天結宮ソフイアの頂上にたどり着いて、そこで……そこで僕は、ユミィの目の前で穢歌の庭エデンの扉が開くのを目撃したんだ。


　その時も確かに同じ現象を見た。


　まず最初に、世界に穿たれた傷きず跡あとのように大気に亀裂が走って────


『いけません、二人とも早くそこから離はなれて！』


「逃にげろユミィ！」


「え？」


　──ユミィはまだ気づいてない。


「くっ！」


　双そう剣けんをかまえて彼女と扉の前に割って入ったと同時、とてつもない追い風に背を押されてシェルティスはよろめいた。


　──突とつ風ぷう？


　──いや違ちがう。これは、僕が扉の方に引きよせられている!?


「まさか……」


　直後、脳のう裏りをかすめたのは異篇卿の残した情報だ。





〝穢歌の庭エデンの扉が消滅する直前、残る二体もその中に消えていった。浮遊島ラグーンを徘徊していた小型の幽幻種も同様らしい〟





　魔笛結界が崩ほう壊かいし、その領域内にいた幽幻種はすべて穢歌の庭エデンへ還かえっていく。


　だが、ここには人間でありながら強力な魔笛を宿した者がいる。もしも穢歌の庭エデンの扉がその人間を幽幻種として認にん識しきすれば、その人間をも穢歌の庭エデンに還そうとするのは容易に想像がつくことで……


「狙ねらいはユミィじゃない、僕か!?」


「シェルティス！」


　駆けよろうとするユミィを静止させようと手を振ふりあげた直後、磁力にも似た強力な風に身体からだを圧おされ、大地に触ふれていた両足が浮ういた。


「シェルティス！」


「だめだユミィ、こっちに来ちゃ……」


　視界が暗転。真昼と夜が逆転したかのような錯さつ覚かくを感じた時には既すでに、シェルティスは虚空の扉の内側に引きよせられていた。


　自分を追って扉に飛びこむユミィの姿が一いつ瞬しゆん見えて。








　二人は、穢歌の庭エデンへと堕おちていった。












　──　『ユミィ・エル』







　浮遊大陸オービエ・クレアから数百キロ離れた名も無き浮遊島ラグーン──





「あーもう、せっかくの一いつ張ちよう羅らが台無しじゃない。超ちよう貴重な沁力繊せん維いで織った特注品だったのに。肩も背中もボロボロ」


「…………古今無む双そうの……沁力衣と自じ慢まん、していたやつか」


「そうそう、それがコレだったのに」


　どこまでも続く地下階段を足早に下りながら、ナタラーシャは自分のワンピースに空いた大穴に心の底から落らく胆たんの息をもらしていた。


　左ひだり肩かたの部位は跡あと形かたもなく溶とけおちて肩が露ろ出しゆつし、背中から腰にかけても大穴が空いてしまって下着が丸見えだ。その下着すら繊維が崩くずれかけているから見た目にも相当に刺し激げきの強いものになっている。


「たしか空白イグニドが裁さい縫ほう得意だったわよね」


「やめて……お、け。下手に修復すれば……かえっ……て全体の質が下がる。一級の品とはそういうものだ」


「んーじゃあ廃はい棄きかしらね。残念」


「命が……助かったと思えば、安かろう……？」


　大穴が空いた部位を指さして、隣となりを歩くベルトマーが嗄しわがれた声で笑う。


　──まあそうね。


　──むしろ、一度きりとはいえよくぞ耐たえてくれたものだわ。


　巨蛇ミクヴエクスの魔笛をまともに浴びたのが原因だ。あの一瞬で常人の致ち死し量の何十倍という濃のう度どの魔笛を受けたはずが、このワンピースのおかげで一命を取り留めた。


「唯ゆい一いつ不満なのが、今ここで隣を歩いているのが美女の半はん裸らにまったく興味を示さない朴ぼく念ねん仁じんということかしら」


「……貴様の半裸？　普ふ段だんもそう変わらないだろう？」


「大ハズレ。最初から半裸じゃだめなの。こう、服がボロボロに破けていい感じにお肌はだが露出してるのがイイんじゃない。なんでうちの男共は理解できないのかしら」


「理解不能だな。……かといって詰つめ寄られるのも嫌いやなんだろう？」


「アルマデル様なら大だい歓かん迎げいよ？　あ、だけど」


　そこまで言って、ふとナタラーシャは階段のなかばで立ち止まった。


「そのアルマデル様は？　ほら、先に双ふた子ごを連れて帰るって」


「とっくに下層部についているはずだ。……碧ノエシスの容態を確認して休ませなければな。蒼ノイエも相当に力を消費していると聞いた」


　黒竜アマデウスの内部に囚とらわれていたノエシス。


　空白イグニドと黄マ金ハとともに聖者ヘケト・ラスパを足止めしたノイエも、戦せん闘とう終しゆう了りよう後ごに高熱を出して昏こん倒とうしたという話だ。が、あれだけの難敵を相手によくぞ保もったと讃たたえるべきか。


「まあ上出来ね。一人か二人は異篇卿うちも犠ぎ牲せいが出ると思ったけど」


「……代わりに、セラの虚きよ像ぞうとやらも撃げき破はでなく撃げき退たいだったがな。痛み分けだ」


　穢歌の庭エデンに還っていった幽ゆう幻げん種しゆ三体。


　いずれ再び浮ふ上じようするのが先か。それとも重界計画のとおりに双子の最終結界が完成するのが先か。ここからは時間との戦いになる。


「さて、それじゃあ私はここで」


　一本道の下り階段。


　何もないはずの横よこ壁かべに右手でふれる。


「……そこは、イグニドの部屋だが？」


「そうよ」


「これは意外だ。……アルマデルのいる最下層へは？」


「すぐに行くわ。ちょっと野暮用よ」


　ふり向きもせず背中で問いかけるベルトマーにそう告げて、ナタラーシャは壁の一部を手で押した。


　ぱたん──壁に偽ぎ装そうされた回かい転てん扉とびらが回り、その隙すき間まに身体を滑すべりこませる。


　階位ごとに与あたえられた個室。


　第一位である白銀アルマデルが最下層。続いて第二位の真紅ナタラーシヤ、第三位の黄マ金ハと続く。上にいくほど階位が高くなる天結宮ソフイアと逆の構造というわけだ。例外は五位と六位。つまり双子の部屋だけは二人で一つの部屋になっている。


「でもねえ……階位が高いほど階段をたくさん降りなきゃいけないわけだし、頻ひん繁ぱんに使うなら階位は低い方が楽ってのが悩なやみどころかしら」


　階位の一番低い者の個室がもっとも地上に近い。


　この拠きよ点てんにおいては空位──すなわち階位を与えられていないイグニドの部屋がもっとも地下の浅い部分にあるというわけだ。


「さっきはああ言ったけど、やっぱりこの服捨てちゃうのは惜おしいのよね」


　沁しん力りよく衣いとして使うつもりはない。ただ単純な好みの意味で、このワンピースの真しん紅くが自分の好みとピタリとかみ合っているのだ。ほかの服でここまで鮮あざやかな赤はあまりお目にかかれない。


「日常着としてなら使えるし、直せるか聞いてみるだけならタダだもん」


　それに、あの得体の知れない男のことだ。また妙みような術式で衣服くらい修復してしまうかもしれない。


　回転扉を進むこと数十メートル。


　やがて、硬こう質しつの床ゆかに上質の絨じゆう毯たんがしきつめられたフロアが見えてきた。イグニドの部屋に扉とびらはない。何の隔へだたりもなく、通路と部屋がそのまま繫つながっているのだ。


「……また本が増えたかしら？」


　書しよ斎さいのような趣おもむきの部屋。


　天てん井じようすれすれまである巨きよ大だいな本ほん棚だなが左右の壁にそって何十個も並んでいる。一体いつ用意したのか知らないが、蔵書量でいえば小さな図書館並だろう。


　──しかも本人は読書しないっていうんだもんね。


　──単なる置物だっていうんだから変わってる。


　むしろ本を読みふけるのは双子の方で、イグニドは双子のために本を用意しているのではと思う節もある。


「イグニド？　奥かしら？」


　書斎の奥に備えつけられたテーブルにいない。だとしたら右奥の厨ちゆう房ぼう？　そう思って顔を覗のぞかせてみたがこちらも不在。


「変ねえ。書斎でお茶してるわけでもなく、厨房でケーキを焼いているわけでもなし。イグニドがその二つ以外にすることってあったっけ？」


　……ちょうどいいわね。


　ナタラーシャもこの部屋をこれ以上先に進んだことはない。あまり興味もなく放置していたが、これを機に奥まで見て回ってもいいだろう。


「イグニド、どこかしらー？　いないなら部屋の奥まで勝手に見ちゃうわよー？　色々と見ちゃいけないものまで見ちゃっても知らないわよー？」


　リビングらしき部屋を抜ぬけた先……


「……水しぶき？」


　かすかな音を敏びん感かんに感じとり、ナタラーシャの足が止まった。


　この部屋で唯一、薄うすい金属扉によってしきられた部屋が目の前にある。


　なるほど。この先は浴場というわけだ。しかもこの水しぶきの音、どうもイグニドはシャワーを浴びている真っ最中らしい。


「……あー、ちょっとこれは」


　さすがの自分も他人の入浴現場にまで押し入る気はない。自分がされたら問答無用で相手を黒コゲにするだろうし、なにより興味のない相手の裸はだかなんて見たくもない。


「しょうがない。また少ししてから──」


「ナタラーシャさんですか？」


　扉ごしに伝わる声。


「あら正解。よくわかったわね」


「アルマデルさんなら手前の書斎で待ってるはずですからね。……それでご用は？　シャワーの音で声が聞き取りづらいので、よければ入ってきてください」


「……そっちに？」


　いや待て。この奥は浴場だろうに。


「ご安心を。といっても浴室の手前までです。私はこのとおり浴室の内側にいますので」


「あ、そう。てっきり全ぜん裸らで待ちかまえているのかと」


「ナタラーシャさんじゃありませんから」


　焦こがすわよ。そう思いもしたけれど、考えてみれば今の自分だって半裸同様だから否定できないのが悔くやしいところだ。


　キィ──


　入った途と端たん、ふわりとした蒸気が肌にふれた。


「なんだ私の浴場と同じじゃない」


「そりゃあ異篇卿の部屋はどれも似たり寄ったりですよ。リビングならまだしも、浴場や厨房なんて構造から変えるのは大変ですからね」


　さほど大きくもない脱だつ衣い場があって、すぐ向こうが浴室だ。目を凝こらすまでもなく、半はん透とう明めいの扉の向こうでイグニドらしき人ひと影かげがぼんやりと透すけて見える。


　……アルマデル様ならともかく。


　……イグニドの人影シルエツトなんて見たくもないしね。


　反射的に目を下にやって──はたと、そこにイグニドの黒くろ装しよう束ぞくが丁てい寧ねいに畳たたまれて置いてあるのに気づいた。


「────」


　いや待て。


　何か妙だ。この服、この靴くつもそうだけど、これは。


「……シークレットブーツ？」


　いわゆる上げ底靴だ。靴底の踵かかと部分が厚く設計され、ほかの靴を履はくよりも身長を高く見せることができる。ハイヒールのヒール部が見えない靴と言ってもいい。


　しかもこれは、シークレットブーツでも相当に踵が厚くなっている？


　──靴だけじゃない。


　黒スーツは見た目以上に生き地じが厚い。これでは誰だれが着ても体型が同じになるだろう。さらに肩かたは肩幅を強調するための肩パットまで？　まるでこれは────


「男装の令れい嬢じようが着こなす衣装みたい？　ですか」


「…………」


　言葉が喉のどの奥で詰まって出てこない。


　胸中をずばり言い当てられたこと以上に、薄い半透明の扉からおぼろげに浮うかび上がるイグニドの体型シルエツト…………それはまるで…………


「イグニド……あなたまさか」


「苦労しました。なにせ、彼に見られた時に正体を知られるわけにはいかなかったので。それでも春蕾シユンレイには『沁力のかたち』でバレちゃったみたいですが」


　水しぶきの音がとまる。


　ぴちゃ……床のタイルに付着した水を弾はじく音を響ひびかせて、浴室から「その人」がゆっくりと扉を開けて姿をのぞかせた。


「…………」


「でもちょうど良かったかな。シェルティスと、あともう一人のわたしが穢歌の庭エデンに堕おちている間に最後の準備ができるもの」


　淡い黄金色オフゴールドの髪かみについた水すい滴てきをふきとりながら、イグニド。


　ほっそりとした手足にきめ細かな肌はだ。そして男性の身体からだにない丸みと曲線を帯びた体つき。何より浴場の照明に晒さらされたその素す顔がおは────


「巫み女こ……ユミィ・エル・スフレニクトール」


「一いつ緒しよにしないでほしいな？　あの子は所しよ詮せんわたしの虚ゆ像め」


　くすっと唇くちびるをつりあげる彼女。


　その愛らしくも愉ゆ快かいげな笑えみは、ナタラーシャの知る巫女のそれに限りなく近く、だが決定的に異なる狂きよう気きと邪じや悪あくさを秘ひめていた。


　──ナタラーシャはまだ知らない。


　彼女イグニドの真名『ユミエル』を。











[image: ]

















　ユミエル。


　幽ゆう幻げん種しゆの魔ま笛てき言語において、その表記は「YummyユミイEleエル」。


　ユミィ（Yummy）ここに在ありき（Ele）。





　ユミエル──すなわち『真なるユミィ』を表すことを、世界はまだ知らない。














　あとがき







　決戦限界。侵しん攻こう者と被侵攻者との戦いの結末に待つものは────





　本書を手にとってくださってありがとうございます、細さざ音ね啓けいです。


　デビュー作である『黄昏たそがれ色いろの詠うた使つかい』の一巻からピッタリ五年。この『エデン』九巻でちょうど20冊目になるようです。しかし業界ではまだまだ青二才というか、新人同然な気がします。ええ、生涯コレ勉強ですとも。







◆『氷結鏡界のエデン』コミカライズ決定




　さて、前置きはさておいて本題へ。


　えー……と、すごく嬉うれしいことがありました。


　そのまま冒ぼう頭とうに書いてしまっているけれど、『エデン』のコミカライズが決定です！


　月刊少年シリウス


　開始時期　２０１２年　初夏～


『エデン』のように世界観が特とく殊しゆな小説の漫まん画が化を引き受けてくださった月刊少年シリウス編集者様、そしてコミカライズ担当の先生、ありがとうございます。


　細音自身、雑誌掲けい載さいを心から楽しみにしています。







◆『不完全神性機関イリス』のこと




　第一巻が去年十二月に刊行になった『イリス』ですが、こちらも既すでに告知をしていたとおり、コミカライズ計画が進んでいます。


　月刊コンプエース


　開始時期　２０１２年　初夏～


　引き受けてくださった編集様およびコミカライズの先生、ありがとうございます！


　ちなみに、『不完全神性機関イリス』の第二巻は六月を予定中。まだ一巻未読という方も、ぜひぜひ応おう援えんお願いします！


　エデンに負けないくらい、こちらも仕し掛かけ満まん載さいで頑がん張ばりますので。







◆お礼




　担当Ｓさん、そしてイラストを担当してくださるカスカベアキラさん。


『エデン』そして『イリス』の刊行、いつも強力な後押しを頂いて本当にありがとうございます。お二人のおかげで、こうしてＷコミカライズにたどり着くことができました。２０１２年もどうぞよろしくお願いいたします！







◆予告




　穢歌の庭エデンに堕おちたシェルティスとユミィ。


　幽ゆう幻げん種しゆたちの生まれる場所。全すべての物語の始まりの場所。


　どこまでも続く未知の世界で、ユミィを探すシェルティスが見た光景は────


『氷結鏡界のエデン10　黄昏讃歌─オラトリオ・イヴ─』


　物語は、もっとも深き深しん淵えんへ。





　　　　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]





　それではまた、六月の『不完全神性機関イリス２』でお会いできますように。


　二○一二年　二月




細音　啓




　ブログ：http://sazane.exblog.jp/（漫画化情報、随時更新します）











氷ひよう結けつ鏡きよう界かいのエデン９


決けつ戦せん限げん界かい─アマリリス・コーラス─





細さざ音ね　啓けい
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